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N8405-024A/034A             

              ブレード収納ユニット(SIGMABLADE-H) 

                                   ユーザーズガイド 
 

                                     855-900572-A 

                                                                   2008年 04月 10版 

 
※ N8405-034Aの製品名 ブレード収納ユニット(SIGMABLADE-H, SSC/Lite付き)におけるSSCはSigmaSystemCenterの略称です。 

※ N8405-024/034およびN8405-025をご使用の場合も本書をご参考いただけますが、N8405-024A/034AおよびN8405-025Aとは一部

異なる点があります。本書中の記述を十分にご覧になり、異なる点に注意してご利用ください。 

 

注意 
 製品のご使用前に、必ず本書をお読みの上で注意をお守り下さい。本書は、必要な時にすぐ見ら

れるように保管して下さい。 
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輸出の際の注意事項 
 

本製品(ソフトウェアを含む)は、外国為替および外国貿易法で規定される規制貨物(または役務)に該当するこ

とがあります。その場合、日本国外へ輸出する場合には日本国政府の輸出許可が必要です。なお、輸出許可

申請手続にあたり資料等が必要な場合には、お買い上げの販売店またはお近くの当社営業拠点にご相談くだ

さい。 
 

注 意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会(VCCI)の基準に基づくクラスA情報技術

装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には

使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

 

 

 

商標について 
 

EXPRESSBUILDERとESMPRO、DianaScope、EXPRESSSCOPE、SigmaSystemCenter、WebSAM 、DeploymentManager、
NetVisorProは日本電気株式会社の登録商標または商標です。 

Microsoft、Windows、Windows Server、Internet Explorer、.NET Frameworkは米国Microsoft Corporationの米国およびその他

の国における登録商標または商標です。 

Intel、Pentiumは米国Intel Corporationの登録商標です。 

HP-UXは米国Hewlett-Packard Companyの登録商標です。 

Wake on LANは米国International Business Machines Corporationの登録商標または商標です。 

JavaおよびすべてのJava関連およびロゴは米国Sun Microsystems, Inc.の登録商標または商標です。 

TomcatはApache Software Foundationの登録商標または商標です。 

LinuxはLinusTorvalds氏の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

その他、記載の会社名および商品名は各社の登録商標または商標です。 

 

Windows Server 2003はMicrosoft® Windows ServerTM 2003, Standard EditionおよびMicrosoft® Windows ServerTM 2003, 

Enterprise Edition、Microsoft® Windows ServerTM 2003, Datacenter Edition、Windows ServerTM 2003, Standard x64 Edition、

Windows ServerTM 2003, Enterprise x64 Editionの略称です。 

Windows Server 2003 R2は Microsoft® Windows ServerTM 2003 R2, Standard EditionおよびMicrosoft® Windows ServerTM 

2003 R2, Enterprise Edition、Microsoft® Windows ServerTM 2003 R2, Datacenter Edition、Microsoft® Windows ServerTM 

2003 R2, Standard x64 Edition、Microsoft® Windows ServerTM 2003 R2, Enterprise x64 Edition、Microsoft® Windows 

ServerTM 2003 R2, Datacenter x64 Editionの略称です。 

Windows 2000はMicrosoft® Windows® 2000 Server operating systemおよびMicrosoft® Windows® 2000 Advanced Server 

operating system、Microsoft® Windows® 2000 Professional operating systemの略称です。 

Internet ExplorerはMicrosoft® Internet Explorerの略称です。 

 

JREはJava Runtime Environmentの略称です。 

 

 

 

サンプルアプリケーションで使用している名称は、すべて架空のものです。実在する品名、団体名、個人名とは一切関係ありませ

ん。 

 

 

 

 

 

ご注意 
(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 
(2) 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 
(3) NECの許可なく複製・改変などを行うことはできません。 
(4) 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことが

ありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

(5) 運用した結果の影響については(4)項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 
 

 



                                               

 3 

 

使用上のご注意 - 必ずお読みください - 
 

本製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。 

 

安全にかかわる表示について 
 

本製品を安全にお使いいただくために、この手引きの指示に従って操作してください。 

この手引きには装置のどこが危険か、どのような危険に遭うか、どうすれば危険を避けられるかなど

について説明されています。また、装置内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベ

ルが貼り付けられています。 

手引きおよび警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「注意」という用語を使用し

ています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。 

 

死亡又は重傷を負う危険性があることを示します。 

火傷やけがの危険性があることを示します。 

 

危険に対する注意・表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のような

意味を持つものとして定義されています。 

 

 

注意の喚起 この記号は危険が発生するおそれがあることを表し

ます。記号の中の絵表示は危険の内容を図案化し

たものです。 

(例) 

 
(感電注意) 

 

行為の禁止 この記号は行為の禁止を表します。記号の中や近

くの絵表示は、してはならない行為の内容を図案化

したものです。 

(例) 

 
(分解禁止) 

 

行為の強制 この記号は行為の強制を表します。記号の中の絵

表示は、しなければならない行為の内容を図案化

したものです。危険を避けるためにはこの行為が必

要です。 

(例) 

 
(プラグを抜け) 

 

注意 
この手引きは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておくようにしてください。  

「使用上のご注意」を必ずお読みください。本製品の移設の際は必ず本書も一緒にしてください。 
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(本書での表示例) 

 注意を促す記号  危険に対する注意の内容  危険の程度を表す用語 

 

 

 
 

指定以外のコンセントに差し込まない 

 
電源は指定された電圧、電源の壁付きコンセントをお使いください。指定以外の電源

を使うと火災や漏電の原因となります。 
  

 

本書および警告ラベルで使用する記号とその内容 
 

注意の喚起 

感電の危険性があることを示し

ます。 

爆発の危険性があることを示しま

す。 

手や指が挟まれる危険性がある

ことを示します。 

発煙又は発火の危険性があること

を示します。 

高温による傷害を負うおそれが

あることを示します。 

回転物によるけがのおそれがある

ことを示します。 

特定しない一般的な注意・警告

を示します。 
  

 

行為の禁止 

 

機器の分解や改造を禁止するこ

とを示します。 
 

水や液体のかかる場所で使用しな

いでください。水に濡らすと感電や

発火のおそれがあります。 

 

ぬれた手で触らないでください。

感電のおそれがあります。 
 

一般的な禁止の通告を示します。 

 

行為の強制 

 

電源プラグをコンセントから抜く

こと、および分電盤のサーキット

ブレーカを切ることの指示を示し

ます。 
 

一般的な使用者の行動の指示を示

します。 
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取扱い上の警告／注意 
 

安全のために、ここに記載されている注意事項を守ってください。ブレード収納ユニット

(SIGMABLADE-H)には、電源ユニットが搭載されています。感電しないように注意してください。ま

た、ラックへの取り付け／取り外しの際には、けがをしないよう十分に注意してください。 

 

 

一般的な注意事項 

 
 

人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

 

本装置は、医療機器・原子力設備や機器、航空宇宙機器・輸送設備や機器など、

人命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組

み込みやこれらの機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。これら

設備や機器、制御システムなどに本装置を使用した結果、人身事故、財産損害な

どが生じても当社はいかなる責任も負いかねます。 
  

自分で分解・修理・改造はしない 

 
本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理・改造を行ったりしないで

ください。装置が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電や火災の危険があります。 
  

煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちにすべてのCPUブレードの電源をO

FFにした後、ブレード収納ユニットの電源をOFFにして電源プラグをコンセントから抜い

てください。その後、お買い求めの販売店または保守サービス会社にご連絡ください。

そのまま使用すると火災の原因となります。 
  

針金や金属片を差し込まない 

 
装置に金属片や針金などの異物を差し込まないでください。火災・感電の危険があり

ます。 
  

複数のCPUブレードを同時に取り付け／取り外ししない 

CPUブレードの取り付け／取り外しは、1枚単位で行ってください。複数のCPUブレード

を同時に取り付け／取り外しをしたり、別のスロットのカバーを取り外したまま取り付け

／取り外しをしたりすると、感電するおそれがあります。 
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装置内に水や異物を入れない 

 

装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。火災や感

電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ電源をOFFにして、電源プ

ラグをコンセントから抜いてください。分解しないで販売店または保守サービス会社に

ご連絡ください。 
  

中途半端に取り付けない 

インタフェースケーブルやCPUブレード等の各種モジュール、オプションボードは確実

に取り付けてください。中途半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発火の原

因となるおそれがあります。 
  

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 

 

インタフェースケーブルは、NECが指定するものを使用し、接続する装置やコネクタを

確認した上で接続してください。指定以外のケーブルを使用したり、接続先を誤ったり

すると、ショートにより火災を起こすことがあります。 
  

巻き込み注意 

 

本装置の動作中は前面および背面にある冷却用FANの部分に手や髪の毛を近づけ

ないでください。手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをするおそれが

あります。また棒などを差し込まないようにしてください。本装置が正常に動作しなくな

るばかりか、けがの原因となることがあります。 
  

高温注意 

CPUブレード上の部品やブレード収納ユニット内の部品が高温になっていることがあり

ます。十分に冷めたことを確認してから取り付け／取り外しを行ってください。また、電

源FANから排出される排気は高温になる場合があります。 
  

雷がなったら触らない 

 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。また電源プラグを

抜く前に、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて装置には触れないでください。火災

や感電の原因となります。 
  

ペットを近づけない 

 
本装置にペットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が装置内部に入

って火災や感電の原因となります。 
  

近くで携帯電話やPHS、ポケットベル、無線機等を使わない 

 
本装置のそばでは携帯電話やPHS、ポケットベル、無線機等の電源をOFFにしておい

てください。電波による誤動作の原因となります。 
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電源・電源コードに関する注意事項 

 
 

ぬれた手で電源プラグや装置に触れない 

 ぬれた手で電源プラグや装置に触れないでください。感電するおそれがあります。 
  

アース線をガス管につながない 

 アース線は絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因になります。 
  

 

 
 

指定以外のコンセントに差し込まない 

 

電源は指定された電圧、電源の壁付きコンセントをお使いください。指定以外の電源

を使うと火災や漏電の原因となります。なお、本装置に添付の電源コードはAC200V

専用です。それ以外の電圧のコンセントには接続しないでください。 

また、延長コードが必要となるような場所には設置しないでください。本装置の電源仕

様に合っていないコードに接続すると、コードが過熱して火災の原因となります。 
  

たこ足配線にしない 

コンセントに定格以上の電流が流れることによって、過熱して火災の原因となるおそ

れがあります。 
  

電源コンセント/タップ等の機器は目の届く場所に設置する 

緊急時に供給電源を遮断できるように、電源コンセント/タップは接続する装置を搭

載したラックに近接し、目の届く、操作しやすい場所に設置してください。ラック内に設

置可能な電源コンセントをラック内に設置する場合は、緊急時にラック内に容易にア

クセスできる状態にしてください。なお、電源コンセント/タップの種類によって設置方

法が異なりますので、ご利用の電源コンセント/タップのユーザーズガイド等に従って、

適切に設置してください。また、電源ケーブルを直接、分電盤や無停電電源装置

(UPS)に接続する場合は、分電盤や無停電電源装置(UPS)が装置を搭載したラック

に近接し、目の届く、操作しやすい場所に設置されていなければなりません。ラックに

搭載する無停電電源装置(UPS)の場合、緊急時にラック内に容易にアクセスできる

状態にしてください。 

 

※ 本書における「電源コンセント」とは、機械器具組み込み用のものを意味します。

本書における「電源タップ」とは、非固定用のものを意味します。 
  

中途半端に差し込まない 

 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接触不

良のため発熱し、火災の原因となることがあります。また差し込み部にほこりがたまり、

水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。 
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指定以外の電源コードを使わない 

 

指定された電源コード以外のコードを使わないでください。電源コードに定格以上の電

流が流れると、火災の原因となるおそれがあります。 

また、電源コードの破損による感電や火災を防止するために次の注意をお守りくださ

い。 
●コード部分を引っ張らない。   ●電源コードをはさまない。 

●電源コードを折り曲げない。   ●電源コードに薬品類をかけない。 

●電源コードをねじらない。    ●電源コードの上にものを載せない。 

●電源コードを束ねたまま使わない。●電源コードを改造・加工・修復しない。 

●電源コードをステープラ等で固定しない。 

●損傷した電源コードを使わない。(損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源 

 コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの販売店または保 

 守サービス会社にご連絡ください。) 
  

添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その安全

性が確認されているものです。決して他の装置や用途に使用しないでください。火災

や感電の原因となるおそれがあります。 
  

 

 

 

ラックの設置・取り扱いに関する注意事項 

 
 

指定以外の場所に設置しない 

 

ブレード収納ユニットを取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置しな

いでください。 

ブレード収納ユニットに搭載されている機器やラックに取り付けているその他の機器に

悪影響をおよぼすばかりでなく、火災やラックの転倒によるけがなどをするおそれがあ

ります。設置場所に関する詳細な説明や耐震工事についてはラックに添付の説明書

を参照するか、保守サービス会社にお問い合わせください。 
  

規格以外のラックで使用しない 

 

ブレード収納ユニットはEIA規格に適合した19型(インチ)ラックに取り付けて使用しま

す。EIA規格に適合していないラックに取り付けて使用しないでください。ブレード収納

ユニットに搭載されている機器が正常に動作しなくなるばかりか、けがや周囲の破損

の原因となることがあります。ブレード収納ユニットを取り付けることができるラックにつ

いては担当営業にお問い合わせください。 
  

適切な防音処置を行う 

ブレード収納ユニットは電力負荷、設置環境温度によっては、動作時に冷却FANから

の大きな音を生じます。本装置は人から離れた専用室への設置を推奨します。動作

中の装置の近くで長時間の作業をする場合は、防音のためにパーティションをあらか

じめ設置する等の処置をしてください。 
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1人で搬送・設置をしない 

 

ラックの搬送・設置は2人以上で行ってください。ラックが倒れてけがや周囲の破損の

原因となります。特に高さのあるラック(44Uラックなど)はスタビライザなどによって固

定されていないときは不安定な状態にあります。かならず2人以上でラックを支えな

がら搬送・設置をしてください。 
  

荷重が集中してしまうような設置はしない 

 

ラック、および取り付けたユニットの重量が一点に集中しないようスタビライザを取り付

けるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが倒れてけがをす

るおそれがあります。 
  

1人で部品の取り付け／取り外しをしない 

 
ラック用のドアやトレイなどの部品は2人以上で取り付け／取り外しをしてください。部

品を落として破損させるばかりでなく、けがをするおそれがあります。 
  

ユニットを高い位置に設置する場合はリフターを使用する 

 

ラックの高い位置にユニットを設置する場合はリフターを使用して取り付け／取り外し

をしてください。特に高さのあるラック(44Uラックなど)では部品を落として破損させる

ばかりでなく、けがをするおそれがあります。 
  

ラックが不安定な状態でユニットをラックから引き出さない 

 
ラックから装置を引き出す際は、必ずラックを固定した状態(スタビライザの設置や耐

震工事など)で引き出してください。 
  

複数台のユニットをラックから引き出した状態にしない 

 
複数台のユニットをラックから引き出すとラックが倒れるおそれがあります。装置は一

度に1台ずつ引き出してください。 
  

定格電源を超える配線をしない 

やけどや火災、装置の損傷を防止するためにラックに電源を供給する電源分岐回路

の定格負荷を超えないようにしてください。電気設備の設置や配線に関しては、電源

工事を行った業者や管轄の電力会社にお問い合わせください。 
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設置・移動・保管に関する注意事項 

 
 

ユニットは分離させてから2人以上で持ち上げる 

 

ブレード収納ユニットを運ぶ場合は、2つ(本体部分とリアケージ)に分離した状態で行

ってください。CPUブレードや電源ユニットなどのモジュールを搭載しない状態で、本

体部分は35.5kg、リアケージは31.5kgあります。本体部分およびリアケージは、1人

で運ぶと腰を痛めるおそれがあります。本体部分およびリアケージはそれぞれ2人以

上で本体側面のハンドルまたは指定された箇所をしっかりと持って運んでください。ま

た、本装置にCPUブレードや電源ユニットなどのモジュールを搭載した状態では持ち

上げないでください。 
  

指定以外の場所に設置しない 

本装置を次に示すような場所や本書で指定している場所以外に置かないでくださ

い。火災の原因となるおそれがあります。 

● ほこりの多い場所。  ● 給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

● 直射日光が当たる場所。● 不安定な場所。 
  

腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない 

腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど)

の存在する環境に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に腐食を促

進する成分(塩化ナトリウムや硫黄など)や導電性の金属などが含まれている環境へ

も設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食し、故障および発煙・発火の原

因となるおそれがあります。もしご使用の環境で上記の疑いがある場合は、販売店ま

たは保守サービス会社にご相談ください。 
  

カバーおよびFANユニットを外したまま使わない 

 

本装置のカバー類およびFAN類を取り外した状態で使用しないでください。装置内部

の冷却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って火災や感

電の原因となることがあります。 
  

指を挟まない 

ラックへの取り付け／取り外しの際にレールなどで指を挟まないよう十分注意してくだ

さい。 
  

落下注意 

 

本装置をラックに取り付けるまたは取り外す際は、側面のハンドルをしっかり持ってくだ

さい。ラック取り付けブラケットには、落下・脱落防止(ストッパ/ロック)機構がないため

装置をラックからすべて引き出すと、装置がラックから外れて落下してけがをするお

それがあります。本装置リアケージを取り付けるまたは取り外す際は、側面のハンドル

をしっかり持ってください。 
  

ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

 

ラックから引き出された状態にある装置の上から荷重をかけないでください。フレーム

が曲がり、ラックへ搭載できなくなります。また、装置が落下し、けがをするおそれがあ

ります。 
  

通気口をふさがない 

ブレード収納ユニットおよびラックにある通気口をふさがないでください。ブレード収納

ユニットに搭載した機器の内部の温度が上がり、火災の原因となるおそれがありま

す。 
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装置を引き出した状態にしない 

 

装置を引き出した状態のまま作業をしないでください。ラック取り付けブラケットには落

下・脱落防止(ストッパ/ロック)機構がないため作業中に装置が脱落してけがをするお

それがあります。 
  

持ち運びの際に搭載モジュールや電源ユニットカバー等を持たない 

 

装置を持ち運ぶ際に搭載モジュールや電源ユニットカバー等を持たないでください。

これらは可動部分であるため、外れて装置を落下させてけがをするおそれがありま

す。 
  

静電気除去のためのリストバンドを使用する 

 

搭載モジュールや周辺装置には、静電気に弱い部品も含まれます。搭載モジュール

や周辺装置を取り付け／取り外しする場合や、インタフェースケーブル等を接続する

場合は、静電気除去のためのリストバンドを適切に使用してください。 
  

 

 

 

故障時の処置 

 
  

故障時の処置 

 

故障した場合は、分電盤のブレーカを切断し、または電源プラグをコンセントから抜

き、保守員にご連絡下さい。 
  

 

 

 

廃棄に関する注意事項 

 
  

リチウムバッテリの取扱い 

 

本装置に搭載されるEMカードには、リチウム電池が使用されています。(電池の交換

はできません。) EMカードの廃棄時には、事前に当社営業にご連絡下さい。 
  

装置の廃棄／回収リサイクル 

 装置の廃棄、回収又はリサイクル時は事前に当社営業にご連絡願います。 
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お手入れ・内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 

 
 

ブレード収納ユニット内部に手を入れない 

ブレード収納ユニットに装置を取り付け／取り外しをする際には、ブレード収納ユニット

内に手を入れないでください。感電するおそれがあります。また、ブレード収納ユニット

に取り付けられているカバーは装置の取り付けなど必要な場合を除いて取り外さない

でください。装置の取り付け／取り外しは1台ずつ行ってください。 
  

 

 
 

プラグを差し込んだまま取り扱わない 

 

お手入れをする場合は、ブレード収納ユニットに搭載されているすべての機器の電源

をOFFにして、電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。たとえ電源をOFFにし

ても、電源コードを接続したまま作業するとブレード収納ユニットに搭載されている機

器が正常に動作しなくなるばかりか感電や火災の原因となるおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってください。

ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがありま

す。 
  

 

 

運用中の注意事項 

 
 

雷がなったら触らない 

 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。また電源プラグを

抜く前に、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めてブレード収納ユニットには触れない

でください。火災や感電の原因となります。 
  

ペットを近づけない 

 
ブレード収納ユニットにペットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が

ブレード収納ユニット内部に入って火災や感電の原因となります。 
  

動作中にブレード収納ユニットをラックから引き出さない 

 

ブレード収納ユニットに搭載されている機器が動作している間はラックから引き出した

り、ラックから取り外したりしないでください。搭載されている機器が正しく動作しなくな

るばかりでなく、ラックから外れてけがをするおそれがあります。 
  

筐体の上にものを載せない 

ブレード収納ユニットが外れて周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 
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警告ラベルについて 
 

装置の設置や取り扱い、モジュールの増設の際に、危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベ

ルが貼り付けられています。これは本製品の取り扱いの際、考えられる危険性を常にお客様に意識

していただくためのものです。(ラベルをはがしたり、汚したりしないでください) 

もしこのラベルがはがれかかっている、汚れているなどして判読できないときは販売店にご連絡くださ

い。 

警告ラベル中の記号の意味については、巻頭の「安全にかかわる表示について」を参照してくださ

い。 
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取り扱い上のご注意 - 装置を正しく動作させるために - 
 

本装置を正しく動作させるために次に示す注意事項をお守りください。これらの注意を無視した取り

扱いをすると装置の誤動作や故障の原因となります。 

 

保守サービスについて 

 本製品の保守に関して専門的な知識を持つ保守員による診断・保守サービスを用意しています。 
本製品をいつまでもよい状態でお使いになるためにも、保守サービス会社と保守サービスを契約さ

れることをお勧めします。 

 

 

● ブレード収納ユニット 

 

－ 本装置を取り付けることができるラックに搭載してください。 

 

－ 本装置は接近制限区域に設置してください。 

 

－ 各モジュールの取り付け／取り外しの際に取り外した部品(FANユニットなど)を必ず正しく取り

付け直してください。 

 

－ 定期的に装置の外観、前面および背面にあるFANに付着しているほこりを取り除いてください。

定期的な清掃はさまざまな故障を未然に防ぐ効果があります。 

 

－ 落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この対策として無停電電源装置

等を使用することをお勧めします。 

 

 

● オプションの増設電源およびその他電子部品 

 

－ これらの製品は大変静電気に弱い電子部品です。身体の静電気を逃がしてから製品を取り

扱ってください。また、製品の端子部分や部品を素手で触ったり、製品を直接机の上に置い

たりしないでください。 

 

－ オプションは購入したブレードサーバのオプション対象品であることを確認してください。たとえ

装置に取り付け／接続できても正常に動作しないばかりか、装置本体が故障することがあり

ます。 

 

－ オプションはNECの純正品をお使いになることをお勧めします。他社製のオプションには本装

置に対応したものもありますが、これらの製品が原因となって起きた故障や破損については

保証期間中でも有償修理となります。 
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まえがき 
 

この度は、N8405-024A/034A ブレード収納ユニット(SIGMABLADE-H)をお買い上げいただき誠

にありがとうございます。 

本装置はSIGMABLADEシリーズ用のCPUブレード、スイッチモジュール・スルーカード、EMカード、電

源ユニット、FANユニット等のモジュールを収納し、各モジュールの機能を集約させ、各CPUブレード

にサーバ機能を実現させます。 

本装置をご使用になる前に、必ず本書をお読みください。なお、SIGMABLADEシリーズに添付の「ユ

ーザーズガイド」または「スタートアップガイド」も併せて参照してください。 

 
※ N8405-034Aの製品名 ブレード収納ユニット(SIGMABLADE-H, SSC/Lite付き)におけるSSCはSigmaSystemCenterの略称で

す。 

※ N8405-024/034およびN8405-025をご使用の場合も本書をご参考いただけますが、N8405-024A/034AおよびN8405-0

25Aとは一部異なる点があります。本書中の記述を十分にご覧になり、異なる点に注意してご利用ください。 

※ 電源スロットブランクキット [N8405-036]、FANスロットブランクキット [N8405-037]およびスイッチモジュールスロットブランク

キット [N8405-038]についても、本書が適用されます。 

 

装置概要 
 

本装置は、最大で16台のCPUブレードと最大で8台のスイッチモジュールまたはスルーカードを10U

(約445mm)の筐体に収納することにより、最大16台分のサーバ機能を本装置1台に集約すること

ができます。 

標準装備の電源ユニットに、N8405-025A 電源ユニット(オプション)を追加することができ(*1)、最

大6台の電源ユニットを搭載することが可能です。個別電源冗長モード(電源(N＋1)冗長)あるいは

AC二重化モード(電源(N+N)冗長)の冗長モードをサポートしています。これらのモードにより、万一電

源ユニット(1台あるいは1系統)が故障してもシステムを停止することなく運用することが可能になり

ます。 

また、EMカードの搭載により、FANユニット、電源ユニット、各CPUブレード等の管理を実現していま

す。 

さらに、EMカードに搭載されるLANコネクタと外部コンソール(PCなど)を接続することにより、各CPUブ

レードのリモートKVMを使用することが可能になります。 

 
*1 N8405-024A/034Aをご利用の場合は、N8405-025A 電源ユニット(オプション)を追加することができます。N8405-024/0

34をご利用の場合は、N8405-025 電源ユニット(オプション)を追加することができます。指定された以外の組み合わせでは

ご利用いただけませんので注意してください。 

 

 

添付品の確認 
 

製品が入った梱包箱の中には、本体以外にいろいろな添付品が入っています。添付の構成品表を

参照してすべてがそろっていることを確認し、それぞれ点検してください。万一足りないものや損傷し

ているものがある場合は、販売店に連絡してください。 
 

 

添付品はセットアップをするときやオプションの増設、製品が故障したときに必要

となりますので大切に保管してください。 

 



                                               

 20 

 

各部の名称 
 

本装置の各部の名称を次に示します。(以下の図では説明のため、本装置に標準添付以外のモジ

ュール等が取り付けられた状態を示しています。) 

 

装置前面 
(収納ユニットフロントマスク、電源ユニットカバーを開けた状態) 

 

 

 
 

 

① ブレードスロット 
上段左からスロット1～スロット8。 

下段左からスロット9～スロット16。 
 

② CPUブレードブランクキット 
オプションのCPUブレードが搭載されていないスロッ

トを覆うプレート。 
 

③ 電源ユニット 
左から電源ユニット1～電源ユニット6。 

 

④ 電源ユニットブランクパネル 
オプションの電源ユニットが搭載されていないスロッ

トを覆うカバー。 
 

⑤ 電源ユニットイジェクタ 
このイジェクタを回しながらハンドルを引くことで電源

ユニットを取り外すことができる。 
 

⑥ 電源ユニットストッパ 
このストッパを手前に引くことで電源ユニットイジェク

タのストッパが外れる。 
 

⑦ 電源ランプ(緑色) 
AC電源を受電すると緑色に点灯する。 

 

⑧ 電源STATUSランプ(アンバー色) 
異常の場合はアンバー色に点灯する。 

 

⑨ キーボックス 
電源ユニットカバーを固定し、キーを掛けるための

ボックス。(左右に可動) 

 

⑩ セパレータ 
ブレードスロットを上下段に分割するプレート。(高さ2

サイズのブレードを取り付ける場合は、このプレートを

取り外す。) 

 

 

 

① 

③ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑤ 

② 

④ 
⑨ 

⑩ 
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装置背面 
 

 

 
 

① FANユニット 
上段左からFANユニット1～FANユニット5。 

下段左からFANユニット6～FANユニット10。 
 

② FANランプ 

   (緑色／アンバー色) 
正常状態の場合は緑色に点灯する。異常の場合はア

ンバー色に点灯する。 
 

③ FANユニットイジェクタ 
このイジェクタを手前に引くとFANユニットを取り外すこ

とができる。 
 

④ スイッチモジュールスロット 
最上段左からスロット1、スロット2。 

二段目左からスロット3、スロット4。 

三段目左からスロット5、スロット6。 

最下段左からスロット7、スロット8。 
 

⑤ スイッチモジュールブランクパネル 
オプションのスイッチモジュールが搭載されていないス

ロットを覆うカバー。 
 

⑥ EMカード 
左からEMカード1、EMカード2。 

 

⑦ EMカードブランクパネル 
オプションの増設EMカードが搭載されていないスロット

を覆うカバー。 
 

⑧ EMカードリリースレバー 
このレバーを手前に引くとEMカードを取り外すことがで

きる。 
 

⑨ EMトレイリリースレバー 
このレバーを手前に引くとEMトレイを取り外すことができ

る。 

※ 保守員以外は本モジュールを取り外さないでくださ

い。 
 

⑩ ACインレット 
電源コードを接続するソケット。 

右から前面の電源ユニット1～6に対応。 

⑪ マネジメントLANコネクタ(EMカード) 
10BASE-T/100BASE-TXに対応したLAN上のネット

ワークシステムと接続する。(オートネゴシエーションモ

ードのみサポート) 

⑫ SPEEDランプ(緑色)(EMカード) 
マネジメントLANが100BASE-TXで動作している場合

は緑色に点灯する。 
 

⑬ LINK／ACTランプ(緑色)(EMカード) 
マネジメントLANコネクタがネットワークに接続されてい

る場合は緑色に点灯する。アクセスがある場合は緑

色に点滅する。 
 

⑭ RESETスイッチ(EMカード) 
EMカードの再起動を行うスイッチ。 

 

⑮ STATUSランプ(緑色／アンバー色)(EMカード) 
正常状態の場合は緑色に点灯する。異常の場合は

アンバー色に点灯する。 
 

⑯ ACTIVEランプ(緑色)(EMカード) 
アクティブ(現用系)EMカードでは緑色に点灯する。ス

タンバイ(予備系)EMカードでは消灯する。 
 

⑰ IDランプ(青色)(EMカード) 
EMカードの筐体識別に使用する。 

 

⑱ シリアル(COM)ポート(EMカード) 
EMシリアルコンソールを接続するためポート。 

 

⑲ IDランプ(青色)(ブレード収納ユニット) 
ブレード収納ユニットの筐体識別に使用する。 

 

⑳ 電源FAN排気口 
電源FANからの排気を排出する。 

 

○21  電源リテンションタイ 

電源ケーブルを固定するためのタイ。 

※本タイがない場合があります。 
 

○22  保守専用コネクタ(ブレード収納ユニット) 

   ※本ポートは保守専用です。 
 

○23  サポートステー 

   スイッチモジュールスロットの左右を仕切るプレート 

RSTMNG LAN

ID

Active

M

① ③ ④ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ 

⑫ ⑭ 

⑲ 

⑱ 

⑮ ⑯ 

EMカード拡大図 ② ⑤ ⑦ 

⑪ 

 

⑬ 

⑫ ⑬ 

⑪ 

⑥ 

○21  

⑧ 

○22  

○23  

⑳ 
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設 置 
 

構成品の確認 
 

添付の構成品表で、構成品がそろっていることを確認してください。 
 

ラックへの取り付け 
 

ブレード収納ユニットをラックに取り付けます。(取り外し手順についても説明しています)ここでは、NE

C製のラックまたは他社製ラックへの取り付け手順について説明します。(他社製ラックは、EIA規格

に準拠したものでなければなりません。また、ブレード収納ユニットを搭載することができるラックであ

る必要があります。詳しくは担当営業にお問い合わせください。) 
 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死

亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説明をご覧

ください。 

 ● 規格外のラックで使用しない 

● 指定以外の場所で使用しない 
  

 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが

などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説

明をご覧ください。 

 

● ブレード収納ユニットは分離してから2人以上で持ち上げる 

● 指定以外の場所に設置しない 

● カバーおよびFANユニットを外したまま使わない 

● 指を挟まない 

● ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

● 通風口をふさがない 
  

 

 

取り付け部品の確認 
 

以下の部品を用意してください。 
 

● レールブラケット(L)を1個(ブレード収納ユニットに添付) 

● レールブラケット(R)を1個(ブレード収納ユニットに添付) 

● コアナット(角穴)もしくはクリップナット(丸穴)を4個(ブレード収納ユニットに添付) 

 

 

 

本装置にはExpressラックおよびNXキャビネットに取り付けるためのコアナット

およびクリップナットが添付されていますが、コアナットおよびクリップナットを紛

失・破損した場合は以下の製品を使用してください。 

コアナット(角穴)をご利用の場合は、M5コアナット(N8543-44)または角穴用コア

ナットセット(M5)(NQ2207-153)をご購入ください。(M5コアナット(N8543-44)は

50Pセットです。角穴用コアナットセット(M5)(NQ2207-153)は50Pセットです。) 

クリップナット(丸穴) をご利用の場合は、ラックナット(NQ2207-001) をご購入く

ださい。(ラックナット(NQ2207-001)は2Pセットです。) 
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レールブラケット(L)、(R)は左右で形状が異なります。次ページ以降の図を参照して取り

付け向きと場所を確認してください。(レールブラケット(L)、(R)は刻印で見分けることがで

きます。) 
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必要な工具 
 

ラックへ取り付けるために必要な工具はトルクスドライバー(T25)です。 
 

取り付け手順 
 

ブレード収納ユニットはNEC製および他社製ラックに取り付けることができます。(他社製ラックは、EI

A規格に準拠したものでなければいけません。また、ブレード収納ユニットを搭載することができるラッ

クである必要があります。詳しくは担当営業にお問い合わせください。) 

次の手順で装置をラックへ取り付けます。(ラックの説明書等も併せてご覧ください。) 
 

 本装置をラックへ取り付ける際は、あらかじめラックの前後の扉を取り外してくださ
い。(ラックの扉の取り外し方は、ラックの説明書等を参照してください。) 

 I/O仮想化機構をご利用になる場合は、ブレード収納ユニットを取り付ける際の注
意事項が別途あります。I/O仮想化ブレードのユーザーズガイドを参照してくださ

い。 

 

 

● 取り付け位置の確認 
 

下図の取り付け位置に従ってコアナットまたはクリップナットを取り付け、レールブラケット（L）/

（R）をラックに固定し、ブレード収納ユニットを取り付けます。はじめにブレード収納ユニットおよ

びレールブラケット、コアナットまたはクリップナットの取り付け位置を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラックの穴の隣には、1U単位（ラックでの高さを表す単位）に刻印があります。ブレード収納ユニ

ットは10U（約445mm）の高さがありますので10U分の刻印のある高さの間にブレード収納ユニッ

トを取り付けます。 

 

ラックのフレームに設けられた穴は等間隔ではありません。レールブラケット先端の折

り曲がり部分の4本の突起と、レールブラケット取り付け予定位置のラックフレームに

設けられた穴とが一致することを、あらかじめ確認してください。 

 

コアナット／クリップナット 

取り付け位置 

(左右2ヵ所合計4ヵ所) 

レールブラケット(R) 

取り付け位置 

レールブラケット(L) 

取り付け位置 

※ 背面にコアナット／ 

クリップナットは 

取り付けません。 

※ 背面にも同様にレー

ルブラケット(L)/(R)

を取り付けます。 

ブレード収納ユニット 

取り付け位置 

ラック前面 

０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

９ 

１０ 

(U) 

８ 
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● コアナット／クリップナットの取り付け 
 

「取り付け位置の確認」で確認した場所にブレード収納ユニットに添付のコアナット／クリップナッ

トを取り付けます。コアナット／クリップナットはラックの前面に左右各2個合計4個取り付けま

す。 

 

ラックの左右に取り付けたコアナット／クリップナットの高さが同じであることを確認して

ください。 

 

 

● レールブラケットの取り付け 
 

 

次にレールブラケットをラックへ取り付けます。 
 

レールブラケット先端の折り曲がり部分の4本の突起が、ラックの背面のフレームに設けられた

穴をラック外側からふさぐように取り付けます。ラックの奥行きに合わせてレールをスライドさせ、

ラック前面も同様に4本の突起をラックのフレーム穴に取り付けます。(下図はレールブラケット

(R)の取り付け図です。レールブラケット(L)も同様に取り付けてください。) 
 

 

レールの前後が平行であることを確認してください。また、左右のレールの取り付け位

置が平行であることも確認してください。 

 

 
 

 

 

● ブレード収納ユニットの分離 
 

ブレード収納ユニットの後方部分

(リアケージ)をブレード収納ユニッ

ト本体部から取り外します。 

 
 

 

1. ブレード収納ユニットに搭載したCPU

ブレードや電源ユニットなどの搭載

可能モジュールが取り付けられて

いる場合、すべて取り外す。(搭載

可能モジュールの取り外しは、

個々の取り外し手順を参照してくだ

さい。) 

 

 

4本の突起をラック

のフレーム穴に差し

込む。 

4本の突起をラック

のフレーム穴に差し

込む。 

① 

③ 

② 

① 

② 

③ 

③ 

ラック前面側 

ラック背面側 

レールブラケット(R)の取り付け 
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2. トルクスドライバー(T25)を用いてブ

レード収納ユニット背面のネジ(左

右各2ヵ所合計4ヵ所)を外し、リア

ケージを取り出す際にぶつからな

いようにヒンジを外側に折り曲げる。 
 

 

3. 2人以上で、ブレード収納ユニット背

面のハンドル(左右各1ヵ所合計2ヵ

所)をしっかりと持って、ゆっくりと約

10cmほど引き出す。 
 

4. 2人以上で右図のリアケージの背面

のハンドルおよび底面付近の保持

箇所(左右各1ヵ所合計2ヵ所)をし

っかりと持ち、ゆっくりとリアケージの

側面のストッパレバーの先端が見え

るまでリアケージを引き出す。 
 

5. 側面のストッパレバー(左右各1ヵ所

合計2ヵ所)を内側に押したまま、リ

アケージ背面のハンドルを持ってゆ

っくりとストッパレバー全体が見える

までリアケージを引き出す。 
 

6. 2人以上でリアケージの背面のハン

ドルおよびリアケージの底面付近の

保持箇所をしっかりと持ち、ゆっくり

とブレード収納ユニット本体部からリ

アケージを取り外す。 

 

 

 

 

 

 

 
● リアケージ持ち運びの際は本体背面のハンドル(左右各1カ所合計2カ所)および底面付近の

保持箇所(左右各1カ所合計2カ所)を持ってください。 

● リアケージのブレード収納ユニット本体部との接合部分(ミッドプレーン)側のコネクタやピン

を、ブレード収納ユニット本体部やラックのフレーム等にぶつけたり、取り外す際に曲げたりし

ないように注意してください。(ミッドプレーンはブレード収納ユニット内部でブレードとスイッチ

モジュール/スルーカードを接続するボードです。) 

● リアケージのコネクタやピンには触れないでください。 

 

 

リアケージはブレード収納ユニット本体部との接合部分(ミッドプレーン)側が重たくなっています。運搬

の際、底面付近の保持箇所を持つ場合はなるべくミッドプレーン側を持ってください。 

 

ストッパレバー 

(左右各1ヵ所 

合計2ヵ所) 

保持箇所 

(左右各1ヵ所合計2ヵ所) 



                                               

 27 

 

● ブレード収納ユニット本体部のラックへの取り付け 
 

2人以上でブレード収納ユニット本体部の前面が手前になるようにして持ち、ブレード収納ユニ

ットの左右にあるL型のフレーム部分をラックに取り付けたレールブラケットのL型のフレーム部分

の上にゆっくりと静かに載せます。 

 

 
● ブレード収納ユニット本体部の持ち運びの際は本体側面のハンドル(左右各2カ所合計4

カ所)を持ってください。 

● ブレード収納ユニット本体部の取り付けの際は本体側面のハンドル(左右各2カ所合計4

カ所)がラックのフレームにぶつからないように折りたたんでください。 

 

 

ブレード収納ユニット本体部がレールブラケットのL型フレームに正しく載っていること

を確認しながら、慎重に取り付けを行ってください。 

 

 

ブレード収納ユニット本体部が停止するまでラックへ押し込んだ後、トルクスドライバー(T25)を

用いてブレード収納ユニット前面のネジ(左右各2カ所合計4カ所)でブレード収納ユニット本体

部をラックに固定します。 

 

 

● リアケージの取り付け 
 

 

 

リアケージ取り付けの際は、ブレード収納ユニット本体部背面のネジ(左右2ヵ所合計4

ヵ所)がリアゲージにぶつからないように、ヒンジをあらかじめ外側に折り曲げてくださ

い。 

 

1. 2人以上でリアケージの側面のハン

ドル(左右各1ヵ所合計2ヵ所)をしっ

かりと持って、ブレード収納ユニット

本体部のレールに合わせてゆっくり

と静かに載せます。 
 

 

リアケージが、ブレード収

納ユニット本体部のレー

ルに正しく載っていること

を確認しながら、慎重に

取り付けを行ってくださ

い。 
 
 

2. 2人以上でリアケージが停止するま

でゆっくりとブレード収納ユニット本

体部に押し込みます。 
 

3. ヒンジを内側に折り曲げてから、トルクスドライバー(T25)を用いてブレード収納ユニット背面のネ

ジ(左右2ヵ所合計4ヵ所)でリアケージをブレード収納ユニット本体部に固定します。 

 

 
 

以上でラックへの取り付けは完了です。 

① 

② 
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取り外し手順 
 

次の手順で装置をラックからブレード収納ユニットを取り外します。 
 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが

などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説

明をご覧ください。 

 

● ブレード収納ユニットは分離してから2人以上で持ち上げる 

● 指を挟まない 

● ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

● ラックが不安定な状態でモジュールをラックから引き出さない 

● 複数台のモジュールをラックから引き出した状態にしない 

● 動作中に装置をラックから引き出さない 
  

 

本装置をラックから取り外す際は、あらかじめラックの前後の扉を取り外してください。

(ラックの扉の取り外し方は、ラックの説明書等を参照してください。) 

 

1. ブレード収納ユニットに搭載されているすべての機器のシャットダウン処理をして電源をOFFにす

る。 
 

2. ブレード収納ユニットの電源コードを取り外してから、接続しているすべてのインタフェースケーブ

ルをすべて取り外す。 
 

3. ブレード収納ユニットに搭載したCPUブレードや電源ユニットなどの搭載可能モジュールをすべて

取り外す。(搭載可能モジュールの取り外しは、個々の取り外し手順を参照してください。) 
 

4. トルクスドライバー(T25)を用いて、リアケージを固定しているブレード収納ユニット背面のネジ(左

右各2カ所合計4カ所)を外す。 
 

5. リアケージをゆっくりと静かにブレード収納ユニット本体部から引き出す。 
 

 

6. リアケージをしっかりと持ってブレード収納ユニット本体部から取り外す。 
 

 

 
● 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないでください。装置

が落下するおそれがあり、危険です。 

● ブレード収納ユニット本体部から引き出しおよび持ち運びの際は、リアケージの底面付近

の保持箇所(左右各1カ所合計2カ所)および背面のハンドル(左右各1カ所合計2カ所)を

しっかりと持ってユニットを落とさないよう注意しながら取り出してください。 

 
 

7. トルクスドライバー(T25)を用いてブレード収納ユニットの前面左右を固定しているネジ(左右各2

カ所合計4カ所)を外す。 
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8. ブレード収納ユニットをゆっくりと静かにラックから引き出す。 

 

 
● 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないでください。装置

が落下するおそれがあり、危険です。 

● ブレード収納ユニットには、ラックからの引き出し過ぎを制限するストッパ機構やロック機

構がありません。ラックから引き出す際は、ブレード収納ユニットの底面および側面のハ

ンドルをしっかりと持ってユニットを落とさないよう注意しながら取り出してください。 

● 持ち運びの際は本体側面(左右各2カ所合計4カ所)のハンドルを持ってください。 

 

9. ブレード収納ユニットをしっかりと持ってラックから取り外す。 
 

ラックの機構部品も取り外す場合は、「取り付け手順」を参照して取り外してください。リアケージをブ

レード収納ユニット本体部に取り付ける場合は、「取り付け手順」を参照して取り付けてください。 
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BTO(工場組み込み出荷) 選択時の注意事項 
 

BTO(工場組み込み出荷)をご選択された場合、以下記載の注意事項についてご確認いただけますようお願

い申し上げます。 

 

BTO(工場組み込み出荷)対応製品は、あらかじめ組み込まれた状態(ブレード収納ユニットにスイッチモジュ

ール/スルーカード、CPUブレードブランクキット等が搭載された状態や、CPUブレードにブレード用メザニンカー

ド等が搭載された状態)で出荷されますが、ご購入後、スイッチモジュール/スルーカードまたはブレード用メザ

ニンカードの搭載位置を変更しなければならない場合があります。 

 

● スイッチモジュール/スルーカードおよびブレード用メザニンカードが適切な搭載位置の組合せで

あるかを確認され、必要に応じて、取り付けなおしてください。また、スイッチモジュールスロットブ

ランクキットも、スイッチモジュール/スルーカードの搭載位置に応じて、適切な位置に取り付けな

おしてください。(適切な搭載位置の組合せおよびスイッチモジュール/スルーカードの取り付け/

取り外し方法については、「スイッチモジュール/スルーカードの取り付け」を参照してください。ブ

レード用メザニンカードの取り付け/取り外し方法については、ご使用のCPUブレードのユーザーズ

ガイド・取扱説明書等の「ブレード用メザニンカード」を参照してください。また、ご使用のスイッチモ

ジュール/スルーカードのユーザーズガイドも併せてご覧ください。) 

 

● N8406-019 4G FCスイッチ(12ポート)をご利用の場合、FCスイッチ(12ポート)に接続可能な

CPUブレードは最大8台、搭載位置はブレード収納ユニットの上段(ブレードスロット1～8)となり、下

段(ブレードスロット9～16)に搭載したCPUブレードからはFCスイッチ(12ポート)に接続できません。

必要に応じて、あらかじめ取り付けられているCPUブレードブランクキットを取り外して、適切な位

置にCPUブレードを取り付けてください。(FCスイッチ(12ポート)をご利用の場合のCPUブレードの搭

載位置についての詳細およびCPUブレード、CPUブレードブランクキットの取り付け/取り外し方法

については、「CPUブレードの取り付け」を参照してください。) 
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スイッチモジュール／スルーカードの取り付け 
 

 

搭載スロットの位置については下図のとおりです。 

 

 
 

 

 

搭載スロットへは次ページ以降の基準にしたがってスイッチモジュール／スルーカードを取り付けて

ください。スイッチモジュール／スルーカードを搭載しないスロットにはブランクパネルを取り付けてく

ださい。 

 

 

本装置のスイッチモジュールスロットに取り付けることのできるブランクパネルは、

オプションスロットブランクキット(N8405-031)またはスイッチモジュールスロットブ

ランクキット(N8405-038)です。(オプションスロットブランクキット(N8405-031)は電

源スロットブランクキット、FANスロットブランクキット、スイッチモジュールスロット

ブランクキットが1つずつセットになっています。) 

 

 

 

スロット1 スロット2 
スロット3 

スロット5 

スロット7 

スロット4 

スロット6 

スロット8 
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取り付け可能なスイッチモジュール／スルーカード 
 

本装置には、以下に示すスイッチモジュールおよびスルーカードを最大8台(4G FCスイッチ(12ポー

ト/24ポート)および4G FCスルーカードは最大4台、I/O仮想化スイッチは最大3組(6台))取り付ける

ことができます。(スイッチモジュール/スルーカードの種類およびブレード用メザニンカードとの組み

合わせによって、取り付け可能なスイッチモジュールスロットおよび組合せが異なります。) スイッチ

モジュールスロットとCPUブレードの標準スロットおよびメザニン拡張スロットとの対応は次ページ以降

を参照してください。 

※ お手持ちのモジュールに対応する製品が記載されていない場合は、弊社営業までお問い合わ

せになり、最新のユーザーズガイドをご使用ください。 

 

● N8406-022 GbE インテリジェントスイッチ(L2) 

● N8406-023 GbE インテリジェントスイッチ(L3) 

● N8406-016 GbE スルーカード 

● N8406-019 4G FCスイッチ(12ポート) 

● N8406-020 4G FCスイッチ(24ポート) 

● N8406-017 4G FCスルーカード 

 

● N8407-002 I/O仮想化スイッチ 

※ I/O仮想化スイッチ (N8407-002)は、I/O仮想化スイッチ2台のセットです。 
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CPUブレードとスイッチモジュールスロットの内部接続 

※ お手持ちのCPUブレードに対応する製品が記載されていない場合は、弊社営業までお問い合わせになり、最新のユー

ザーズガイドをご使用ください。 

 

※ ブレード収納ユニットに搭載したスイッチモジュールを各CPUブレードで共用するため、対応する各CPUブレードのメザニン

拡張スロットには、異なるインタフェースのブレード用メザニンカードを搭載することはできません。例えば、スイッチモジュー

ルスロット3、4に4G FCスイッチを搭載した場合、対応するメザニン拡張スロット(120Bb-6、120Bb-d6ではメザニン拡張

スロット1)には、1000BASE-T接続ボードは搭載できません。 

※ BTO組込時、Type-II専用の拡張ボードが搭載される際には、スイッチモジュールと拡張カード搭載スロットの位置が異なっ

ている場合がありますのでご注意ください。 

CPUブレード 

（Express5800/120Bb-6, 120Bb-d6） 

 
スイッチモジュール 

スロット1 

 
スイッチモジュール 

スロット2 

拡張スロット2 

(Type-1,2共用) 

 
スイッチモジュール 

スロット3 

 
スイッチモジュール 

スロット4 

 
スイッチモジュール 

スロット6 
 

 
スイッチモジュール 

スロット8 
 

 
スイッチモジュール 

スロット5 
 

 
スイッチモジュール 

スロット7 
 

標準ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

(LAN専用) 

4ポートの 

ブレード用 

メザニンカード 

搭載時 

① 

② 拡張スロット1 

(Type-1専用) 

① 

② 

③ 

④ 

① ② 

① 

① 

① 

① 

① 

① 

① 

① 

※ 図の○内の数字はブレード用メザニンカードまたはスイッチモジュールのポート番号を示します。 

(スイッチモジュールのポート番号は、本CPUブレードをスロット1に搭載した場合の例です。 

ブレードスロット1以外に搭載した場合は、スイッチモジュールのポート番号を読み替えてください。 

読み替え例：  

ブレードスロット2に搭載した場合、スイッチモジュールのポート番号①を②に読み替え 

  ブレードスロット16に搭載した場合、スイッチモジュールのポート番号①を⑯に読み替え) 
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※ ブレード収納ユニットに搭載したスイッチモジュールを各CPUブレードで共用するため、対応する各CPUブレードのメザニン

拡張スロットには、異なるインタフェースのブレード用メザニンカードを搭載することはできません。例えば、スイッチモジュ

ールスロット3、4に4G FCスイッチを搭載した場合、対応するメザニン拡張スロット(120Bb-m6ではメザニン拡張スロット1

と3)には、1000BASE-T接続ボードは搭載できません。 

※ メザニン拡張スロット1と3に、異なる種類(インタフェース)のブレード用メザニンカードを同時に搭載することはできません。 

※ メザニン拡張スロット2と4に、異なる種類(インタフェース)のブレード用メザニンカードを同時に搭載することはできません。 

※ BTO組込時、Type-II専用の拡張ボードが搭載される際には、スイッチモジュールと拡張カード搭載スロットの位置が異な

っている場合がありますのでご注意ください。 

CPUブレード 

（Express5800/120Bb-m6） 

 
スイッチモジュール 

スロット1 

 
スイッチモジュール 

スロット2 

拡張スロット2 

(Type-1,2共用) 

拡張スロット4 

(Type-1,2共用) 

① 

② 

③ 

④ 

 
スイッチモジュール 

スロット3 

 
スイッチモジュール 

スロット4 

 
スイッチモジュール 

スロット6 
 

 
スイッチモジュール 

スロット8 
 

 
スイッチモジュール 

スロット5 
 

 
スイッチモジュール 

スロット7 
 

標準ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

(LAN専用) 

4ポートの 

ブレード用 

メザニンカード 

搭載時 

① 

② 拡張スロット1 

(Type-1専用) 

① 

② 拡張スロット3 

(Type-1専用) 

① 

② 

③ 

④ 

① 

② 

③ 

④ 

① ② ③ ④ 

① 

② 

① 

② 

① 

② 

① 

② 

① 

② 

① 

② 

① 

② 

① 

② 

※ 図の○内の数字はブレード用メザニンカードまたはスイッチモジュールのポート番号を示します。 

(スイッチモジュールのポート番号は、本CPUブレードをスロット1, 2に搭載した場合の例です。 

ブレードスロット1, 2以外に搭載した場合は、スイッチモジュールのポート番号を読み替えてください。 

読み替え例：  

ブレードスロット3, 4に搭載した場合、スイッチモジュールのポート番号①を③に、②を④に読み替え 

  ブレードスロット15, 16に搭載した場合、スイッチモジュールのポート番号①を⑮に、②を⑯に読み替え) 
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CPUブレード 

（Express5800/140Ba-10） 

 
スイッチモジュール 

スロット1 

 
スイッチモジュール 

スロット2 

 
スイッチモジュール 

スロット3 

 
スイッチモジュール 

スロット4 

標準ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

(LAN専用) 

① 

② 拡張スロット1 

(Type-1専用) 

① 

② 拡張スロット3 

(Type-1専用) 

① ② ③ ④ 

① 

⑨ 

① 

⑨ 

① 

⑨ 

① 

⑨ 

① 
② 
③ 
④ 

 
スイッチモジュール 

スロット6 

 

 
スイッチモジュール 

スロット8 

 

 
スイッチモジュール 

スロット5 

 

 
スイッチモジュール 

スロット7 

 
拡張スロット2 

(Type-1,2共用) 

① 
② 
③ 
④ 

① 
⑨ 
① 
⑨ 
① 
⑨ 
① 
⑨ 

拡張スロット4 

(Type-1,2共用) 

① 
② 
③ 
④ 

※ 図の○内の数字はブレード用メザニンカードまたはスイッチモジュールのポート番号を示します。 

(スイッチモジュールのポート番号は、本CPUブレードをスロット1, 9に搭載した場合の例です。 

ブレードスロット1, 9以外に搭載した場合は、スイッチモジュールのポート番号を読み替えてください。 

読み替え例：  

ブレードスロット2, 10に搭載した場合、スイッチモジュールのポート番号①を②に、⑨を⑩に読み替え 

ブレードスロット8, 16に搭載した場合、スイッチモジュールのポート番号①を⑧に、⑨を⑯に読み替え) 

※ ブレード収納ユニットに搭載したスイッチモジュールを各CPUブレードで共用するため、対応する各CPUブレードのメザニン

拡張スロットには、異なるインタフェースのブレード用メザニンカードを搭載することはできません。例えば、スイッチモジュ

ールスロット3、4に4G FCスイッチを搭載した場合、対応するメザニン拡張スロット(140Ba-10ではメザニン拡張スロット1

と3)には、1000BASE-T接続ボードは搭載できません。 

   同一収納ユニットに搭載したCPUブレードで1000BASE-T(4ch)接続ボードを使用していない場合に限り、140Ba-10の 

   拡張スロット4ブレード用メザニンカードブレード用メザニンカードを搭載することができます。 

※ メザニン拡張スロット1と3に、異なる種類(インタフェース)のブレード用メザニンカードを同時に搭載することはできません。 

※ メザニン拡張スロット2と4に、異なる種類(インタフェース)のブレード用メザニンカードを同時に搭載することが可能。 

   （1000BASE-T(2ch)接続ボードと、Fibre Channelコントローラ(2ch) の組合せのみ可能。） 

※ N8406-019 4G FCスイッチ(12ポート)を搭載したとき、Express5800/140Ba-10のメザニン拡張スロット2, 4に搭載し

たブレード用メザニンカードのポート数が2の場合は、接続できません。 

※ BTO組込時、Type-II専用のブレード用メザニンカードが搭載される際には、スイッチモジュールとメザニン拡張スロットの

位置が異なっている場合がありますのでご注意ください。 
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※ ブレード収納ユニットに搭載したスイッチモジュールを各CPUブレードで共用するため、対応する各CPUブレードのメザニン

拡張スロットには、異なるインタフェースのブレード用メザニンカードを搭載することはできません。例えば、スイッチモジュ

ールスロット3、4にGbE スルーカードを搭載した場合、対応するメザニン拡張スロット(5010B-4ではメザニン拡張スロット

1)には、Fibre Channelコントローラ(2ch)は搭載できません。 

※ メザニン拡張スロット2と3に搭載するブレード用メザニンカードがともにポート数:2の場合に限り、メザニン拡張スロット2と3

に、異なる種類(インタフェース)のブレード用メザニンカードを同時に搭載することが可能です。したがって、この場合は、

スイッチモジュールスロット5, 6とスイッチモジュールスロット7, 8とは、異なるインタフェースのスイッチモジュールを搭載

することができます。 (ただし、スイッチモジュールスロット5と6は同じインタフェースのスイッチモジュールを搭載してくださ

い。また、スイッチモジュールスロット7と8は同じインタフェースのスイッチモジュールを搭載してください。) 

メザニン拡張スロット2と3に搭載するブレード用メザニンカードがともにポート数:4または一方がポート数:4でもう一方が2の

場合、メザニン拡張スロット2と3に異なる種類(インタフェース)のブレード用メザニンカードを同時に搭載することはできま

せん。この場合、スイッチモジュールスロット5, 6, 7, 8はすべて同じインタフェースのスイッチモジュールを搭載してくださ

い。 

※ N8406-019 4G FCスイッチ(12ポート)を搭載したとき、NX7700i/5010B-4のメザニン拡張スロット3に搭載したブレード

用メザニンカードのポート数が2の場合は、接続できません。 

※ BTO組込時、Type-II専用の拡張ボードが搭載される際には、スイッチモジュールと拡張カード搭載スロットの位置が異な

っている場合がありますのでご注意ください。 

    

※ 図の○内の数字はブレード用メザニンカードまたはスイッチモジュールのポート番号を示します。 

(スイッチモジュールのポート番号は、本CPUブレードをスロット1, 9に搭載した場合の例です。 

ブレードスロット1, 9以外に搭載した場合は、スイッチモジュールのポート番号を読み替えてください。 

読み替え例：  

ブレードスロット2, 10に搭載した場合、スイッチモジュールのポート番号①を②に、⑨を⑩に読み替え 

  ブレードスロット8, 16に搭載した場合、スイッチモジュールのポート番号①を⑧に、⑨を⑯に読み替え) 

CPUブレード 

（NX7700i/5010B-4） 

 
スイッチモジュール 

スロット1 

 

 
スイッチモジュール 

スロット2 

① 
② 
③ 
④ 

 
スイッチモジュール 

スロット6 

 

 
スイッチモジュール 

スロット8 

 

 
スイッチモジュール 

スロット5 

 

 
スイッチモジュール 

スロット7 

 

標準ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

(LAN専用) 

拡張スロット2 

(Type-1,2共用) 

① 
② 
③ 
④ 

① ② ③ ④ 

① 
⑨ 
① 
⑨ 

① 
⑨ 
① 
⑨ 
① 
⑨ 
① 
⑨ 

 
スイッチモジュール 

スロット4 
① 
⑨ 

 
スイッチモジュール 

スロット3 ① 
⑨ 

拡張スロット1 

(Type-1専用) 
① 
② 
③ 
④ 

拡張スロット3 

(Type-1,2共用) 

① 
② 
③ 
④ 
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※ メザニン拡張スロットに搭載されるブレード用メザニンカードにはType-1とType-2の種類があります。 

また、ブレード用メザニンカードには、スイッチモジュールに接続されるポート数が2のものと4のものがあります。 

 

 メザニン拡張スロット(Type-1専用)には、Type-1のブレード用メザニンカードを搭載することができます。ブレード用メザ
ニンカードは、ブレード用メザニンカードのポート数によらず2つのスイッチモジュールスロットに接続されます。 (メザニン

拡張スロット(Type-1専用)のポート数は、CPUブレードの種類によって異なります。前ページまでの接続図を参照してく

ださい。) 

 

 メザニン拡張スロット(Type-1,2共用)には、Type-1またはType-2のブレード用メザニンカードを搭載することができます。
ポート数:2のブレード用メザニンカードを搭載した場合、2つのスイッチモジュールスロットに接続されます。ポート数:4の

ブレード用メザニンカードを搭載した場合、4つのスイッチモジュールスロットに接続されます。 

 

 メザニン拡張スロットとスイッチモジュールスロットとの対応は、CPUブレードの種類により異なります。ご利用のCPUブレー
ドに対応した、前ページまでの接続図を参照してください。 

 

 

下表にブレード用メザニンカードと、対応するモジュール一覧を示します。ご利用のブレード用メザニンカードをご覧になり、対応

するモジュールを確認し、適切な組合せで使用してください。また、メザニン拡張スロットに搭載する場合は、ブレード用メザニン

カードのTypeおよびポート数を確認し、適切なスロットに搭載してください。 

 

対応CPUブレード 対応スイッチモジュール/ 

スルーカード Express5800 NX7700i ブレード用メザニンカード Type ポート数 

GbE*1 FC*2 I/O*3 120Bb-6 120Bb-d6 120Bb-m6 140Ba-10 5010B-4 

1000BASE-T(2ch)接続ボード 

(N8403-017) 
1 2 ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ― 

1000BASE-T(4ch)接続ボード 

(N8403-020) 
2 4 ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ― 

Fibre Channelコントローラ 

(N8403-018) 
1 2 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― 

ファイバーチャネル制御機構 

(NY4601-001) 
1 2 ― ○ ― ― ― ― ― ○ 

I/O仮想化ボード 

(N8407-003) 
1 4 ― ― ○ ○ ○*4 ― ― ― 

○:対応、―:非対応 

 

*1 GbE インテリジェントスイッチ(L2)(N8406-022)、GbEインテリジェントスイッチ(L3)(N8406-023)およびGbE スルーカード

(N8406-016)に対応 

*2 4G FCスイッチ(12ポート)(N8406-019)、4G FCスイッチ(24ポート)(N8406-020)および4G FCスルーカード(N8406-017)

に対応 

※ (FCスイッチ(12ポート)(N8406-019)を搭載した場合、接続可能なCPUブレードスロット位置および対応するメザニン拡

張スロットに制限がある場合があります。接続可能なCPUブレードスロット位置の制限については、「CPUブレードの取り付

け」を参照してください。対応するメザニン拡張スロットの制限については、ご利用のCPUブレードに対応した、前ページま

での接続図を参照してください。) 

*3 I/O仮想化スイッチ(N8407-002)に対応 

*4 ご使用の際には弊社営業までお問い合わせ下さい。 

 

 

※ お手持ちのカードに対応する製品が記載されていない場合は、弊社営業までお問い合わせになり、最新のユーザーズガイド

をご使用ください。(スイッチモジュールとの接続のないブレード用メザニンカードは上表には掲載しておりません。スイッチモジ

ュールとの接続のないブレード用メザニンカードは、基本的に他のブレード用メザニンカードとのインタフェースの一致を気にす

ることなく搭載することができます。詳しくは、ブレード用メザニンカードおよび搭載するCPUブレードのユーザーズガイド・取扱

説明書等をご覧下さい。) 
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Express5800/120Bb-6, Bb-d6, Bb-m6およびExpress5800/140Ba-10とNX7700i/5010B-4は、同一のブレード収納ユニ

ットに搭載して運用することができます。この場合、以下の点に注意してください。 

 

 Express5800/120Bb-6, Bb-d6, Bb-m6のType-1,2共用のメザニン拡張スロットに、ポート数:2のブレード用メザニン
カードを搭載する場合、NX7700i/5010B-4のメザニン拡張スロット3にこれとは異なるインタフェースのポート数:2のブ

レード用メザニンカードを搭載することができます。(NX7700i/5010B-4のメザニン拡張スロット2には、これと同じインタ

フェースのブレード用メザニンカードのみ搭載可能です。 ) 

 

 Express5800/120Bb-6, Bb-d6, Bb-m6のType-1,2共用のメザニン拡張スロットに、ポート数:2のブレード用メザニン
カードを搭載する場合、Express5800/140Ba-10のメザニン拡張スロット４にこれとは異なるインタフェースのポート

数:2のブレード用メザニンカードを搭載することができます。(Express5800/140Ba-10のメザニン拡張スロット2には、こ

れと同じインタフェースのブレード用メザニンカードのみ搭載可能です。 ) 

 

 

 Express5800/120Bb-6, Bb-d6, Bb-m6のType-1,2共用のメザニン拡張スロットに、ポート数:4のブレード用メザニン
カードを搭載する場合、NX7700i/5010B-4のメザニン拡張スロット2および3には、これと同じインタフェースのブレード

用メザニンカードのみ搭載可能です。 

 

 Express5800/120Bb-6, Bb-d6, Bb-m6のType-1,2共用のメザニン拡張スロットに、ポート数:4のブレード用メザニン
カードを搭載する場合、Express5800/140Ba-10のメザニン拡張スロット2および４には、これと同じインタフェースのブ

レード用メザニンカードのみ搭載可能です。 

 

 

 

Express5800とNX7700i混在時のブレード用メザニンカードの注意事項 
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スイッチモジュールスロットの配置図 

※ スロット1，2にはCPUブレードの標準LANが接続されますので、GbE インテリジェントスイッチ(L2)、GbE インテリジェントスイッチ(L3)

またはGbE スルーカードを選択して実装してください。4G FCスイッチ(12ポート/24ポート)や4G FCスルーカード等の他のスイッチ

モジュール/スルーカードの接続はできません。 

※ 左右の隣接するスロット(スロット1と2、3と4、5と6、7と8)で、2台のスイッチモジュール/スルーカードを使用する場合、それぞれ同

じ製品を搭載してください。 

※ Express5800/120Bb-6、120Bb-d6、120Bb-m6からは、スイッチモジュールと対応するメザニン拡張スロットに搭載されたブレ

ード用メザニンカードの接続ポート数が4のときのみ、スイッチモジュールスロット7および8に接続できます。 

※ 2スロット幅のスイッチモジュールを搭載する場合は、左右の隣接するスイッチモジュールスロット（スロット1と2、3と4、5と6、7と8)

を同時に使用します。 

 

 

 

 

ブレード収納ユニット(SIGMABLADE-H) 

スイッチモジュール 

スロット8 

スイッチモジュール 

スロット7 

スイッチモジュール 

スロット6 

スイッチモジュール 

スロット5 

スイッチモジュール 

スロット4 

スイッチモジュール 

スロット3 

スイッチモジュール 

スロット2 

スイッチモジュール 

スロット1 

1スロット幅 

2スロット幅 
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取り付け手順 
 

スイッチモジュール／スルーカードを取り付けます。スイッチモジュール／スルーカードはブレード収

納ユニットの電源がONの状態(他のスロットのCPUブレードおよびスイッチモジュール／スルーカード

が動作している状態)でも取り付け／取り外しができます。(取り付けの一例を示します。他のスロット

へも同様の手順で取り付けられます。) 

※ スイッチモジュール／スルーカードの種類によっては本書とは異なる操作・手順を必要とする場

合があります。その場合は、各種スイッチモジュール／スルーカードのユーザーズガイドの記載

を優先してください。 
 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死

亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説明をご覧

ください。 

 

● 複数のスイッチモジュール／スルーカードを同時に取り付け／取り外ししない 

● ブレード収納ユニット内部に手を入れない 
  

 

 

ブレード収納ユニットをラックから取り出して、CPUブレード、スイッチモジュール、

スルーカード、またはその他のオプションを取り付けたりしないでください。 

 

 

1. 「スイッチモジュール／スルーカードの取り付け」(31ページ)を参照して、取り付けるスロットを確

認する。 

 

 

2. 取り付けるスロットにブランクパネルが取り付けられている場合は、上部のイジェクタを引き、ブラ

ンクパネルを取り外す。また、2スロット幅のスイッチモジュールを搭載する場合は、サポートステ

ーを取り外す。 

安全のため、サポートステーの取り外しは、保守員以外行わないで下さい。サポートステーの取

り外しは、保守員へご依頼下さい。 

 

 
● 取り外したブランクパネル、サポートステーは大切に保管しておいてください。 

● 取り付けるスロット以外のブランクパネル、サポートステーを取り外さないでください。 

 

 

 
 

① 

② 
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3. スイッチモジュール／スルーカードをほ

こりのない、丈夫で平らな机の上に静

かに置き、イジェクタを開けた状態にす

る。(イジェクタを開ける際は、イジェク

タを固定しているストッパがある場合は、

ストッパを右に押しながら開けてくださ

い。) 

※ 図はストッパがある場合のものです。

(ストッパがない場合は①の操作は

不要です。)  

 

 

4. 本モジュールのイジェクタ面を上にして装

置左右をしっかりと持ち、ゆっくりとていね

いにブレード収納ユニットに半分(約20cm)

ほど差し込む。 

 

 
イジェクタを持たないでください。 

イジェクタが曲がって装置が破損してし

まうおそれがあります。 

 

 

5. イジェクタを完全に開いた状態にして、装置前面のフレーム部分を指で押し、ブレード収納ユニッ

トの奥まで装置をゆっくりとていねいに差し込む。 

 

 

装置前面をゆっくりとていねいに押し、ブレード収納ユニットの奥まで差し込まれるとイジェクタが少し

閉じます。そこまでゆっくりと押してください。 

 

 

6. イジェクタをゆっくりと閉じる。 

本モジュールのミッドプレーンコネクタがブレード収納ユニットのミッドプレーンコネクタに接続され

ます。 

 

イジェクタをうまく閉じることができない場合は、ストッパ部分の状態を確認してください。 

正しく引っかかっていない状態でイジェクタを閉じるとイジェクタやブレード収納ユニットを破損す

るおそれがあります。 

 

 

  以上で完了です。 

 

 

 

 

① 

② 

① 

② 
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取り外し手順 
 

スイッチモジュール／スルーカードの取り外しは、次のとおりです。 

※ スイッチモジュール／スルーカードの種類によっては本書とは異なる操作・手順を必要とする場

合があります。その場合は、各種スイッチモジュール／スルーカードのユーザーズガイドの記載

を優先してください。 

 

 

1. スイッチモジュール／スルーカードにインタフェースケーブルが接続されている場合は、すべての

ケーブルを取り外す。 

 

2. イジェクタを開く。(イジェクタを開ける際は、

イジェクタを固定しているストッパがある場合

は、ストッパを右に押しながら開けてくださ

い。) 

※ 図はストッパがある場合のものです。(ス

トッパがない場合は①の操作は不要で

す。) 

 

イジェクタは止まるまで完全に

開いてください。 

 

 

 

3. イジェクタを持って装置のフレームの左右を

手で持てるくらい(約10cm)までブレード収納

ユニットから引き出す。 

重 

 
イジェクタ部分を持って取り外さないで

ください。イジェクタが外れて装置を落

下させたり、イジェクタが曲がって装置

が破損してしまうおそれがあります。 

 

 

 

4. 装置のフレームの左右をしっかりと持って、ブレード収納ユニットから取り出す。 

本モジュールを取り外したまま運用する場合は、ブランクパネルを取り付けてください。 

また、2スロット幅のスイッチモジュールを搭載しない場合は、サポートステーを取り付けてくださ

い。 

安全のため、サポートステーの取り付けは、保守員以外行わないで下さい。サポートステーの取

り付けは、保守員へご依頼下さい。 

 

5. スイッチモジュール／スルーカードのイジェクタを閉じる。 

 

  以上で完了です。 
 

① 

② 
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CPUブレードの取り付け 
 

搭載スロットの位置については下図のとおりです。 

 

 

 

 
 

 

 

搭載スロットへは下図の①～⑯の順番にCPUブレードを取り付けてください。CPUブレードを搭載しな

いスロットにはブランクキットを取り付けてください。その場合、以下の点に注意してください。 

 
 高さ1、幅2サイズのブレードを取り付ける場合は、左側が奇数番となる左右に連続したスロット(例え
ばスロット１と2)に取り付けてください。左側のスロットの下図の番号が小さいスロットから順に取り付け

てください。左側が偶数番となる左右に連続したスロット(例えばスロット2と3)には取り付けられませ

ん。 

 高さ2、幅1サイズのブレードを取り付ける場合は、上下に連続したスロット(例えばスロット１と9)に取り
付けてください。上側のスロットの下図の番号が小さいスロットから順に取り付けてください。また、ブレ

ードスロットは、高さ2、幅2サイズの区画(スロット1,2,9,10、スロット3,4,11,12、スロット5,6,13,14、スロ

ット7,8,15,16)に区切られています。1つの区画内に異なる高さのブレードを混在させることはできま

せん。(異なる幅のブレードは混在可能です。)  

 

※ ブレードのサイズ については、「取り付け可能なCPUブレード」(47ページ)を参照してください。) 

※ 搭載するモジュールの種類によっては上記とは異なる搭載基準の場合があります。その場合は、

各種モジュールについての記載または各種モジュールのユーザーズガイドの記載を優先してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スロット1 
スロット2 

スロット3 
スロット4 
スロット5 

スロット6 
スロット7 

スロット8 

スロット9 
スロット10 

スロット11 
スロット12 
スロット13 

スロット14 
スロット15 

スロット16 

      

        

        

スロット1 
スロット2 

スロット3 
スロット4 
スロット5 

スロット6 
スロット7 

スロット8 

スロット9 
スロット10 

スロット11 
スロット12 
スロット13 

スロット14 
スロット15 

スロット16 

③ ① ⑦ ⑤ ⑪ ⑨ 

 

⑮ ⑬ 

④ ② ⑧ ⑥ ⑫ ⑯ ⑭ ⑩ 
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● 本装置のブレードスロットに取り付けることのできるCPUブレードブランクキットの型番は

「N8405-030」です。 

● 高さ2サイズのブレードを取り付ける場合は、取り付け位置のブレードスロット間に取り付

けられているセパレータを取り外す必要があります。安全のため、セパレータの取り付け/

取り外しは、保守員以外行わないでください。セパレータの取り付け/取り外しは、保守員

へご依頼ください。 

● 高さ１サイズのブレードを取り付ける場合は、取り付け位置のブレードスロット間にセパレ

ータが取り付けられている必要があります。(セパレータはブレード収納ユニットに取り付

けられた状態で出荷されます。) 

● 高さ2サイズのブレードを高さ2、幅2サイズの区画(スロット1,2,9,10、スロット3,4,11,12、

スロット5,6,13,14、スロット7,8,15,16)に1台だけ取り付ける場合は、CPUブレードブランク

キット 2台をネジ(CPUブレードブランクキットに添付)であらかじめ組合せ、これを区画内

の空きスロットに取り付ける必要があります。(区画については、次ページ以降の図を参

照してください。) CPUブレードブランクキットを組合せ、高さ2のCPUブレードブランクにす

る方法については、「高さ2のCPUブレードブランクの組み立て手順」を参照してください。) 

● 高さ1サイズのブレードと高さ2サイズのブレードを、同じ区画に混在させることはできませ

ん。(同じ区画とは高さ2、幅2サイズのスロット1,2,9,10、スロット3,4,11,12、スロット

5,6,13,14、スロット7,8,15,16を意味します。次ページ以降の図を参照してください。) 

● ブレード収納ユニットに1台以上の4G FCスイッチ(12ポート) (N8406-019)を取り付ける場

合は、4G FCスイッチ(12ポート)に接続するCPUブレードを、前ページの図の①→③→⑤

→…→⑬→⑮の順に従ってブレード収納ユニットの上段に取り付けてください。その後

に、前ページの指示にしたがって、4G FCスイッチ(12ポート)に接続しないCPUブレードを

取り付けてしてください。(4G FCスイッチ(12ポート)はブレード収納ユニットの上段のCPU

ブレードにしか接続されません。) 

● CPUブレードとI/O仮想化ブレードが同一ブレード収納ユニット内に混在する場合は、(I/O

仮想化ブレードに接続するケーブル配線を容易にするため、I/O仮想化ブレードをブレー

ド収納ユニットの上段に優先的に取り付けることを推奨します。 
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スロット1 
スロット2 

スロット3 
スロット4 
スロット5 

スロット6 
スロット7 

スロット8 

スロット9 
スロット10 

スロット11 
スロット12 
スロット13 

スロット14 
スロット15 

スロット16 

      

 

  

        

 

高さ1、幅2サイズ

のブレード搭載可 

偶数スロットから始まるスロ

ットの組には、高さ1、幅2サ

イズのブレード搭載不可 

 

高さ1、幅2サイズのブレード搭載時の注意事項 
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スロット1 
スロット2 

スロット3 
スロット4 
スロット5 

スロット6 
スロット7 

スロット8 

スロット9 
スロット10 

スロット11 
スロット12 
スロット13 

スロット14 
スロット15 

スロット16 

      

 

  

        

 

      

        

        

スロット1 
スロット2 

スロット3 
スロット4 
スロット5 

スロット6 
スロット7 

スロット8 

スロット9 
スロット10 

スロット11 
スロット12 
スロット13 

スロット14 
スロット15 

スロット16 

      

 

  

        

 

高さ2、幅1サイズ

のブレード搭載可 

スロット5,13に高さ2サイズ

のブレードを搭載した場合、

同じ区画のスロット6および

14には高さ1サイズのブレ

ードは搭載不可 

 

高さ2、幅1サイズのブレード搭載時の注意事項 

高さ2サイズのブレード

とは異なる区画なの

で、高さ1のブレードが

搭載可能。 

      

        

        

スロット1 
スロット2 

スロット3 
スロット4 
スロット5 

スロット6 
スロット7 

スロット8 

スロット9 
スロット10 

スロット11 
スロット12 
スロット13 

スロット14 
スロット15 

スロット16 

        

        

 

ブレードスロットの「区画」 

 

高さ2、幅2サイズの 

取り外しできないフレームで

区切られた範囲。 

 

同一の区画には、高さ1のブ

レードと高さ2のブレード混

在不可。 

高さ2、幅1サイズ

のブレード搭載可 

スロット5,13に高さ2サイズ

のブレードを搭載した場合、

同じ区画のスロット6および

14には高さ1サイズのCPUブ

レードブランクキットは搭載

不可 

 

高さ2サイズのブレード

とは異なる区画なの

で、高さ1のブレードが

搭載可能。 

スロット3,11に高さ

2サイズのブレード

を搭載した場合、

同じ区画のスロッ

ト4,12には高さ2サ

イズのブランクキ

ットは搭載可能。 
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取り付け可能なCPUブレード 
 

本装置には、以下に示すCPUブレードを最大16台取り付けることができ、異なる種類のCPUブレード

を混載させることもできます。 

※ お手持ちのモジュールに対応する製品が記載されていない場合は、弊社営業までお問い合わ

せになり、最新のユーザーズガイドをご使用ください。 

 

以下は、高さ1、幅1サイズのブレードです。 

● Express5800/120Bb-6 

● Express5800/120Bb-d6 

 

以下は、高さ1、幅2サイズのブレードです。 

● Express5800/120Bb-m6 

 

以下は、高さ2、幅1サイズのブレードです。 

● Express5800/140Ba-10 

● NX7700i/5010B-4 

 

 

以下に示すブレードはCPUを搭載しませんが、ブレードスロットに取り付けることができます。(詳しくはI

/O仮想化ブレードのユーザーズガイドを参照してください。) 

 

以下は、高さ1、幅1サイズのブレードです。 

● I/O仮想化ブレード 
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取り付け手順 
 

CPUブレードを取り付けます。CPUブレードはブレード収納ユニットの電源がONの状態(他のスロットの

CPUブレードが動作している状態)でも取り付け／取り外しができます。(取り付けの一例を示します。

他のスロットへも同様の手順で取り付けられます。) 

※ CPUブレードの種類によっては本書とは異なる操作・手順を必要とする場合があります。その場

合は、各種CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等の記載を優先してください。 

 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死

亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説明をご覧く

ださい。 

● 複数のCPUブレードを同時に取り付け／取り外ししない 

● ブレード収納ユニット内部に手を入れない 
  

 

 

 

ブレード収納ユニットをラックから取り出して、CPUブレード、スイッチモジュール、

スルーカード、またはその他のオプションを取り付けたりしないでください。 

 

CPUブレードを取り付ける前に、あらかじめ必要なブレード用メザニンカードやメモリ等

のオプションがCPUブレードに取り付けられていることを確認してください。(確認、取り

付け方法については、CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等を参照してく

ださい。) 

 

 

1. 「CPUブレードの取り付け」(43ページ)を参照して、取り付けるスロットを確認する。 

 

2. 取り付けるスロットにブランクキットが取り付けられている場

合は取り外す。(ブランクキットは下部のストッパを左右から

押さえたまま、上部のフックと下部のストッパを手前に引き

ながらブレード収納ユニットから取り外してください。高さ2サ

イズのCPUブレードブランクが取り付けられている場合は、

下段(ブランクスロット9～16)のストッパを左右から押さえた

まま、上段(ブランクスロット1～8)上部のフックと下段(ブラ

ンクスロット9～16)下部のストッパを手前に引きながらブレ

ード収納ユニットから取り外してください。) 
 

 
● 取り外したブランクキットは大切に保管しておいて

ください。 

● 取り付けるスロット以外のブランクキットを取り外さ

ないでください。 

 

ストッパを左右から 

押さえたまま引出す 

※ 図は高さ1サイズのCPUブレ

ードブランクキットの場合 
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3. CPUブレードのブレード収納ユニットに挿入する側のコネクタにカバーがついている場合は、これを

すべて取り外す。 

 

4. CPUブレードのイジェクタを開く。(イジェクタがネジで固定さ

れている場合は、ネジを緩めてイジェクタの固定を外す。) 

 

5. CPUブレードのミッドプレーンコネクタをブレード収納ユニット

側に、イジェクタが下側に向くようにして持つ。 

 

6. CPUブレードのボードの端をブレード収納ユニット上下にある

ガイドレールに差し込み、ゆっくりとていねいにブレード収納

ユニットに差し込む。 

 

ブレード収納ユニットに差し込む際に、ブレー

ド収納ユニットのフレームにあるピンとCPUブレ

ードのイジェクタがかみ合っていることを確認

してください。 

 

 

 ブレード収納ユニットのフレームにあるピンとCPUブレードのイジェクタがうまくかみ合わない場合
は、CPUブレードを左右に動かして位置を調節してください。 

 高さ1サイズのブレードを取り付けるときに、セパレータが取り付けられていない場合はあらかじめ
取り付ける必要があります。高さ2サイズのブレードを取り付けるとき、セパレータが取り付けられて

いる場合はあらかじめ取り外す必要があります。 

 

 

7. イジェクタをしっかりと押し込んでロックし、ネジを締めてCPUブレードを固定する。 

 

8. ブレード収納ユニットに添付の「ブレード管理シート」に取り付けたCPUブレードに関する情報を記

入する。 

 

  シールが添付されている場合は、シールに記入後、管理シートへ貼り付けて、大切に保管してく

  ださい。 

 

  以上で完了です。 

イジェクタが下側 
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取り外し手順 
 

CPUブレードの取り外し手順は、次のとおりです。 

※ CPUブレードの種類によっては本書とは異なる操作・手順を必要とする場合があります。その場

合は、各種CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等の記載を優先してください。 

 

 

1. CPUブレードのOSのシャットダウン処理をして、電源をOFFにする。(CPUブレードのシャットダウン処

理および電源をOFFにする方法は「CPUブレードの電源ON/OFF」およびCPUブレードのユーザー

ズガイド・取扱説明書等を参照してください。) 

 

2. CPUブレードを固定しているネジを緩めて、CPUブレードの固定を外す。 

 

3. イジェクタを開いて、CPUブレードをブレード収納ユニットから取り出す。 

CPUブレードを取り外したまま運用する場合は、ブランクキットを取り付けてください。(高さ2サイズ

のCPUブレードを取り外した場合は、高さ2サイズのCPUブランクプレートを空きスロットに搭載しな

ければならない場合があります。詳しくは、「CPUブレードの取り付け」の「高さ2、幅1サイズのブレ

ード搭載時の注意事項」を参照してください。また、高さ2サイズのCPUブレードブランクについて

は、「高さ2サイズのCPUブレードブランクの組み立て手順」を参照してください。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以上で完了です。 

 

①

 

② 
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高さ2サイズのCPUブレードブランクの組み立て手順 
 

ブレードスロットの区画に、高さ2サイズのCPUブレードを取り付ける場合は、同じ区画の空きスロットに

高さ2サイズのCPUブレードブランク1台を取り付ける必要があります。高さ1サイズのCPUブレードブラ

ンクキット 2台を組み合わせることで、高さ2サイズのCPUブレードブランクを作ることができます。高

さ2サイズのCPUブレードブランクを組み立てる場合は、以下の手順で行ってください。 

 

 

 ネジをなくさないよう、注意してください。 
 キャビネットや装置、モジュールの内部にネジやパーツを落とさない
よう、これらから離れた場所で作業してください。 

 

 

2台のCPUブレードブランクキットの内、いずれか1台を上段用、もう1台を下段用にしてください。 

 

 

まず、上段用のCPUブレードブランクの準備を行います。 

 

1. 右側4本、左側2本のネジを取り外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2. 上下を分離する。(以降、Aパーツ・Bパー

ツと呼びます。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、上段用のCPUブレードブランクの準備は完了です。 

右側面 左側面 

Aパーツ 

Bパーツ 
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次に、下段用のCPUブレードブランクの準備を行います。 

 

3. 右側の4本のネジの内、上2本を取り外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 右側の残り2本のネジおよび左側の2本のネジ

を緩める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 右側の2本のネジが縦長の穴の中心に来る

位置までCPUブレードブランクキットを伸ばし、

ネジ4本のネジを締め固定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で、下段用のCPUブレードブランクの準備は完了です。 

 

 

 

右側面 

右側面 左側面 

縦長の 
穴の中心へ 
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6. 1.で外したネジを使用して、2.の上段用CPUブレードブ

ランクのBパーツと、下段用CPUブレードブランクを接

続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 6.で組み立てたものに、2.の上段用CPUブレードブラン

クのAパーツを接続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段用CPUブレードブランク 

のBパーツ  

下段用CPUブレードブランク 

下段用CPUブレードブランク 

(上段用CPUブレードブランクの 

Bパーツを含む) 

上段用CPUブレード 

ブランクのAパーツ 
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8. 1.で外したネジ4個を使用して左右

各２箇所(合計4箇所)を締め、固

定する。(このときのネジ位置は右

図の様に縦長の穴の最も下の位

置（CPUブレードブランクを最も延ば

した位置）で固定します。) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以上で完了です。 
 

ネジ位置は縦長の穴の最下に   

右側面 左側面 
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高さ2サイズのCPUブレードブランクの分解手順 
 

高さ2サイズのCPUブレードブランクを分解して、2台のCPUブレードブランクキットに戻す場合は、「高

さ2サイズのCPUブレードブランクの組み立て手順」を参照して、逆の手順で行ってください。 

 

 

 ネジをなくさないよう、注意してください。 
 キャビネットや装置、モジュールの内部にネジやパーツを落とさない
よう、これらから離れた場所で作業してください。 

 

 

分解し、元のCPUブレードブランクキットに戻す場合は、以下の点に注意してください。 

 

・ 元のCPUブレードブランクキットに戻す

場合は、2台とも、ネジ位置は右図の

ように縦長の穴の最も上の位置（CPU

ブレードブランクを最も縮めた位置）で

固定します。 

 

 

  

ネジ位置は縦長の穴の最上に   

右側面 左側面 
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EMカードの取り付け 
 

 

 

本装置に取り付けることのできるEMカードの型番は「N8405-027」です。 

 

搭載スロットの位置については下図のとおりです。 

 

 
 

 

標準搭載のEMカードは下図の①に取り付けてください。増設する場合には下図の②に増設EMカード

を取り付けてください。EMカードを搭載しないスロットにはブランクパネルを取り付けてください。 

 

 

 
 

 

 

本装置に標準搭載されているEMカードに加えて増設EMカードを搭載することにより、アクティブEM

カード(現用系のEMカード)/スタンバイEMカード(予備系のEMカード)の自動切換えやEMカード間で

のConfig情報の共有等のEMカード二重化機能を利用することができます。詳しくは「モジュールの

交換」を参照してください。 

 

 

 

 

     

    

     

  
  
  
  

  ① 

スロット１ スロット２ 

スロット１ スロット２ 

② 
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取り付け手順 
 

EMカードを取り付けます。EMカードはブレード収納ユニットの電源がONの状態でも取り付け／取り外

しができます。(取り付けの一例を示します。他のスロットへも同様の手順で取り付けられます。) 

 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死

亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説明をご覧

ください。 

 

● ブレード収納ユニット内部に手を入れない 

● 複数のEMカードを同時に取り付け／取り外ししない 
  

 

 

1. 取り付けるスロットにブランクパネルが取り付けられている場合は、上部のリリースレバーを引き、

ブランクパネルを取り外す。 

 

 
取り外したブランクパネルは大切に保管しておいてください。 

 

 

2. EMカードのリリースレバーを上にして装置左右をしっかりと持ち、ゆっくりとていねいに奥に軽く突き

当たるまでブレード収納ユニットに差し込む。 

 

 
リリースレバーを持たないでください。リリースレバーが曲がって装置が破損してしまう

おそれがあります。 

 

3. リリースレバーを完全に開いた状態にして、装置前面のフレーム部分を指で押し、ブレード収納ユ

ニットの奥まで装置をゆっくりとていねいに差し込む。 

 

 

装置前面をゆっくりとていねいに押し、ブレード収納ユニットの奥まで差し込まれるとリリースレバーが

少し閉じます。そこまでゆっくりと押してください。 

 

4. リリースレバーをゆっくりと閉じながら、装置前面をていねいに押す。EMカードのミッドプレーンコネ

クタがブレード収納ユニットのミッドプレーンコネクタに接続されます。 

 

  以上で完了です。 
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取り外し手順 
 

EMカードの取り外しは、次のとおりです。 

 

1. EMカードにケーブルが接続されている場合は、すべてのケーブルを取り外す。 

 

 

 

2. リリースレバーを開く。(リリースレバーを開け

る際は、リリースレバーを固定しているストッ

パを右に押しながら開けてください。) 

 

リリースレバーは止まるまで完全に

開いてください。 

 

 

 

 

 

3. リリースレバーを持って装置のフレームの左

右を手で持てるくらい(約10cm)までブレード

収納ユニットから引き出す。 

 

 
リリースレバー部分を持って取り外さな

いでください。リリースレバーが外れて

装置を落下させたり、リリースレバーが

曲がって装置が破損してしまうおそれ

があります。 

 

 

4. 装置のフレームの左右をしっかりと持って、ブレード収納ユニットから取り出す。 

本モジュールを取り外したまま運用する場合は、ブランクパネルを取り付けてください。 

 

5. EMカードのリリースレバーを閉じる。 

 

 

  以上で完了です。 

 

 

① 
② 
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FANユニットの取り付け 
 

増設FANユニットは、CPUブレードや他の搭載モジュールの搭載台数によって必要となった場合に

搭載するオプションです。(前述の「各部の名称」を参照) 

 

 
● 本装置に取り付けることのできるFANユニットの型番は「N8405-026」です。 

(FANユニット(N8405-026)はFANユニット2台のセットです。) 

● 必要なFANユニット数はCPUブレード等のモジュールの数によって異なります。「FANユニ

ット搭載ガイド」を参照して、必要に応じてFANユニットを増設してください。(本装置には

標準で4台のFANユニットが添付されています。) 

 

搭載スロットの位置については下図のとおりです。 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

スロット１ 
スロット２ 

スロット３ 
スロット４ 

スロット５ 

スロット６ 
スロット７ 

スロット８ 
スロット９ 

スロット１０ 
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FANユニットの搭載する位置は、ブレード収納ユニットに取り付けるFANユニットの総数で異なります。

取り付けるFANユニットの総数に応じて、下図の"○"の箇所にFANユニットを取り付けてください。FA

Nユニットを搭載しないスロットにはブランクパネルを取り付けてください。(搭載するモジュールの台数

および種類によって、必要なFANユニットの総数は異なります。必要なFANユニットの総数は「FANユ

ニット構成ガイド」を参照してください。) 

 

 

本装置のFANスロットに取り付けることのできるブランクパネルは、オプションスロ

ットブランクキット(N8405-031)またはFANスロットブランクキット(N8405-037)で

す。(オプションスロットブランクキット(N8405-031)は電源スロットブランクキット、

FANスロットブランクキット、スイッチモジュールスロットブランクキットが1つずつセ

ットになっています。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

    

     

  
  
  
  

  

○ ○ 

○ ○ 

スロット１ 
スロット２ 

スロット３ 
スロット４ 

スロット５ 

スロット６ 
スロット７ 

スロット８ 
スロット９ 

スロット１０ 

 

 

     

    

     

  
  
  
  

  

○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

スロット１ 
スロット２ 

スロット３ 
スロット４ 

スロット５ 

スロット６ 
スロット７ 

スロット８ 
スロット９ 

スロット１０ 

FANユニット：4台(標準:4台)の場合 

FANユニット：6台(標準:4台+増設:2台)の場合 
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○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ 

スロット１ 
スロット２ 

スロット３ 
スロット４ 

スロット５ 

スロット６ 
スロット７ 

スロット８ 
スロット９ 

スロット１０ 

FANユニット：8台(標準:4台+増設:4台)の場合 
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FANユニット搭載ガイド 

      

        

        

スロット1 
スロット2 

スロット3 
スロット4 
スロット5 

スロット6 
スロット7 

スロット8 

スロット9 
スロット10 

スロット11 
スロット12 
スロット13 

スロット14 
スロット15 

スロット16 

B A B B C C 

 

C 

 

C 

B A B B C C C C 

 

ブレードの搭載順序は、原則左詰めとなります。(ブレードの種類、台数および組合せによって異なる場合があり

ます。各ブレードのユーザーズガイドも併せてご覧ください。) 

標準搭載のFANユニット4台で下図のA(ブレードスロット1、9)に搭載されるブレードを冷却可能、 FANユニット6

台で下図のA+B(ブレードスロット1～4と9～12)に搭載されるブレードを冷却可能、FANユニット8台で下図のA+

B+C(ブレードスロット1～16; すべてのブレードスロット)に搭載されるブレードを冷却可能です。  

 
 N8406-019 4G FCスイッチ(12ポート)を搭載する場合、FCスイッチ(12ポート)に接続可能なCPUブレードは最
大8台、搭載スロット位置はブレードスロット1～8となり、ブレードスロット9～16に搭載したCPUブレードからはFCスイ

ッチ(12ポート)に接続できません。 

 

 N8406-019 4G FCスイッチ(12ポート)を搭載する場合、高さ2サイズのブレードはFCスイッチ(12ポート)に接続
できます。ただし、ブレードの接続できるメザニン拡張スロットおよびそのポートに制限があります。詳しくは、「CPUブ

レードとスイッチモジュールスロットの内部接続」(33ページ)を参照してください。) 

 

 ブレードスロット5～8、13～16にCPUブレードを搭載する場合、ブレードスロット1～4、9～12へのブレード搭載有
無に関わらず、FANユニットは8台必要となります。 

 

 N8406-019 4G FCスイッチ(12ポート)を搭載し、Fibre channelメザニンを搭載したブレード4台をブレードスロット
1～4に、Fibre channelメザニンを搭載しない(FCスイッチに接続しない)ブレード4台をブレードスロット9～12に搭

載する場合は、 FANユニットは6台で冷却が可能です。 

 

 

FANユニットは規定搭載数の状態でN+1冗長です。例えば、ブレード16台搭載時の規定搭載数はFANユニット8

台ですが、1台故障(7台の状態)では正常に運用継続可能です。2台故障(6台の状態）した場合は、サーバや

スイッチモジュール等が温度異常を検出して停止する場合があります。 

 
※ 例えば、Express5800/120Bb-m6を1台のみ搭載する場合、ブレードスロット1、2を占有し、ブレードスロット9にはなにも搭載

されませんが、この場合でも、ブレードスロット2への搭載状態が優先して、FANユニットは6台必要になります。 

※ FANユニットの追加時は、搭載済みのFANユニットの実装位置を変更しなくてはならない場合があります。前ページまでの搭載

基準に従って、正しい位置にFANユニットを搭載してください。 

※ ブレード各製品の占有スロット数に関しては、「取り付け可能なCPUブレード」または、各ブレードのユーザーズガイドを参照してく

ださい。 
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取り付け手順 
 

FANユニットを取り付けます。FANユニットはブレード収納ユニットの電源がONの状態でも取り付け／

取り外しができます。(取り付けの一例を示します。他のスロットへも同様の手順で取り付けられま

す。) 
 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死

亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説明をご覧

ください。 

 

● ブレード収納ユニット内部に手を入れない 

● 複数のFANユニットを同時に取り付け／取り外ししない 
  

 

 

 
FANユニットをブレード収納ユニットの上段(FANユニットスロット1～5)に取り付ける場合と

下段(FANユニットスロット6～10)に取り付ける場合とでは、FANユニットの取り付け向きが

上下逆です。誤った向きに取り付けようとすると取り付けられないばかりか、コネクタに傷

がついて装置が破損してしまうおそれがあります。 

 

 

1. 取り付けるスロットにブランクパネルが取り付

けられている場合は、ブランクパネルを取り

外す。ブレード収納ユニットの上段(FANユ

ニットスロット1～5)に搭載している場合はブ

ランクパネルのイジェクタを上向きに、下段

(FANユニットスロット6～10)に搭載している

場合はイジェクタを下向きに押す。(右図は

上段(FANユニットスロット1～5)からの取り

外し図です。下段(FANユニットスロット6～1

0)に搭載している場合はイジェクタを下向き

に押してください。) 

 

 
取り外したブランクパネルは大切に保

管しておいてください。 

 

  

① 
② 
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2. ブレード収納ユニットの上段(FANユニットス

ロット1～5)に搭載する場合はFANユニット

のハンドルを下に、下段(FANユニットスロット

6～10)に搭載する場合はFANユニットのハ

ンドルを上にしてFANユニットのハンドルと装

置底面をしっかりと持ち、ゆっくりとていねい

にブレード収納ユニットに半分(約10cm)ほ

ど差し込む。(右図は上段(FANユニットスロ

ット1～5)への取り付け図です。下段(FAN

ユニットスロット6～10)に搭載する場合はF

ANユニットを上下逆に取り付けてください。) 

 

 

 

 
ハンドルを持って取り付けてください。ハンドルを持たずにFANユニットレバーを持って取り

付けないでください。FANユニットレバーが曲がって装置が破損してしまうおそれがありま

す。 

 

3. FANユニットのハンドルを押し、ブレード収納ユニットの奥まで装置をゆっくりとていねいに差し込

む。 

 

  以上で完了です。 

 

 

取り外し手順 
 

FANユニットの取り外しは、次のとおりです。 

 

1. 取り外すFANユニットを確認する。 
 

2. FANユニットレバーを左回りに押しながら、
FANユニットのハンドルを持ってFANユニ

ットを約10cm程度ブレード収納ユニット

から引き出す。(右図は上段(FANユニッ

トスロット1～5)からの引き出し図です。

下段(FANユニットスロット6～10)に搭載

している場合は上下逆になります。) 

 

 

 

 

3. FANユニットのハンドルと装置底面をしっかりと持って、ブレード収納ユニットから取り出す。 
本モジュールを取り外したまま運用する場合は、ブランクパネルを取り付けてください。 

 

 
● ハンドルを持って取り外してください。ハンドルを持たずにFANユニットレバーを持って取

り外さないでください。FANユニットレバーが曲がって装置が破損してしまうおそれがあり

ます。 

● FANユニットレバーは指定された方向に回してください。誤った方向に回すとFANユニット

レバーが曲がって装置が破損してしまうおそれがあります。(FANユニットレバーは回転さ

せるように押します。手前や奥方向に無理な力を加えないで下さい。) 

 

  以上で完了です。 

FANユニット 

レバー 

ハンドル 

① ② 

FANユニット 

レバー 

FANユニットレバーを 

左回りに押す。 

ハンドルを持って 

手前に引出す。 
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収納ユニットフロントマスクの取り付け 
 

収納ユニットフロントマスクはブレード収納ユニットに搭載するCPUブレードを保護するための推奨オプ

ションです。 

収納ユニットフロントマスクの取り付け／取り外しおよびフィルタの取り付け／取り外しは保守員以外

は行わないでください。収納ユニットフロントマスクの取り付け／取り外しおよびフィルタの取り付け／

取り外しは保守員へご依頼ください。 

 

 
● 本装置に取り付けることのできる収納ユニットフロントマスクの型番は「N8405-028」で

す。 

● 本装置に収納ユニットフロントマスクを取り付けた場合、本装置を搭載するラックにフロン

トドアを取り付けることはできません。 

 

 

フィルタの清掃 
 

収納ユニットフロントマスクの裏面にはフィルタが取り付けられています。フィルタ清掃の目安は3ヶ月

ですが、装置の動作状況、設置環境等により異なります。フィルタの状態を確認して、適宜清掃を

行ってください。(収納ユニットフロントマスクを開いた後、掃除機等でフィルタを清掃してください。収

納ユニットフロントマスクの開け方は「開け方」を参照してください。) 
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開け方 
 

収納ユニットフロントマスクを開けます。収納ユニットフロントマスクはブレード収納ユニットの電源がO

Nの状態でも開けることができます。搭載されているCPUブレードを取り外す場合は、収納ユニットフロ

ントマスクを開けた状態で行ってください。(※ 収納ユニットフロントマスクは推奨オプションです。) 

 

CPUブレードの取り外し方法は「CPUブレードの取り付け」(43ページ)を参照してください。 

 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが

などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説

明をご覧ください。  
 指を挟まない 

  

 

以下の説明は、既にブレード収納ユニットに収納ユニットフロントマスクを取り付けた状態でのもので

す。 

 

1. 収納ユニットフロントマスクにキーがかかっている場合は、添付のキーを収納ユニットフロントマ
スクのキースロットに差込み、軽く押し込みながらキーを開ける。 

 

2. 収納ユニットフロントマスクを開ける。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以上で完了です。 

 

キースロット 
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閉じ方 
 

収納ユニットフロントマスクの閉じ方は、次のとおりです。収納ユニットフロントマスクはブレード収納ユ

ニットの電源がONの状態でも閉じることができます。すべての搭載予定のCPUブレードを取り付けて

から、収納ユニットフロントマスクを閉じてください。 

 

CPUブレードの取り付け方法は「CPUブレードの取り付け」(43ページ)を参照してください。 

 

以下の説明は、既にブレード収納ユニットに収納ユニットフロントマスクを取り付けた状態でのもので

す。 

 

1. 収納ユニットフロントマスクを閉じる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 収納ユニットフロントマスクにキーをかける場合は、添付のキーを収納ユニットフロントマスクのキ
ースロットに差込み、軽く押し込みながらキーをかける。 

 

 

  以上で完了です。 

 

キースロット 
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ケーブルの接続 
 

ご利用の環境に応じて、各種ケーブルを接続してください。搭載されている機器へのケーブル接続については、

それぞれの機器に添付の説明書を参照してください。 

 

前面 
 

CPUブレード前面にあるSUVコネクタから本装置添付または別売の「K410-150(00) SUVケーブル」

を用いてローカルコンソールを接続します。 

 

※ CPUブレードの種類によっては、SUVコネクタおよびローカルコンソールに対応していない場合が

あります。詳しくは、ご利用のCPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等・取扱説明書等を

参照してください。(物理的にSUVコネクタを持つCPUブレードであっても、ローカルコンソールをサ

ポートしていない場合があります。) 

 

 

CPUブレードに取り付けることのできるSUVケーブルの型番は「K410-150(00)」で

す。 

 

 

ローカルコンソール 
 

キーボードをSUVケーブルのキーボード/マウス用コネクタにUSBケーブルを使用して接続し、キーボ

ードのUSBコネクタにマウスのUSBケーブルを接続します。ディスプレイ装置のケーブルはSUVケーブ

ルのモニタコネクタに接続してください。(CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等も併せてご

覧ください。) 

 

※ ローカルコンソールは、OSのインストールや障害時の緊急操作等での使用を想定しています。通

常運用時は、SUVケーブルをCPUブレードから取り外した状態でご利用ください。(CPUブレードの

種類によっては、SUVケーブル経由でのOSのインストールをサポートしていない場合があります。

詳しくは、CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等を参照してください。) 

 

 

 通常運用時は、SUVケーブルを取り外した状態で運用してください。SUVケー
ブルを接続したまま運用すると、SUVケーブルを引っ掛けたり、SUVコネクタを

破損してしまうおそれがあります。 

 SUVケーブルを引っ掛けたり、強い力を加えたりしないでください。SUVケーブ
ルだけでなく、CPUブレードやブレード収納ユニット(特に接続部分)および他の

モジュール、周辺装置を破損してしまうおそれがあります。 
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これらの入出力装置をまとめて「ローカルコンソール」と呼びます。ブレード収納ユニットに搭載された

CPUブレードは、ブレード収納ユニットに添付されるSUVケーブルを経由して、キーボード、ビデオモニ

タ、マウスを接続することにより、CPUブレードを直接、操作することができます。 

ローカルコンソールには以下の装置を推奨します。必要に応じて準備してください。 

※ CPUブレードの種類によっては本書とは仕様の異なるローカルコンソールを必要とする場合があ

ります。その場合は、各種CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等の記載を優先してくだ

さい。 

 

＜推奨モデル＞ 

  ・15型液晶ディスプレイ(N8171-45A) 

  ・キーボード(USB)(N8870-001) 

  ・マウス(USB)(N8870-010A) 

  ・外付FDD(N8160-74) 

 

※ DVD-ROMドライブを使用(SUVケーブルを経由してCPUブレードに接続)する場合は、別途注意

事項があります。詳しくは、ブレード収納ユニットに添付される「ブレード収納ユニット(SIGMABLAD

E-H) ご使用にあたって」を参照してください。 

ブレード収納ユニット 

USBコネクタ 

モニタコネクタ 

シリアルコネクタ 
(接続せず) 

SUVケーブル 

USBコネクタ 

FDD 
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背面 
 

本体背面からネットワークケーブル(RJ-45)やスイッチモジュールに接続するインタフェースケーブ

ル、電源コードを接続します。 

 

 

EMシリアルコンソール 
 

EMカードにあるシリアル(COM)ポートとPCをシリアルケーブル(D-Sub 9-pinコネクタ、クロスケーブル)

で接続することにより、CPUブレードの操作や状態の確認などができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの入出力装置を「EMシリアルコンソール」と呼びます。ブレード収納ユニットに搭載されたCPU

ブレードや他の搭載モジュールはシリアル(COM)ポートを介してPCを接続することにより、CPUブレー

ドや他の搭載モジュールの操作や状態の確認などができます。 

接続に用いるシリアルケーブルにはクロスケーブルを使用してください。 

 

EMシリアルコンソールには以下の推奨スペック相当の装置を選択してください。(EMシリアルコンソー

ルとEMコンソールやLANコンソールは1台で兼用可能です。) 

 

<推奨スペック> 

 CPU  :PentiumⅢプロセッサ(600MHz)以上 

 メモリ  :1GB以上 

 HDD容量 :400MB以上※1※2※３ 

 LAN  ：1ポート(100Mbps以上) 

 シリアル ：1ポート 

 推奨OS ：Windows Server 2003 Standard Edition, Enterprise Edition(すべてSP1/R

2以上)  

Windows 2000 Server、Advanced Server、Professional(すべてSP4以上)※1 

Java実行環境：JRE 1.4.2_03推奨（EXPRESSBUIDER内収録） 

Webサーバ／サーブレットコンテナ：TOMCAT 4.1.29推奨（EXPRESSBUIDER内

収録） 

 ブラウザ ：Internet Explorer 6.0以上 

 

SigmaSystemCenter管理サーバ兼用時の注意事項 
※1 OSがWindows 2000 ServerまたはWindows 2000 Advanced Serverの場合、.NET Framework用に32MB

のメモリと 100MBのディスク容量が別途必要です。 (Windows 2000 ServerまたはWindows 2000 Advanc

ed Serverに対応するのはSigmaSystemCenter 1.xです。SigmaSystemCenter 2.xには対応しません。) 

※2 インストールデータ、バックアップイメージ格納実サイズ分のディスク容量が別途必要です。  

※3 WebSAM DeploymentManager(HP-UX)をインストールする場合、インストールデータ、サーバ管理用データ格

納分のディスク容量が別途必要です。 

ブレード収納ユニット 

PC 

CLI 
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EMコンソール 
 

EMカードにあるLANコネクタ(マネジメントLANコネクタ)とPCをネットワークケーブル(RJ-45)で接続す

ることにより、CPUブレードのリモート制御をすることができます。PCに搭載あるいは接続されるDVD/C

D/FDドライブなどのモジュールをCPUブレードに仮想的に割り当てる(リモートメディア)ことができ、CP

Uブレード等の搭載モジュールの操作や状態の確認などができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの入出力装置をまとめて「EMコンソール」と呼び、このネットワークを「マネジメントLAN」と呼び

ます。ブレード収納ユニットに搭載されたCPUブレードや他の搭載モジュールはLANネットワークを経

由してPCを接続することにより、CPUブレードや他の搭載モジュールの操作や状態の確認などができ

ます。 

 

 
● EMカードのIPアドレスの初期値は192.168.1.8～11(サブネットマスク:255.255.255.0)で

す。このIPアドレスが使用可能なサブネットを持ったネットワークに接続して、同一のネッ

トワーク上のEMコンソールからネットワークの初期設定を行ってから、ご利用される本来

のネットワークに接続してください。(設定方法は「コマンドラインインタフェース(CLI) (EM

カード)」の「初期設定」を参照してください。) また、ネットワーク上にEMカードと同じIPア

ドレスを持った他のネットワーク機器がないことをあらかじめ確認してください。 

● EMカードのIPアドレスの初期値はすべて同じ値が設定されています。EMカードのIPアド

レスを変更するまで複数のEMカードを同一のネットワークに接続しないでください。 

 

● EMカードのマネジメントLANコネクタは、オートネゴシエーションモードのみサポートしま

す。 

 

EMコンソールにはEMシリアルコンソールと同等の推奨スペックの装置を選択してください。(EMコンソ

ールとEMシリアルコンソールやLANコンソールは1台で兼用可能です。) 

 

 

ブレード収納ユニット 

(ネットワークハブ) 

tftp 

PC 

CLI 

ESMPRO/SM DianaScopeMg 

(NTPサーバ) 

接続例 
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LANコンソール 
 

スイッチモジュール／スルーカードにあるLANコネクタとPCをネットワークケーブル(RJ-45)で接続す

ることにより、CPUブレードのリモート制御をすることができ、CPUブレードを操作することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

これらの入出力装置をまとめて「LANコンソール」と呼び、このネットワークを「ユーザLAN」と呼びます。

ブレード収納ユニットに搭載されたCPUブレードやスイッチモジュールはLANネットワークを経由してP

Cを接続することにより、CPUブレードやスイッチモジュールを操作することができます。 

 

 
● 各種IPアドレスは、接続するネットワークで使用可能なサブネットであることをあらかじめ

確認してください。 

● 設定するIPアドレスは、接続するネットワーク上のネットワーク機器と同一のIPアドレスで

ないことをあらかじめ確認してください。 

 

LANコンソールにはEMシリアルコンソールと同等の推奨スペックの装置を選択してください。(LANコン

ソールとEMシリアルコンソールやEMコンソールは1台で兼用可能です。) 

 

LANコンソールの接続・利用等の詳しくはGbE インテリジェントスイッチ(L2)(N8406-022)、GbE イン

テリジェントスイッチ(L3)(N8406-023)、GbE スルーカード(N8406-016)およびCPUブレードのユー

ザーズガイド・取扱説明書等を参照してください。 

 

 

ブレード収納ユニット 

(ネットワークハブ) 

ESMPRO/SM 

PC 

DianaScopeMg NetVisorPro 
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SFPコネクタ(スイッチモジュール) 
 

4G FCスイッチ(12ポート)(N8406-019)、4G FCスイッチ(24ポート)(N8406-020)およびGbE イン

テリジェントスイッチ(L３)(N8406-023)のユーザーズガイドを参照してください。 
 

 

SFPコネクタ(スルーカード) 
 

4G FCスルーカード(N8406-017)のユーザーズガイドを参照してください。 
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電源コネクタ 
 

電源コードをブレード収納ユニット背面に標準装備の電源ユニット(電源ユニットスロット1および4)の

ACインレットに接続します。オプションの電源ユニット(電源ユニットスロット2、3、5および6)も装着す

る場合は、オプションの電源ユニットのACインレットにも電源コードを接続します。 

電源冗長モードをAC二重化モード(N+N冗長)に設定した場合、スロット1～3の電源ユニットが電源

系統1に、スロット4～6のユニットが電源系統2に割り当てられます。電源コンセント/タップ、無停電

電源装置(UPS)等に接続する際には注意してください。 

 

 

ブレード収納ユニットに電源コードを接続する場合はブレード収納ユニットに添付のケーブルタイを用

いて、電源ケーブルをラックに固定してください。すべての電源ケーブルはケーブルクランプでブレー

ド収納ユニットに固定するか、ACインレット傍の電源リテンションタイにケーブルタイでそれぞれ固定し

てください。（本製品にはケーブルクランプまたはケーブルタイが添付されています。ケーブルクラン

プによる電源ケーブルの取り付け/取り外しについての詳細は「ケーブルクランプの取り付け」および

「電源ケーブルの固定解除」を参照してください。）電源ユニットスロット1～3のACインレットに接続し

た電源ケーブルは、ラック背面の右側に水平方向にフォーミングし、ケーブルタイでラックに固定し

てください。電源ユニットスロット4～6のACインレットに接続した電源ケーブルは、ラック背面の左側

に水平方向にフォーミングし、ケーブルタイでラックに固定してください。ACインレットと電源コードの

接続部分に無理な力が加わらないように注意してください。 

 

オプションの電源ユニットの取り付け方法は「電源ユニット」(85ページ)を参照してください。 

各電源ユニットはAC電源を受電すると電源ランプ（緑色）が点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源コードを 

ラックのフレームに 

固定する 

電源コードを 

ラックのフレームに 

固定する 

ブレード収納ユニットに 

固定する 

ブレード収納ユニット 

ラックのフレーム 

(上方から見た図) 
※ 図は電源ユニットを6台搭載した場合 
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ケーブルタイで電源リテンションタイに固定する場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源リテンションタイ 

ケーブルタイ 

(図を参考にケーブルタイの穴

にケーブルタイの先端を通し

た後、電源リテンションタイの

穴に通して固定してください。) 

※ケーブルクランプが添付さ

れている場合はケーブルクラ

ンプを使用してください。 電源ケーブル 

ラックのフレーム 

(背面から見た図) 
※ 図は電源ユニットを 

6台搭載した場合 

電源コードを 

ラックのフレームに 

固定する 

ブレード収納ユニットに 

固定する 

ラックのフレーム 

電源コードを 

ラックのフレームに 

固定する 

ブレード収納ユニット 
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ケーブルクランプの取り付け 
 

 

ケーブルクランプの取り付け手順を示します。 

 

 

 

 

 

1. ケーブルタイを取り外す。(取り付けて

いない場合、本作業は不要です。) 

 

既にケーブルタイで電源ケーブルをブ

レード収納ユニットの電源リテンション

タイに固定している場合は、ケーブル

タイを取り外してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 電源リテンションタイを取り外す。(ブレード収納ユニットに初めから電源リテンションタイがない場合、本作

業は不要です。) 

 

電源リテンションタイがある場合、ペンチ等を使用してブレード収納ユニットから電源リテンションタイを取り

外します。  
 

電源リテンションタイ 

ケーブルタイ 

電源ケーブル 
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３. ケーブルクランプの取り付け位置を確認する。 

 

 

ケーブルクランプは、左右で形状が異なります。下図でケーブルクランプのタブ位置を確

認し、ブレード収納ユニットの適切な位置にケーブルクランプを取り付ける必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブルクランプ(L) 

電源ユニットスロット4～6に対応 

ケーブルクランプ(R) 

電源ユニットスロット1～3に対応 

 ブレード収納ユニット背面

図 

ケーブルクランプのタブ 
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4. ケーブルクランプ(L)をブレード収納ユニットに

取り付ける。 

 

電源ケーブルの下側にケーブルクランプを置

き、電源ケーブルとケーブルクランプのツメが

対応する位置になるよう調整します。 

 

次に、ケーブルクランプのツメを開いた状態に

したまま、電源ケーブルをツメの内側に通しま

す。複数の電源ケーブルがある場合、すべて

(最大3本)について行います。 

 

ケーブルクランプをブレード収納ユニットに近づ

け、ケーブルクランプのタブをブレード収納ユニ

ット側のミゾに、ゆっくりとていねいに差し込みま

す。複数の電源ケーブルがある場合、すべて

(最大3本)について行います。 

 

 

ケーブルクランプをブレード収納ユニットに差し込んだとき、カチッと音がしたことを確認し

てください。 

 

 

 

 

5. ケーブルクランプ(L)に電源ケーブルを固定

する。 

 

電源ケーブルのプラグの樹脂部分の手前の端

にケーブルクランプのツメを移動させた後、左

右のツメを内側に押し込み、電源ケーブルをし

っかりと固定します。複数の電源ケーブルがあ

る場合、すべて(最大3本)について行います。 

 

 

 

 

 

6. 4～5と同様にして、ケーブルクランプ(R)もブレード収納ユニットに取り付け、電源ケーブル(最大3本)を固

定する。 

 

 

以上で完了です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

ツメ 

ツメ 
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電源ケーブルの固定解除 
 

 

ケーブルクランプによる電源ケーブルの固定は、以下の手順で解除することができます。 

 

ペンチでケーブルクランプのツメをしっかりと保持し、ケーブルクランプのツメを横方向にスライドさせるようにペ

ンチをひねります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で完了です。 
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● ブレード収納ユニットおよび電源ユニット(N8405-025/025A)に添付されている電源コー

ドはAC200V専用です。 

● ブレード収納ユニットおよび電源ユニット(N8405-025/025A)に添付されている電源コー

ドは日本国内で使用するためのものです。日本以外の国では使用できません。 

● 製品の型番により、添付されている電源コードのプラグ形状が異なります。ご利用の製

品を確認し、適切に接続してください。 

 

ブレード収納ユニット(N8405-024A/034A)および電源ユニット(N8405-025A)に添付され

ている電源コードのプラグ形状はNEMA L6-20Pです。L6-20Rのアウトレットを有し、適切

な過電流保護器で保護された電源コンセントまたは、電源タップに接続してください。 

ブレード収納ユニット(N8405-024/034)および電源ユニット(N8405-025)に添付されてい

る電源コードのプラグ形状はNEMA L6-15Pです。これに合ったコンセント形状、電流容量

の機器に接続してください。L6-15Rのアウトレットを有し、適切な過電流保護器で保護さ

れた電源コンセントに接続してください。 

● 製品の型番により、対応する電源コンセント/タップが異なります。ご利用の製品を確認

し、適切な製品を使用してください。 

 

ブレード収納ユニット(N8405-024A/034A)および電源ユニット(N8405-025A)で、電源コ

ンセント/タップを使用する場合は、電源コンセント(AC200V) (N8180-55)または電源タッ

プ(AC200V) (N8180-56)を使用することができます。(電源コンセント/タップ(N8180-55お

よびN8180-56)についての詳細は、それぞれのユーザーズガイドを参照してください。) 

ブレード収納ユニット(N8405-024/034)および電源ユニット(N8405-025)で、電源コンセン

トを使用する場合は、電源コンセント(AC200V) (N8180-47)を使用してください。(電源コ

ンセント(N8180-47)についての詳細は、ユーザーズガイドを参照してください。) 

 

● 電源ユニット1台あたりの供給電力は最大2250W/2273VAになりますので、容量に注意

して接続してください。 

● 製品の型番により、添付されている電源コードの仕様が異なります。適切な電源コードと

組み合わせて使用してください。 

 

ブレード収納ユニット(N8405-024A/034A)および電源ユニット(N8405-025A)は、製品に

標準添付の電源コードまたは、弊社が指定する電源コードを使用してください。定格に合

わない電源コードや安全規格に適合していない電源コードは使用しないでください。 

ブレード収納ユニット(N8405-024/034)および電源ユニット(N8405-025)は、製品に標準

添付の電源コードまたは、弊社が指定する電源コードを使用してください。定格に合わな

い電源コードや安全規格に適合していない電源コードは使用しないでください。 

 

● 電源コードはブレード収納ユニットおよびラックにしっかりと固定してください。電源コード

を固定しない場合、装置の動作中に電源コードが外れるおそれがあります。装置の動作

中に電源コードが外れた場合、データが失われたり装置が正常に動かなくなったりする

おそれがあります。 

● 無停電電源装置(UPS)を使用する場合、弊社営業にお問い合わせください。 
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緊急電源遮断(EPO) 
 

環境異常(火災・地震）の発生時、コンピュータの入力電源、無停電電源装置(UPS)の電源、空調

機などの電源を緊急電源遮断(EPO:Emergency Power Off)させ、二次災害を防ぐ必要がありま

す。装置の電源を緊急に遮断する必要があるような危険が生じた場合には、以下のEPOを行ってく

ださい。 

なお、EPOを行った場合、データが壊れる場合があります。したがって、どのような場合にEPOを行う

かを明確に定め、その条件や作業内容を周知徹底して運用してください。 

※ 製品の型番により、電源に関する接続形態が異なる場合があります。本書の記述を十分にご覧

になり、異なる点に注意してご利用ください。 
 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが

などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説明

をご覧ください。 

● 緊急時には速やかにEPOを行ってください。(あらかじめ、どのような場合にEPOを

行うかを明確に定め、その条件や作業内容を周知徹底して運用してください。) 

● 緊急時に供給電源を遮断できるように、電源コンセント/タップは接続する装置を

搭載したラックに近接し、目の届く、操作しやすい場所に設置してください。ラック

内に設置可能な電源コンセントをラック内に設置する場合は、緊急時にラック内

に容易にアクセスできる状態にしてください。なお、電源コンセント/タップの種類に

よって設置方法が異なりますので、ご利用の電源コンセント/タップのユーザーズ

ガイド等に従って、適切に設置してください。また、電源ケーブルを直接、分電盤

や無停電電源装置(UPS)に接続する場合は、分電盤や無停電電源装置(UPS)

が装置を搭載したラックに近接し、目の届く、操作しやすい場所に設置されてい

なければなりません。ラックに搭載する無停電電源装置(UPS)の場合、緊急時に

ラック内に容易にアクセスできる状態にしてください。 

 

 

 
● 緊急電源遮断(EPO)を行った場合、データ等が壊れるおそれがあります。 

● 電源コンセント/タップは対応するものを使用してください。(型番により、他対応する電源

コンセント/タップは異なります。詳しくは、「ケーブルの接続」の「電源コネクタ」を参照して

ください。) 
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電源コンセント/タップ 
 

緊急時にはブレード収納ユニットを接続した電源コンセント/タップの安全ブレーカを速やかにOFFに

し、供給電源を遮断してください。 

 

緊急時に安全ブレーカをOFFにすることによって供給電源を遮断できるように、電源コンセント/タッ

プは接続する装置を搭載したラックに近接し、目の届く、操作しやすい場所に設置してください。ラッ

ク内に設置可能な電源コンセントをラック内に設置する場合は、緊急時にラック内に容易にアクセス

できる状態にしてください。なお、電源コンセント/タップの種類によって設置方法が異なりますので、

ご利用の電源コンセント/タップのユーザーズガイド等に従って、適切に設置してください。 

 

 

■ N8405-024A/034A, N8405-025Aの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ブレード収納ユニットが接続されているすべてのアウトレットについて、上図にしたがって安全ブレ

ーカをOFFにしてください。 

(拡大図) 

電源コード 

対応する安全ブレーカをOFFにして 

接続装置への給電を遮断 
電源コンセント(AC200V) 

または電源タップ(AC200V) 

アウトレット 

対応する安全ブレーカ 電源プラグ 

ブレード収納ユニット 

(SIGMABLADE-H) 

電源ユニット 

電源コード 
電源コンセント(AC200V) 

または電源タップ(AC200V) 
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■ N8405-024/034, N8405-025の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ブレード収納ユニットの接続しているすべての電源コードについて、上図に従って電源コードを取

り外してください。 

 

 

 

分電盤(電源ケーブル直結時) 
 

■ N8405-024A/034A, N8405-025Aの場合 

電源ケーブルを電源コンセント/タップを経由せず、直接分電盤(電源コンセント/タップを経由しない

場合は、アウトレット形状:NEMA L6-20R 安全ブレーカ付き(ブレーカ容量: 20A)のものに限る)に

接続している場合は、緊急時にはブレード収納ユニットを接続した分電盤の安全ブレーカを速やか

にOFFにし、供給電源を遮断してください。(作業の詳細については、分電盤の説明書等をあらかじ

め参照してください。) ブレード収納ユニットが接続されているすべてのアウトレットについて、安全ブ

レーカをOFFにしてください。 

※ 電源コンセント/タップを経由して分電盤に接続する場合は、「緊急電源遮断(EPO)」の「電源コ

ンセント/タップ」を参照して、EPOを行ってください。 

 

緊急時に安全ブレーカをOFFにすることによって供給電源を遮断できるように、分電盤は接続する

装置を搭載したラックに近接し、目の届く、操作しやすい場所に設置されており、緊急時に分電盤に

容易にアクセスできる状態にしてください。 

 

 

■ N8405-024/034, N8405-025の場合 

電源ケーブルを電源コンセント/タップを経由せず、直接分電盤に接続することはできません。指定

された電源タップに接続してください。(EPOについては、「電源コンセント/タップ」を参照してくださ

い。) 

ブレード収納ユニット 

(SIGMABLADE-H) 

電源ユニット 

電源コード 電源コンセント(AC200V) 

 

① 

② 

① 電源コードのプラグを 
左回りに回す 

② 取り外す 

電源コード 

電源コンセント(AC200V) 

 

(拡大図) 
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無停電電源装置(UPS) (電源ケーブル直結時) 
 

■ N8405-024A/034A, N8405-025Aの場合 

無停電電源装置(UPS) (アウトレット形状:NEMA L6-20R 安全ブレーカ付きのUPSであって、弊社

が本製品での使用用途に指定のものに限る)に電源ケーブルを直接接続している場合は、緊急時

にはブレード収納ユニットを接続した無停電電源装置(UPS)の安全ブレーカを速やかにOFFにし、供

給電源を遮断してください。(作業の詳細については、無停電電源装置(UPS)のユーザーズガイドを

あらかじめ参照してください。) 

※ 電源コンセント/タップを経由して無停電電源装置(UPS)に接続する電源ケーブルについては、

「緊急電源遮断(EPO)」の「電源コンセント/タップ」を参照して、EPOを行ってください。 

 

緊急時に安全ブレーカをOFFにすることによって供給電源を遮断できるように、無停電電源装置(UP

S)は接続する装置を搭載したラックに近接し、目の届く、操作しやすい場所に設置し、緊急時に無

停電電源装置(UPS)を搭載したラック内に容易にアクセスできる状態にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ブレード収納ユニットが接続されているすべてのアウトレットについて、上図にしたがって安全ブレ

ーカをOFFにしてください。 

 

■ N8405-024/034, N8405-025の場合 

電源ケーブルを電源コンセントを経由せず、直接、無停電電源装置(UPS)に接続することはできま

せん。指定された電源タップに接続してください。(EPOについては、「電源コンセント/タップ」を参照

してください。) 

 

非常用電源スイッチ 
 

コンピュータ室全体の保安のために、非常時にコンピュータ室すべての機器に供給している電源を

遮断できる非常用電源スイッチを設置してください。 

この非常用電源スイッチはオペレータが避難時に操作しやすい主要な出入口付近に設けてくださ

い。また本スイッチは技術的知識の無い人でも操作できる構造としてください。 

ブレード収納ユニット 

(SIGMABLADE-H) 

電源ユニット 

電源コード 

無停電電源装置(N8142-26)での例 

N8142-26 

無停電電源装置(背面) 

(拡大図(背面)) 

電源コード 

対応する安全ブレーカをOFFにして 

接続装置への給電を遮断 アウトレット 

対応する安全ブレーカ 

電源プラグ 

商用 

電源 
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電源ユニット 
 

 

増設電源ユニットは、CPUブレードや他の搭載モジュールの搭載台数によって必要となった場合や、

電源冗長機能を有効にさせたい場合に搭載するオプションです。 
 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死

亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説明をご覧

ください。 

 

● 電源FANから排出される排気は高温になる場合があります。 
  

 

 
● 製品の型番により、取り付けることのできる電源ユニットが異なります。ご利用の製品を

確認し、適切な電源ユニットを選択してください。 

 

N8405-024A/034Aに取り付けることのできる電源ユニットの型番は「N8405-025A」で

す。 

N8405-024/034に取り付けることのできる電源ユニットの型番は「N8405-025」です。 

● 必要な電源ユニット数はCPUブレード等のモジュールの数および電源冗長モードによっ

て異なります。「電源ユニット搭載ガイド」を参照して、必要に応じて電源ユニットを増設し

てください。(本装置には標準で2台の電源ユニットが添付されています。) 

 

搭載スロットの位置については下図のとおりです。 

 

 
 

 

 スロット１ 
スロット２ 

スロット３ 
スロット４ 

スロット５ 
スロット６ 
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標準搭載の電源ユニットは①(2ヵ所)に取り付けてください。増設する場合には下図の②～⑤の順

番に増設電源ユニットを取り付けてください。増設電源ユニットを搭載しないスロットにはブランクパネ

ルを取り付けてください。(搭載が必要な電源ユニットの数は「電源ユニット搭載ガイド」を参照してくだ

さい。) 

 

 

本装置の電源ユニットスロットに取り付けることのできるブランクパネルは、オプシ

ョンスロットブランクキット(N8405-031)または電源スロットブランクキット

(N8405-036)です。(オプションスロットブランクキット(N8405-031)は電源スロット

ブランクキット、FANスロットブランクキット、スイッチモジュールスロットブランクキ

ットが1つずつセットになっています。) 

 

 
 

 

 

      

        

        

① ① ② ③ 

スロット１ 
スロット２ 

スロット３ 
スロット４ 

スロット５ 
スロット６ 

④ ⑤ 
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電源ユニットは、ブレードの合計DC消費電力により、必要な搭載数が異なります。以下に従って、必

要な電源ユニットの台数を確認してください。 

 

 

1. 合計DC消費電力を、以下の式により計算してください。 
 

合計DC消費電力 (W) ＝ブレード消費電力合計 (W) ＋ 1340 (W) (ブレード収納ユニット消費電力※) 

 

 
※ ブレード収納ユニット消費電力には、スイッチモジュールやFANユニット等の消費電力を含みます。 

 

ブレード消費電力合計は1台のブレード収納ユニットに搭載する各種ブレードの消費電力の合計を計算してください。

(ブレードの消費電力はブレードの種類によって異なります。(ブレードには、CPUブレードとI/O仮想化ブレードの両方を含

みます。) 各種ブレードの消費電力は、ブレードのユーザーズガイドまたは構成ガイドを参照してください。) 

 

 

2. 上記の式で算出した合計DC消費電力の値により、下表より必要な電源ユニット数を確認してく
ださい。 

 

合計DC消費電力

(W) 

必要電源ユニット数 

(N+1冗長時） 

必要電源ユニット数 

(N+N冗長時） 
補足 

2250以下 2 2 
標準搭載の2台を含む総電源ユニ

ット数 

4500以下 3 4 〃 

6750以下 4 6 〃 

9000以下 5 N+N冗長構成不可 〃 

※2008年4月現在 

 

 

合計DC消費電力が6750 (W)を超える場合、AC二重化モード(N+N冗長)で運用す

ることはできません。個別電源冗長モード(N+1冗長)でご利用ください。 

 

電源ユニット搭載ガイド 
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取り付け手順 
 

取り付け手順を示します。電源ユニットはブレード収納ユニットの電源がONの状態でも取り付け／取

り外しができます。(冗長構成の場合に限り、取り外し可能です。冗長構成でない電源ユニットを取り

外す場合は、ブレード収納ユニットに搭載されているすべての機器の電源をOFFにしてください。取り

付けは、冗長/非冗長いずれの構成でも可能です。) 

ここでは取り付けの一例を示します。他のスロットへも同様の手順で取り付けられます。 
 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死

亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説明をご覧

ください。 

 
 ● ブレード収納ユニット内部に手を入れない 

● 針金や金属片を差し込まない。 
  

 

1. 電源ユニットを取り付けるスロットに対応したACインレットに電源コードが接続されていることを確

認する。(電源コードを接続していない場合は電源コードを接続してください。) 

 

2. 電源ユニットを取り付けるスロットがスロット3または4の場合、取り付けの妨げにならないようにキ

ーボックスを横にスライドさせる。(キーボックスの移動のさせ方は「キーボックスの移動」を参

照してください。) 

 

3. 取り付けるスロットにブランクパネルが

取り付けられている場合は、ブランク

パネルを取り外す。 

 

ブランクパネルは、ブランクパネルのフックを手前に引く。 

 

 

● 取り外したブランクパネルは大切に保管しておいてください。 

● 取り付けるスロット以外のブランクパネルを取り外さないでください。 

 

4. 電源ユニットをほこりのない、丈夫で平

らな机の上に静かに置き、電源ユニッ

トイジェクタを開けた状態にする。(電

源ユニットイジェクタを開ける際は、電

源ユニットイジェクタを固定している電

源ユニットストッパを下に押しながら開

けてください。) 

 

 

① 

② 
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5. 電源ユニットのフレームを電源ユニットストッパが上側に向くようにしっかりと持ち、装置前面のフレ

ーム部分を指で押し、ブレード収納ユニットの奥まで装置をゆっくりとていねいに差し込む。 

 

 
電源ユニット接続端子部分に触れないでください。また、針金や金属片あるいはゴミ等を入れ

ないでください。 

 

6. 電源ユニットイジェクタを閉じる。 

 

  以上で完了です。 
 

取り外し手順 
 

電源ユニットの取り外しは、次のとおりです。 

 

1. 取り外す電源ユニットを確認する。 
 

2. 電源ユニットを取り外すスロットがスロット3または4の場合、取り外しの妨げにならないようにキー
ボックスを横にスライドさせる。(キーボックスの移動のさせ方は「キーボックスの移動」を参照し

てください。) 

 

3. 冗長構成にしていない場合は、ブレード収納ユニットに搭載しているすべてのCPUブレードの電
源をOFFにする。 

 

 
冗長構成でない電源ユニットを取り外す場合は，ブレード収納ユニットに搭載されているす

べての機器の電源をOFFにしてください。 

 

 

4. 電源ユニットストッパを下方向に押して
ストッパを外したまま、電源ユニットイジ

ェクタを手前に引く。ストッパから手を離

し、イジェクタを持って、電源ユニットを

ゆっくり少しだけ(20cm程度)引き出す。 

 

5. 電源ユニットのFANが回転している場合はFANの回転が停止するまで待つ。 
 

6. 電源ユニットイジェクタとフレームの下部をしっかりと持って、ゆっくりとブレード収納ユニットから取
り出す。 

本モジュールを取り外したまま運用する場合は、ブランクパネルを取り付けてください。 

 

  以上で完了です。 
 

 

① ② 
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電源ユニットカバー 
 

 

 

開け方 
 

電源ユニットカバーを開けます。電源ユニットカバーはブレード収納ユニットの電源がONの状態でも

開けることができます。電源ユニットを取り付け・取り外しを行う場合は、電源ユニットカバーを開けた

状態で行ってください。継続して運用する場合は、電源ユニットカバーを閉じた状態にしてください。 

 

CPUブレードの取り外し方法は「CPUブレードの取り付け」(43ページ)、電源ユニットの取り外し方法は

「電源ユニット」(85ページ)を参照してください。 

 

 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが

などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説

明をご覧ください。 

 

 

 本装置のカバー類およびFAN類を取り外した状態で使用しないでください。装置
内部の冷却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って

火災や感電の原因となることがあります。 

 指を挟まない 
  

 

 

1. オプションの収納ユニットフロントマスクを取り付けている場合、収納ユニットフロントマスクを開け
る。(収納ユニットフロントマスクの開け方は「収納ユニットフロントマスクの取り付け」を参照してく

ださい。) 

 

2. 電源ユニットカバーにキーがかかっている場合は、ブレード収納ユニットに添付のキーを電源ユ
ニットカバーのキースロットに差込み、キーを開ける。 

 

3. 電源ユニットカバーの左側の扉を開ける。 
 

4. 電源ユニットカバーの右側の扉を開ける。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以上で完了です。 

 

② ① キースロット 
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閉じ方 
 

電源ユニットカバーの閉じ方は、次のとおりです。電源ユニットカバーはブレード収納ユニットの電源

がONの状態でも閉じることができます。搭載予定のすべての電源ユニットを取り付けてから、電源ユ

ニットカバーを閉じてください。 

 

CPUブレードの取り付け方法は「CPUブレードの取り付け」(43ページ)、電源ユニットの取り付け方法は

「電源ユニット」(85ページ)を参照してください。 

 

 

1. キーボックスが電源ユニットカバーのキー
スロットの位置にない場合、キーボックスを

横にスライドさせて、適切な位置に移動す

る。(キーボックスの移動のさせ方は「キー

ボックスの移動」を参照してください。) 

 

2. 電源ユニットカバーの右側の扉を閉じる。 
 

3. 電源ユニットカバーの左側の扉を閉じる。 
 

 

 

 

 

 

4. 電源ユニットカバーにキーをかける場合は、ブレード収納ユニットに添付のキーを電源ユニットカ
バーのキースロットに差込み、キーをかける。 

 

5. オプションの収納ユニットフロントマスクを取り付けている場合、収納ユニットフロントマスクを閉じ
る。(収納ユニットフロントマスクの閉じ方は「収納ユニットフロントマスクの取り付け」を参照してくだ

さい。) 

 

  以上で完了です。 

 

 

キーボックスの移動 
 

キーボックスの移動方法は、次のとおりです。キーボックスは、電源ユニットカバーを固定し、キーを

かけるためのものです。電源ユニットの取り付け／取り外しの際等、必要に応じて左右にスライドさせ

ることができます。 

 

1. キーボックスのロックを押
す。 

 

2. ロックを押したまま、キー
ボックスを左右にスライド

させ、適切な位置に移動

させる。 

 

3. キーボックスのロックを放
す。 

 

  以上で完了です。 
 

キースロット 

① ② 

ロックを上に持ち上げ解除しながら 
キーボックスを左右に動かします。 

キーボックス 

① 

② 

ロック 
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電源のON/OFF 
 

ブレード収納ユニットの電源ON/OFF 
 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死

亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説明をご覧

ください。 

 

● ブレード収納ユニット内部に手を入れない 
  

 

 

装置の電源ON/OFFは定められた手順で行ってください。適切な手順で電源の

ON/OFFを行わないと、データが壊れたり装置が正常に動かなくなるおそれがあり

ます。 

 

 

無停電電源装置(UPS)を使用していない場合のブレード収納ユニットの電源ON/OFF 
 

ここでは、分電盤に接続している場合の電源ON/OFFの方法を示します。 

※ モジュール、ユニットの種類、組合せおよび運用形態等によっては本書とは異なる操作・手順を

必要とする場合があります。その場合は、各種モジュール、ユニットのユーザーズガイド等あるい

は運用に関する説明書等の記載を優先してください。 

 

ブレード収納ユニットの電源ON手順は、次のとおりです。 

 

1. 接続している分電盤の電源をONにする。 
 

2. 電源コンセント/タップを介して分電盤に接続している場合は、接続している電源コンセント/タッ
プの電源をONにする。 

 

 

  以上で完了です。 

 

 

ブレード収納ユニットの電源OFF手順は、次のとおりです。 

 

1. すべてのCPUブレードのシャットダウン処理をして電源をOFFにする。 

 

2. 電源コンセント/タップを介して分電盤に接続している場合は、電源コンセント/タップの電源をOF

Fにする。 

 

３. 接続している分電盤の電源をOFFにする。 

 

 

  以上で完了です。 
 

 
 



                                               

 93 

 

無停電電源装置(UPS)を使用している場合のブレード収納ユニットの電源ON/OFF 
 

無停電電源装置(UPS)を使用している場合の、ブレード収納ユニットの電源ON手順は、次のとおりで

す。(無停電電源装置(UPS)を使用する場合、弊社営業にお問い合わせください。) 

※ モジュール、ユニットの種類、組合せおよび運用形態等によっては本書とは異なる操作・手順を

必要とする場合があります。その場合は、各種モジュール、ユニットのユーザーズガイド等あるい

は運用に関する説明書等の記載を優先してください。 

 

1. ラックに搭載される無停電電源装置(UPS)が接続される分電盤の電源をONにする。 

 

2. ラックに搭載される無停電電源装置(UPS)の電源をONにする。 

 

 

  以上で完了です。 

 

 

ブレード収納ユニットの電源OFF手順は、次のとおりです。 

※ モジュール、ユニットの種類、組合せおよび運用形態等によっては本書とは異なる操作・手順を

必要とする場合があります。その場合は、各種モジュール、ユニットのユーザーズガイド等あるい

は運用に関する説明書等の記載を優先してください。 

 

1. すべてのCPUブレードのOSのシャットダウン処理をして電源をOFFにする。 

 

2. ラックに搭載される無停電電源装置(UPS)の電源をOFFにする。 

 

3. ラックに搭載される無停電電源装置(UPS)が接続される分電盤の電源をOFFにする。 

 

 

  以上で完了です。 
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CPUブレードの電源ON/OFF 
 

ブレード収納ユニットに搭載されているCPUブレードの電源のON/OFFには次の4つの方法があります。

ビデオモニタおよび接続している周辺機器をONにしてからそれぞれの方法で電源をONにしてくださ

い。CPUブレードの電源ON後の動作・確認等はCPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等を参

照してください。 

※ CPUブレードの種類によっては本書とは異なる操作・手順を必要とする場合があります。その場

合は、各種CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等の記載を優先してください。また、CP

Uブレードの種類によっては、一部の電源ON/OFF方法をサポートしない場合があります。詳しく

は、各種CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等を確認してください。 
 

 

CPUブレードの電源ON操作は、POWERスイッチまたはリモートパワーオンのいず

れかにおいても、EMカードが起動してから行ってください。また、EMカードが起動

する前に電源ON操作を行った場合、電源がONにならない場合がありますので、そ

の場合は、EMカードが起動していることを確認後、POWERスイッチで電源ONを行

ってください。 

 

無停電電源装置(UPS)などの電源制御装置にブレード収納ユニットの電源コードを接

続している場合は、電源制御装置の電源がONになっていることを確認してください。 

 

 

 EMカードの起動にはしばらく時間が掛かります。EMカードにCLIよりログインし、「SHOW SERVER
 LIST」コマンドで搭載しているすべてのCPUブレードの状態を確認することで、EMカードが起動

していることを確認することができます。(CPUブレードの表示が"unknown"の場合はEMカードが

まだ起動していない場合があります。「SHOW SERVER LIST」コマンドについて、詳しくは「コマン

ド仕様」を参照してください。) 

 スイッチモジュール/スルーカード等に接続した周辺装置(ストレージ等)からOSの起動を行う場
合は、周辺装置(ストレージ等)→スイッチモジュール/スルーカード等→CPUブレードの順に電

源をONする必要があります。(それぞれのモジュール、装置等が完全に起動した状態であるこ

とを確認してから、次のモジュール、装置等の電源をONにしてください。) 
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CPUブレードからの電源ON/OFF 
 

ブレード収納ユニットに搭載されているCPUブレードの電源のON/OFFは、それぞれのCPUブレード前

面にあるPOWERスイッチを使用します。詳しくはCPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等を

参照してください。 

 

CPUブレードのPOWERスイッチで電源をONにすると、ブレード収納ユニットに実装されている電源ユ

ニットからDC電源の供給が始まります。続いてCPUブレードのPOWERランプは、電源がONになったこ

とを示す表示(緑色点灯)に変わります。 

 

CPUブレードのPOWERスイッチを押すかOSのシャットダウン処理によってCPUブレードの電源のOFF

操作をすると、CPUブレードのPOWERランプが、電源がOFFになったことを示す表示(アンバー色点

灯)に変わります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレード収納ユニットからの電源ON 
 

ブレード収納ユニットに電源の供給が始まると、自動的にブレード収納ユニットに搭載されているCPU

ブレードの電源がONになる機能があります。この機能は、CPUブレードの設定により有効にすることが

できます。(CPUブレードで無効に設定されている場合、自動的に電源がONになりません。その場合

は、CPUブレードからの電源ONを行うか、CPUブレードの設定を変更してください。詳しくはCPUブレー

ドのユーザーズガイド・取扱説明書等を参照してください。) 

 

 

ネットワーク(スイッチモジュール／スルーカード)・シリアルコネクタ(CPUブレード) 

からの電源ON/OFF 
 

ブレード収納ユニットに搭載されているCPUブレードの電源のON/OFFは、ブレード収納ユニットに搭

載されたスイッチモジュール／スルーカードのLANコネクタに接続されたネットワークや、CPUブレード

に接続したSUVケーブルのシリアルコネクタから行うことができます。詳しくはCPUブレードおよびスイッ

チモジュール／スルーカードのユーザーズガイドを参照してください。 

 
 

 

 CPUブレードのBIOS設定で、ネットワークからパケットを受信したり、SUVケーブルのシリアルコネク
タからCPUブレードに接続しているモデムを経由したりすることで自動的に電源をONにすることも

できます。BIOS SETUPユーティリティの「System Hardware」の「Wake On Events」の設定で指

定することができます。詳しくはCPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等を参照してくださ

い。 

 スイッチモジュール／スルーカードのLANコネクタに接続されたネットワークからCPUブレードの電
源ON/OFFを行うには、スイッチモジュール／スルーカードが起動されている必要があります。 

 

(例) Express5800/120Bb-6の場合 

(CPUブレードによって異なります。詳しくは、各CPUブレードのユー

ザーズガイド・取扱説明書等を参照してください。) 

POWER 

スイッチ 

POWER 

ランプ 
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ネットワーク・シリアル(COM)ポート (EMカード)からの電源ON/OFF 
 

ブレード収納ユニットに搭載されているCPUブレードの電源のON/OFFは、EMカードのマネジメントLAN

コネクタに接続されたネットワークおよびEMカードのシリアル(COM)ポートから行うことができます。詳

しくはCPUブレードの電源ON/OFFの方法については、CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書

等を参照してください。 

 

ここでは、EMシリアルコンソールおよびEMコンソールからのCLIによるCPUブレードの電源ON/OFFの

方法を示します。その他の方法についてはCPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等を参照し

てください。CLIについて、詳しくは「コマンドラインインタフェース(CLI) (EMカード)」および「コマンド入

力仕様」を参照してください。EMシリアルコンソールおよびEMコンソールについては「ケーブルの接

続」を参照してください。 

 

CLIによるCPUブレードの電源ON/OFFは"Administrator"またはアクセス権が

ADMINISTRATORかOPERATORであるユーザで行ってください。 

 

 

CLIからのCPUブレードの電源ONの方法は以下のとおりです。 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMINI
STRATORかOPERATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場

合は、"Administrator"またはアクセス権がADMINISTRATORかOPERATORであるユーザでログ

インしてください。) 

 

3. CLIより以下のコマンドを実行する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 
 

― CPUブレード電源投入 

指定したCPUブレードの電源を投入する。 

 

 POWERON SERVER <スロット番号> 

 

以上で完了です。 

 

 

 

CLIからのCPUブレードの電源OFFの方法は以下のとおりです。 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMINI
STRATORかOPERATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場

合は、"Administrator"またはアクセス権がADMINISTRATORかOPERATORであるユーザでログ

インしてください。) 

 

3. CLIより以下のコマンドを実行する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 
 

―CPUブレード電源切断 

指定したCPUブレードの電源を切断する。 

 

 POWEROFF SERVER <スロット番号> 

 

以上で完了です。 
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また、CLIからのCPUブレードの再起動の方法は以下のとおりです。 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMINI
STRATORかOPERATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場

合は、"Administrator"またはアクセス権がADMINISTRATORかOPERATORであるユーザでログ

インしてください。) 

 

3. CLIより以下のコマンドを実行する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 
 

― CPUブレードの再起動 

指定したCPUブレードを再起動する。 

 

 REBOOT SERVER <スロット番号> 

 

以上で完了です。 
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コマンドラインインタフェース(CLI) (EMカード) 
 

コマンドラインインタフェース(CLI)により、ブレード収納ユニットに搭載されているCPUブレードやスイッ

チモジュールなどの搭載モジュールおよびネットワークの設定・管理等を行うことができます。 

CLIはEMシリアルコンソールおよびEMコンソールから利用できます。 

 

 

 

コンソールのケーブル接続 
 

接続方法は「EMシリアルコンソール」および「EMコンソール」を参照してください。 

 

コンソールの起動 
 

CLIには以下の3つの接続形態があります。 

 

いずれの場合も、CLIの接続が成功した後、ログインプロンプトよりユーザ名とパスワードを入力するこ

とでCLIが利用可能となります。詳しくは「コマンド入力仕様」を参照してください。 

 

また、ログアウトする場合は、CLIから「EXIT」を入力してください。(「LOGOUT」または「QUIT」でもログ

アウト可能です。「EXIT」、「LOGOUT」および「QUIT」に機能の違いはありません。) 

 

 ご購入後初めてCLIを利用される場合、利用可能なユーザは"Administrator"
のみです。CLIからCLI用ユーザを登録することで、"Administrator"以外の登録

ユーザが利用可能となります。CLI用ユーザの登録方法は「初期設定」を参照し

てください。 

 "Administrator"の初期パスワードはEMカードのラベルまたはリリースレバーに取
り付けてられているタグラベルに記載されています。"Administrator"の初期パ

スワードはEMカードごとに異なります。 

 端末エミュレータ用ソフトウェアの文字コードの設定はUTF-8を選択してください。
他の文字コードを選択されている場合、正しく表示できない場合があります。 

 

 

CLI 操作中に入力シーケンスが乱れて正常に入力できない場合は、端末エミュレータ用ソフトウェア

を再起動するか、一旦 CLI を終了させてから再度接続してください。 

 

 

EMシリアルコンソール(シリアル接続) 
 

EMシリアルコンソールからCLIが利用できます。EMシリアルコンソール側はシリアルポート接続に対応

した端末エミュレータ用ソフトウェア等を準備してください。端末エミュレータ用ソフトウェア等の設定

は端末エミュレータ用ソフトウェア等の説明書等を参照してください。シリアルケーブル接続のパラメ

ータは以下のとおり設定してください。 

 

― シリアルケーブル接続パラメータ 

 

転送速度 ：115200bps 

データ長 ：8ビット 

パリティ  ：None 

ストップビット ：1ビット 

フロー制御 ：None 
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EMコンソール(Telnet接続) 
 

EMコンソールからTelnetによってCLIが利用できます。EMコンソール側はTelnetに対応した端末エミ

ュレータ用ソフトウェア等を準備してください。端末エミュレータ用ソフトウェア等の設定は端末エミュ

レータ用ソフトウェア等の説明書を参照してください。 

 

 

「SHOW NETWORK」コマンドを実行することでTelnet機能が有効であるか確認することができます。

(Telnet機能は初期状態で有効です。) Telnet機能が無効である場合は「ENABLE TELNET」コマンド

を使用してTelnet機能を有効に設定し直してください。(各コマンドについて、詳しくは「コマンド仕様」を

参照してください。) 

 

 

― Telnet接続パラメータ 

 

TCPポート ：23 

 

 

● EMカードのIPアドレスの初期値は192.168.1.8～11(サブネットマスク : 

255.255.255.0)です。(ご購入後、初期設定のために、EMコンソールから、初め

てEMカードに接続する場合は、192.168.1.8に接続します。(設定変更していな

い場合)) 
 

 

パスワードが暗号化されていない状態で情報が送受信されますので、必ず安全な

ネットワーク内からログインしてください。 

 

 

 

EMコンソール(SSH接続) 
 

EMコンソールからSSHによってCLIが利用できます。EMコンソール側はSSHに対応した端末エミュレ

ータ用ソフトウェア等を準備してください。端末エミュレータ用ソフトウェア等の設定は端末エミュレー

タ用ソフトウェア等の説明書を参照してください。 

 

 

「SHOW NETWORK」コマンドを実行することでSSH機能が有効であるか確認することができます。

(SSH機能は初期状態で有効です。) SSH機能が無効である場合は「ENABLE SECURESH」コマンドを

使用してSSH機能を有効に設定し直してください。(各コマンドについて、詳しくは「コマンド仕様」を参

照してください。) 

 

 

― SSH接続パラメータ 

 

TCPポート ：22 

SSHバージョン ：SSH2 

 

EMカードのIPアドレスの初期値は192.168.1.8～11(サブネットマスク : 

255.255.255.0)です。(ご購入後、初期設定のために、EMコンソールから、初めてEM

カードに接続する場合は、192.168.1.8に接続します。(設定変更していない場合)) 
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初期設定 
 

EMシリアルコンソールまたはEMコンソールから、ブレード収納ユニットに搭載されたEMカードやCPUブ

レード、他の搭載モジュールの初期設定を行います。(EMシリアルコンソールおよびEMコンソールの

接続、設定は「ケーブルの接続」を参照してください。) 

 

 

 "Administrator"の初期パスワードはEMカードのラベルまたはリリースレバーに取
り付けてられているタグラベルに記載されています。"Administrator"の初期パ

スワードはEMカードごとに異なります。 

 初期設定は"Administrator"またはアクセス権がADMINISTRATORか
OPERATORであるユーザで行ってください。また、一部の初期設定は

"Administrator"またはアクセス権がADMINISTRATORであるユーザで行ってくだ

さい。 

 初期設定はアクティブEMカード(現用系のEMカード)から行ってください。(アクテ
ィブEMカードについての詳細は「EMカード」(127ページ)を参照してください。) 

 EMカードのIPアドレスの初期値は192.168.1.8～11(サブネットマスク : 
255.255.255.0)です。(ご購入後、初期設定のために、EMコンソールから、初め

てEMカードに接続する場合は、192.168.1.8に接続します。(設定変更していな

い場合)) 

 
 

日時設定(EMカード) 
 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMINI
STRATORかOPERATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場

合は、"Administrator"またはアクセス権がADMINISTRATORかOPERATORであるユーザでログ

インしてください。) 

 

3. CLIよりコマンドを実行して以下の項目を設定する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 
 

― 日時設定の変更(NTP機能使用しない場合、必須) 

本EMカードの日時を設定する。 

 

 SET DATE <MMDDhhmm({CC}YY)> <タイムゾーン> 

    ※ MM:月 DD:日 hh:時間 mm:分 CCYY:年(西暦) 

     ※ タイムゾーン:「付録」の「タイムゾーン」を参照。初期値は"JST"。 

 

― NTPサーバの設定 

(NTP機能使用時、プライマリNTPサーバの設定およびENABLE NTP必須。セカンダリNTP

サーバの設定は任意。) 

本EMカードが参照するNTPサーバを設定する。 

なお、この設定を行う前に「ネットワーク設定(EMカード)」（106ページ）を完了している必要

があります。 

(それぞれのコマンドを実行してから再度プロンプトが表示されるまで約5秒の時間がかかり

ます。) 

 

 SET NETWORK NTP PRIMARY <プライマリNTPサーバアドレス> 

 (SET NETWORK NTP SECONDERY <セカンダリNTPサーバアドレス>) 

 

 SET TIMEZONE <タイムゾーン> 

     ※ タイムゾーン:「付録」の「タイムゾーン」を参照。初期値は"JST"。 
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 ENABLE NTP 

 

4. CLIより以下のコマンドを実行して設定項目が反映されていることを確認する。（詳しくは「コマンド
仕様」を参照してください。) 

 

日時設定を変更した場合「SHOW DATE」コマンドを実行する。 

NTPサーバを設定した場合は「SHOW NETWORK」コマンドを実行する。 

 

 

  以上で完了です。 

 

 

 

ユーザ設定(EMカード) 
 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMI
NISTRATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場合は、"Ad

ministrator"またはアクセス権がADMINISTRATORであるユーザでログインしてください。) 

 

3. CLIよりコマンドを実行して以下の項目を設定する。(詳しくは「コマンド仕様」を参照してくださ
い。) 

 

― Administratorのパスワード変更(強く推奨) 

管理者のパスワードを変更する。 

パスワードは3～8文字の英数字(一文字目は英字に限る)で設定することができます。 

Administratorのパスワードは忘れないように注意してください。 

パスワードを忘れた場合、パスワードリカバリが必要です。(パスワードリカバリの方法は「パス

ワードリカバリ」(124ページ)を参照してください。) 

 

 SET PASSWORD 

 New Password : ******** (パスワードを入力) 

 Confirm       : ******** (同じパスワードを入力) 

 

 

― 通常ユーザの登録(ユーザ追加時、ADD USERは必須。FULLNAME設定は任意。) 

適宜、通常ユーザのアカウントを登録する。 

 

 ADD USER <ユーザ名（13文字以内）> 

 New Password : ******** (パスワードを入力) 

 Confirm       : ******** (同じパスワードを入力) 

 

 SET USER FULLNAME <ユーザ名> <フルネーム（32文字以内）> 

 

 

― 通常ユーザのアクセス権(任意) 

通常ユーザのアクセス権を設定する。(通常ユーザのアクセス権の初期値はUSERです。) 

 

 SET USER ACCESS <ユーザ名> [ADMINISTRATOR ¦ OPERATOR ¦ USER] 

 

 

2台のEMカードを搭載している場合、アクティブEMカードから" Administrator”および通常ユーザの
パスワードを設定すると、スタンバイEMカードにも自動的に同じ値が設定されます。(アクティブEMカ

ードについての詳細は「EMカード」(127ページ)を参照してください。) 
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4. CLIより以下のコマンドを実行して設定項目が反映されていることを確認する。（詳しくは「コマンド
仕様」を参照してください。) 

 

ユーザの追加、アクセス権の変更を行った場合「SHOW USER <ユーザ名>」コマンドを実

行する。 

 

 

  以上で完了です。 

 

 

ラック設定(EMカード) 
 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMINI
STRATORかOPERATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場

合は、"Administrator"またはアクセス権がADMINISTRATORかOPERATORであるユーザでログ

インしてください。) 

 

3. CLIよりコマンドを実行して以下の項目をラックについて設定する。(詳しくは「コマンド仕様」を参
照してください。) 

 

― ラック名(必須(通報処理のため)) 

本EMカードが搭載されるラックの名称を設定する。(32文字以内) 

(ラックを識別できるユニークな名称をご自由に設定してください。) 

 

 SET RACK NAME <ラック名> 

 

 

― ラックID(任意) 

本EMカードが搭載されるラックのユニークなIDを設定する。(16文字以内) 

(ラックを識別できるユニークなIDをご自由に設定してください。他のラックIDと同じIDを設定

しないよう注意してください。IDには文字列(数字始まり不可)を指定してください。) 

 

 

 SET RACK UID <ラックID> 

 

4. CLIより以下のコマンドを実行して設定項目が反映されていることを確認する。（詳しくは「コマンド
仕様」を参照してください。) 

 

ラックの名称を設定した場合「SHOW RACK NAME」コマンドを実行する。 

ラックのIDを設定した場合は「SHOW RACK UID」コマンドを実行する。 

 

 

  以上で完了です。 

 

 

ブレード収納ユニット設定(EMカード) 
 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMINI
STRATORかOPERATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場

合は、"Administrator"またはアクセス権がADMINISTRATORかOPERATORであるユーザでログ
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インしてください。) 

 

3. CLIよりコマンドを実行して以下の項目をブレード収納ユニットについて設定する。(詳しくは「コマ
ンド仕様」を参照してください。) 

 

― ブレード収納ユニット名(必須(通報処理のため)) 

本EMカードが搭載されるブレード収納ユニットの名称を設定する。(32文字以内) 

(ブレード収納ユニットを識別できるユニークな名称をご自由に設定してください。) 

 

 SET ENCLOSURE NAME <ブレード収納ユニット名> 

 

 

― ブレード収納ユニット資産番号(任意) 

本EMカードが搭載されるブレード収納ユニットの資産番号を設定する。(32文字以内) 

(ブレード収納ユニットの資産番号(例えば、お客様の所属される会社・団体等において資

産管理のために設定されている番号)をご自由に設定してください。) 

 

 SET ENCLOSURE ASSET TAG <資産番号> 

 

4. CLIより以下のコマンドを実行して設定項目が反映されていることを確認する。（詳しくは「コマンド
仕様」を参照してください。) 

 

ブレード収納ユニットの名称またはブレード収納ユニットの資産番号を設定した場合は「SH

OW ENCLOSURE INFO」コマンドを実行する。 

 

 

  以上で完了です。 
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ネットワーク設定(EMカード) 
 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMINI
STRATORかOPERATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場

合は、"Administrator"またはアクセス権がADMINISTRATORかOPERATORであるユーザでログ

インしてください。) 

  

3. ネットワークの構成を決定する。 
 

 
● 設定する各種IPアドレスは、接続するネットワークで利用可能か、あらかじめ確認してくだ

さい。設定後、IPアドレス、サブネットマスクの設定が不明となった場合はEMシリアルコン

ソールから設定しなおしてください。 

● 設定する各種IPアドレスは、接続するネットワークで使用可能なサブネットを持った値に

設定してください。EMカード、CPUブレード、スイッチモジュールのIPアドレスは、共通のサ

ブネットマスクを設定する必要があります。あらかじめサブネットが共通であるIPアドレス

をご用意ください。 

● 設定する各種IPアドレスは、接続するネットワーク上のネットワーク機器と同一のIPアドレ

スでないことをあらかじめ確認してください。 

● ブレード収納ユニットに取り付けたモジュールが、同じIPアドレスにならないように設定し

てください。対象のモジュールの電源がOFFのままブレード収納ユニットを運用する場合

でも、ブレード収納ユニットに取り付けられたすべてのモジュールのIPアドレスが同じ値を

とらないようにする必要があります。(特に、DHCP機能によらずIPアドレスをモジュール別

に設定する場合は、注意が必要です。また、ご購入後初めてご利用される状態では、す

べて同じIPアドレスが設定されているモジュールがあります。この場合、同じIPアドレスに

ならないように設定しなおす必要があります。) 

 

● EMカード、CPUブレード/スイッチモジュールのマネジメントLAN用のIPアドレスは、開始IP

アドレスを設定すると自動的に連続した値が割り当てられます。自動的に割り当てられるI

Pアドレスの一部または全部がEMカードとCPUブレード/スイッチモジュールで同一の値を

とらないように注意してください。また、開始IPアドレスだけでなく、自動的に割り当てられ

るIPアドレスも適切な範囲であることをあらかじめ確認してください。 

● フローティングIPは、EMカードのアクティブ(現用系)/スタンバイ(待機系)の状態によって

動的に切り替わるIPアドレスです。EMカードの物理的な搭載位置によらず、当該EMカー

ドがアクティブであればフローティングIP(アクティブEM)が、当該EMカードがスタンバイで

あればフローティングIP(スタンバイEM)が割り当てられます。EMカードの障害発生や「FO

RCE TAKEOVER」コマンド等により、EMカードのアクティブ/スタンバイが切り替わった場

合は、フローティングIPも自動的に切り替わります。フローティングIPをご利用になること

で、EMカードの物理的な搭載位置を意識することなく、アクティブEM(またはスタンバイE

M)をご利用になることができます。(アクティブEMカード等についての詳細は「EMカード」

(127ページ)を参照してください。) 

● 固定IPアドレス(EMカードスロット1/2)は、EMカードの物理的な搭載位置によって決まるI

Pアドレスです。(左側がEMカードスロット1、右側がEMカードスロット2です。) 固定IPアド

レスはEMカードのアクティブ/スタンバイの状態に影響されません。 

● EMカード、CPUブレード、スイッチモジュールに対して以下のIPアドレスを割り当てること

はできません。 

 

*.*.*.0, *.*.*.255 (* は任意) 
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―構成例 

(以下は一例です。各種IPアドレスやサブネットマスクはお客様の環境にあった設定

をしてください。) 

 

① EMカードのネットワーク構成 

フローティングIP 

(アクティブEM) 

192.168.1.4 

フローティングIP 

(スタンバイEM) 

192.168.1.5 

固定IPアドレス 

(EMカードスロット 1) 

192.168.1.6 

固定IPアドレス 

(EMカードスロット 2) 

192.168.1.7 

 

② CPUブレード（スロット1～16）のネットワーク構成 

スロット 1 192.168.1.8 

スロット 2 192.168.1.9 

スロット 3 192.168.1.10 

  

スロット 16 192.168.1.23 

③ スイッチモジュール（スロット1～8）のネットワーク構成 

スロット 1 192.168.1.24 

スロット 2 192.168.1.25 

スロット 3 192.168.1.26 

  

スロット 8 192.168.1.31 

 

④ サブネットマスク・ゲートウェイの設定(EMカード、CPUブレード、スイッチモジュール共

通) 

サブネットマスク 255.255.255.0 

ゲートウェイ 192.168.1.99 

 

⑤ DNSサーバの構成(EMカード、CPUブレード、スイッチモジュール共通) 

プライマリDNS 192.168.1.111 

セカンダリ DNS 192.168.1.123 

 

 

4. CLIよりコマンドを実行して以下の項目を設定する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 
 

EMコンソールからCLIを利用している場合、EMカードのIPアドレスを変更するとEMコ

ンソールとEMカードとの接続が切断されます。EMコンソールの端末エミュレータの

接続先IPアドレスの設定をEMカードの新しいIPアドレスに変更してから、ログインしな

おしてください。(EMカードの新しいIPアドレスによっては、EMコンソールや他のネットワ

ーク機器のネットワーク設定をあらかじめ適切な値に設定しておく必要があります。) 

 

― 各IPアドレス設定(必須) 

各EMカード、CPUブレード/スイッチモジュールのネットワークを設定する。 

 (コマンドを実行してから再度プロンプトが表示されるまで約5秒の時間がかかります。) 

 

 SET NETWORK ADDRESSRANGE <フローティングIP(アクティブEM)のIPアドレス> <CP

Uブレード（スロット1）のIPアドレス> <サブネットマスク> 

 

(例) SET NETWORK ADDRESSRANGE 192.168.1.4 192.168.1.8 255.255.255.0 

 

 
 

連続する4個のIPアドレス 

(フローティングIP(アクティブ

EM)のIPアドレスを指定) 

連続する24個のIPアドレス 

(CPUブレード(スロット1)の 

IPアドレスを指定) 
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DianaScopeをご利用の場合は、<フローティングIP(アクティブEM)のIPアドレス>の

最後の数値を、4の倍数(例えば、192.168.1.4や192.168.1.8)に指定する必要があ

ります。 

 

 

 

 「SET NETWORK ADDRESSRANGE」コマンドによりフローティングIP(アクティブEM)を指定する

ことで、フローティングIP(スタンバイEM)、固定IPアドレス(EMカードスロット1)および固定IPアドレ

ス(EMカードスロット2)のIPアドレスが自動的に連続する値に設定されます。(4個の連続するIP

アドレスをあらかじめご用意ください。) 

 「SET NETWORK ADDRESSRANGE」コマンドによりCPUブレード(スロット1)のIPアドレスを指定

することで、CPUブレード(スロット2～16)およびスイッチモジュール(スロット1～8)のIPアドレス

が自動的に連続する値に設定されます。(24個の連続するIPアドレスをあらかじめご用意くださ

い。ここで連側する値とは、10進数で連続するものを意味します。例えば、"10.0.0.254"と"1

0.0.0.255"は連続する値ですが、"10.0.0.255"と"10.0.1.0"は(2進数では連続するものの1

0進数では)連続しない値です。) 

 モジュールによっては、DHCPクライアント機能に対応していない、または無効に設定されてい

るものがあります。DHCPクライアント機能に対応していない、または無効に設定されている場

合、「SET NETWORK ADDRESSRANGE」コマンドで設定したIPアドレスがモジュールに設定さ

れません。この場合は、モジュール側で個別にIPアドレスを設定するか、DHCPクライアント機

能が無効である場合は有効にしてください。（詳しくは、各種モジュールのユーザーズガイドを

参照してください。また、IPアドレスを設定する必要がないモジュールもあります。） 

 「SET NETWORK ADDRESSRANGE」コマンドで設定したIPアドレスをモジュールが取得するの

に数分程度の時間が必要となる場合があります。設定したIPアドレスをモジュールが取得して

いるかは、CPUブレードについては「SHOW SERVER LIST」コマンドから、スイッチモジュールに

ついては「SHOW SWITCH INFO」コマンドから確認することができます。(それぞれのコマンドに

ついては、「コマンド仕様」を参照してください。) 

 「SET NETWORK ADDRESSRANGE」コマンドによる本DHCP機能でスイッチモジュールに設定

されたIPアドレスは、(スイッチモジュールの種類にもよりますが)一度割り振られた後に本設定

を変更してもスイッチモジュールに反映されるまでに時間を要する場合があります。その場合

は、スイッチモジュールの再起動を行ってください。再起動後、EMカードで設定したIPアドレス

がスイッチモジュールに反映されます。(スイッチモジュールの再起動は「コマンド仕様」の「RE

START SWITCH」または、スイッチモジュールのユーザーズガイドを参照してください。) CPU

ブレードに関しては、本設定が変更されると再度振付け直す処理が実行されますので、しばら

くすると新しいIPアドレスが設定されます。(ただし、CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明

書等に異なる記載がある場合は、そちらの記載内容を優先してください。) 

 EMカードのコマンドラインインターフェース(CLI)の「SET NETWORK ADDRESSRANGE」コマン

ドで搭載モジュールのIPアドレスの設定を行った後に、搭載モジュール側のDHCPクライアント

機能の有効/無効の設定を変更してから搭載モジュールに設定が反映されるまでに、数分

程度の時間が必要となる場合があります。しばらくしても設定が反映されない場合は、CLIの

「RESTART EM」コマンドを実行してEMファームウェアを再起動させてください。 

 「SET NETWORK ADDRESSRANGE」コマンドで各種モジュールに割り当てられるIPアドレスは

マネジメントLANで有効です。ユーザLANでのIPアドレスの設定は各種ブレードおよびスイッチ

モジュールのユーザーズガイド等をご覧ください。 

 「SET NETWORK ADDRESSRANGE」コマンドで設定したIPアドレスは、対応するスロットにモジ

ュールを搭載しない場合や、搭載するモジュール自体がIPアドレスを設定しない場合は、スロ

ットに対してIPアドレスが予約された状態になります。予約されたIPアドレスと同じIPアドレスを他

のネットワーク機器には設定しないことを推奨します。 

 スルーカードは、通常IPアドレスを設定する必要のないモジュールです。(スルーカードの種類

によっては本書とは異なる仕様が記載されている場合があります。その場合は、各種CPUブレ

ードのユーザーズガイド・取扱説明書等の記載を優先してください。) 

 

 

― デフォルトゲートウェイの設定(ディフォルトゲートウェイ利用時は必須) 

デフォルトゲートウェイを設定する。 

 (コマンドを実行してから再度プロンプトが表示されるまで約5秒の時間がかかります。) 

 

SET NETWORK GATEWAY <ゲートウェイIPアドレス> 

 

 (例) SET NETWORK GATEWAY 192.168.1.99 

 

 

― DNSの設定(1つ以上のDNSサーバの登録がDNS機能利用時は必須) 

DNSサーバの登録を行う。 
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初期状態では先に設定したDNSサーバがプライマリとなる。 

(「REMOVE NETWORK DNS」コマンドで指定した登録DNSサーバを削除することが可能で

す。プライマリを削除後「ADD NETWORK DNS」コマンドを実行するとプライマリに、セカン

ダリを削除後「ADD NETWORK DNS」コマンドを実行するとセカンダリに設定されます。プ

ライマリとセカンダリの両方を削除した後「ADD NETWORK DNS」コマンドを実行するとプ

ライマリ、セカンダリの順に設定されます。「REMOVE NETWORK DNS」コマンドについては

「コマンド仕様」を参照してください。) 

  

 (ADD NETWORK DNS <プライマリDNSサーバ>) 

 (ADD NETWORK DNS <セカンダリDNSサーバ>) 

  

 (例) 

ADD NETWORK DNS 192.168.1.111 

 ADD NETWORK DNS 192.168.1.123 

 

 

 デフォルトゲートウェイおよびDNSサーバ(プライマリ、セカンダリ)は、EMカード、CPUブレードおよ

びスイッチモジュールで共通です。 

 

 

5. CLIより以下のコマンドを実行し、設定項目が変更されているかを確認する。 
 

ネットワーク設定を「SHOW NETWORK」コマンドを用いて確認する。 

 

6. 必要に応じて、EMカードを再起動する。(EMカードの再起動の方法は「コマンド仕様」の「RESTA
RT EM」を参照してください。) 

 

 

EMカードの再起動中は、モジュールの取り付け／取り外しまたは電源のON/OFF

をしないでください。途中でモジュールの取り付け／取り外しまたは電源の

ON/OFFをするとアップデートが完全に行われないばかりか、装置が正常に動か

なくなるおそれがあります。また、搭載モジュールのIDランプのON/OFF操作をし

ないでください。適切にIDランプが点灯・消灯しない場合があります。 

 

デフォルトゲートウェイおよびDNSの設定変更後は、EMカードの再起動が必要です。

(設定変更内容は、EMカードの再起動後に反映されます。) 

 

 

 以上で完了です。 

 

 

SNMP設定(EMカード) 
 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMI
NISTRATORかOPERATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない

場合は、"Administrator"またはアクセス権がADMINISTRATORかOPERATORであるユーザでロ

グインしてください。) 

 

3. CLIよりコマンドを実行して以下の項目を設定する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してくださ
い。) 

 

― コミュニティ名の設定 

(SNMP機能利用時、ライト動作設定は必須。リード／トラップ動作設定は任意。) 

各種コミュニティ名を設定する。(コミュニティ名の初期値はリード／ライト／トラップ動作と

もに"public"です。) 
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 SET SNMP COMMUNITY READ <リード動作を許可するコミュニティ名> 

 SET SNMP COMMUNITY WRITE <ライト動作を許可するコミュニティ名> 

 SET SNMP COMMUNITY TRAP <トラップ動作を許可するコミュニティ名> 

 

 

― コンタクト名の設定(任意) 

SNMPコンタクト名を設定する。 

(SNMPでのコンタクト先(例えば、本製品を搭載したラックを設置しているサーバ専用室の

所在地)をご自由に設定してください。) 

 

 SET SNMP CONTACT <コンタクト名> 

 

 

― 位置情報の設定(位置情報をESMPRO/ServerManager上で正しく表示するには必須) 

ブレード収納ユニットの位置情報を設定する。 

<ブレード収納ユニットのラック内の位置>および<ラックの高さ>は単位Unit(数字)で指定

する。 

 

 SET SNMP LOCATION <LOCATION名> 

 SET SNMP LOCATION ENCLOSURE <ブレード収納ユニットのラック内の位置> 

 SET SNMP LOCATION RACKHEIGHT <ラックの高さ> 

 

 

― SNMPトラップの通知先の指定 

(SNMP機能利用時、1つ以上のトラップ通知先のIPアドレスの設定が必須) 

SNMPトラップの通知先を指定する。 

最大3つまで指定可能。 

 

 ADD SNMP TRAPRECEIVER <トラップ通知先IPアドレス> 

 

― TrapACK機能の有効化(任意) 

TrapACK機能(SNMP Trapに対するAckを待つ機能)を有効化する。 

 

 ENABLE SNMP TRAPACK 

 

 

 「SHOW NETWORK」コマンドを実行することでSNMP機能が有効であるか確認することができま
す。(SNMP機能は初期状態で有効です。) SNMP機能が無効である場合は「ENABLE SNMP」コ

マンドを使用してSNMP機能を有効に設定し直してください。(各コマンドについて、詳しくは「コマン

ド仕様」を参照してください。) 

 TRAPRECEIVER で設定するトラップ通知先は、ESMPRO/ServerManager などのように
Trapack機能に対応している必要があります。対応していない通知先を登録した状態で 

TrapAck 機能を有効にした場合、同じトラップが複数回発行されます。 

 

 

4. CLIより以下のコマンドを実行して設定項目が反映されていることを確認する。（詳しくは「コマンド
仕様」を参照してください。) 

 

設定項目を変更した場合「SHOW SNMP」コマンドを実行する。 

SNMPのテストを行う場合「TRAPTEST」コマンドを実行する。(ESMPRO/ServerManagerを

ご利用の場合、ESMPRO/ServerManagerに「通報テスト 通報テストを行いました」と表示

されることで確認できます。) 

 

 

以上で完了です。 
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ユーザに対するモジュールアクセス権の設定(EMカード) 
 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMINI
STRATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場合は、"Admini

strator"またはアクセス権がADMINISTRATORであるユーザでログインしてください。) 

 

3. CLIよりコマンドを実行して以下の項目を設定する。(詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 
 

― モジュールへのアクセス権の設定(任意) 

ユーザのCPUブレードおよびスイッチモジュール／スルーカードへのアクセス権を設定す

る。 

（あらかじめ、設定する対象モジュールのスロット番号を確認してください） 

 

 ASSIGN [SERVER ¦ SWITCH] [<スロット番号> ¦ <スロット番号＞ - ＜スロット番号> ¦

  <スロット番号> , <スロット番号> ¦ ALL] <ユーザ名> 

＜スロット番号＞と＜スロット番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する場合、’-’

(ハイフン)または’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

 

 

― EMカードへのアクセス権の設定(任意) 

ユーザのEMカードへのアクセス権を設定する。 

 

 ASSIGN EM <ユーザ名> 

 

4. CLIより以下のコマンドを実行して設定項目が反映されていることを確認する。 
 

設定したユーザからモジュールのIDランプのON/OFF操作を行う。(操作は「コマンド一覧」

を参照してください。) 

 

― モジュールのIDランプのON/OFF 

CPUブレードおよびスイッチモジュール／スルーカードのIDランプのON/OFFを行う。 

（あらかじめ、設定する対象モジュールのスロット番号を確認してください） 

 

 SET [SERVER ¦ SWITCH] UID <スロット番号> [ON ¦ OFF] 

 

― EMカードのIDランプのON/OFF 

EMカードのＩDランプのON/OFFを行う。 

(<スロット番号>省略時はログインしているEMカードに対する操作となります。) 

 

 SET EM UID <スロット番号> [ON ¦ OFF] 

 

 

  以上で完了です。 

 

 

 

電源ユニット設定(EMカード) 
 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMINI
STRATORかOPERATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場

合は、"Administrator"またはアクセス権がADMINISTRATORかOPERATORであるユーザでログ
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インしてください。) 

 

3. CLIよりコマンドを実行して以下の項目を設定する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 
 

― 電源制御ポリシーの設定(必須) 

本EMカードが搭載されるブレード収納ユニットの電源制御ポリシーを設定する。 

 

PERFORMANCE：性能優先モード（冗長が維持できない状態においても、電力使用を優

先する） 

REDUNDANCY：冗長維持モード（電力の冗長を維持する） 

 

 SET POWER POLICY [PERFORMANCE ¦ REDUNDANCY] 

 

― 電源冗長モードの設定(必須) 

本EMカードが搭載されるブレード収納ユニットの電源冗長モードを設定する。 

 

AC：AC二重化モード(N+N冗長) 

POWERSUPPLY：個別電源冗長モード(N+1冗長) 

 

 

 SET POWER REDUNDANCY [AC ¦ POWERSUPPLY] 

 

 

電源制御ポリシーおよび電源冗長モードは、以下の組合せに設定できません。 

電源制御ポリシー：性能優先モード(PERFORMANCE) 

電源冗長モード：AC二重化モード(AC) 

 

 

 

4. CLIより以下のコマンドを実行して設定項目が反映されていることを確認する。（詳しくは「コマンド
仕様」を参照してください。) 

 

「SHOW POWER」コマンドを実行する。 

 

5. AC電源を一旦OFFにしてから、再度AC電源をONにしてください。(AC電源ON/OFFの方法は
「ブレード収納ユニットの電源ON/OFF」を参照してください。) 

 

電源制御ポリシーおよび電源冗長モードは、AC電源の再投入を行った後に反映さ

れます。 

 

 

  以上で完了です。 
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EMカードの設定確認およびバックアップ･リストア 
 

 

 Config情報の設定確認およびバックアップ・リストアは"Administrator"またはア
クセス権がADMINISTRATORであるユーザで行ってください。 

 Config情報の設定確認およびバックアップ・リストアはアクティブEMカードから行
ってください。(アクティブEMカードについての詳細は「EMカード」(127ページ)を

参照してください。) 

 
 

以下の手順でEMカードの設定確認および設定内容(Config情報)のバックアップを行います。(Confi

g情報について、詳しくは「Config情報管理」(228ページ)を参照してください。) 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMINI
STRATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場合は、"Admini

strator"またはアクセス権がADMINISTRATORであるユーザでログインしてください。) 

 

3. CLIより以下のコマンドを実行してConfig情報を確認する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してく
ださい。) 

 

― Config情報の確認 

本ブレード収納ユニットのConfig情報を確認する。 

 

 SHOW CONFIG 

 

以下の操作では、バックアップデータ保存のためEMカードからアクセス可能なサーバ

が必要になります。(ftpサーバの利用を推奨します。ftpサーバソフトウェアは最新のも

のをご利用ください。vsftpdをご利用の場合はバージョン 1.2.1以上をご使用くださ

い。) 

 

 

4. CLIより以下のコマンドを実行してConfig情報をバックアップする。（詳しくは「コマンド仕様」を参照
してください。) 

 

― Config情報のバックアップ(強く推奨) 

本ブレード収納ユニットのConfig情報をバックアップする。 

<URL指定>にはConfig情報をバックアップするURLを指定する。(ftpサーバの利用を推奨

します。) 

 

<URL指定>の例(サーバ側で指定したディレクトリからの相対パスを指定してください)： 

"ftp://<ホスト名（またはIPアドレス）>/<パス>"(Anonymous ftpの場合) 

"ftp://<username>:<password>@<ホスト名（またはIPアドレス）>/<パス>"(ftp(ユーザ-

パスワード)の場合) 

※ <パス>はバックアップのファイル名を含む。(指定したファイル名のファイルが作成さ

れます。) 
(’"’（ダブルクォーテーション）でくくった範囲は大文字/小文字が区別されます。"ftp"は小

文字で入力してください。) 

 

 UPLOAD CONFIG <URL指定> 

 

5. <URL指定>で指定したサーバに対してファイルがアップロードされたことを確認する。 
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以上の操作を事前に行った後に、何らかの原因によりEMカード内のConfig情報の修

復が必要な場合には以下の操作により設定を復帰させることができます。(あらかじめ

Config情報のバックアップを行っていない場合、Config情報の復元は行えません。) 

 

 

以下の手順でConfig情報のリストアを行います。Config情報のリストアを行うにはあらかじめConfig情

報のバックアップを行う必要があります。 

 

Config情報のリストアを行うと、各種設定がConfig情報バックアップ時の値が変更さ

れます。(バックアップ・リストアの対象となる設定項目は、「コマンド仕様」の「SET 

FACTORY」を参照してください。) Config情報のリストアを行う前に、これらの設定が

変更されても (例えば、各種モジュールのネットワーク設定が変更されても) 問題が

ないことを確認の上、Config情報のリストアを行ってください。 

 

1. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMINI
STRATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場合は、"Admini

strator"またはアクセス権がADMINISTRATORであるユーザでログインしてください。) 

 

2. CLIより以下のコマンドを実行してConfig情報をリストアする。（詳しくは「コマンド仕様」を参照して
ください。) 

Config情報のリストアの完了後、EMカードは自動的に再起動されます。 

 

― Config情報のリストア 

本ブレード収納ユニットのConfig情報をリストアする。 

<URL指定>にはConfig情報をバックアップしたURL（フルパス）を指定する。 

※ <パス>はバックアップのファイル名を含む。 

 

 DOWNLOAD CONFIG <URL指定> 

 

 
● 2台のEMカードを搭載している場合は、アクティブEMカードからConfig情報のリストアを行

うと、スタンバイEMカードにも自動的に同じ設定が反映されます。(設定の反映には数秒

掛かる場合があります。アクティブEMカード等についての詳細は「EMカード」(127ページ)

を参照してください。) 

● EMカードの再起動中は、モジュールの取り付け／取り外しまたは電源のON/OFFをしない

でください。途中でモジュールの取り付け／取り外しまたは電源のON/OFFをするとアップ

デートが完全に行われないばかりか、装置が正常に動かなくなるおそれがあります。ま

た、搭載モジュールのIDランプのON/OFF操作をしないでください。適切にIDランプが点

灯・消灯しない場合があります。 

 

 

3. EMカードが再起動された後で、EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIにログインする。 
 

4. CLIより以下のコマンドを実行してConfig情報のリストアが反映されていることを確認する。（詳しく
は「コマンド仕様」を参照してください。) 

 

― Config情報の確認 

本ブレード収納ユニットのConfig情報を確認する。 

 

 SHOW CONFIG 

 

以上で完了です。(なお、各ユーザのパスワードはバックアップの対象外です。Config情報をリス

トアした後、各ユーザのパスワードを設定しなおしてください。また、タイムゾーンもバックアップの

対象外です。Config情報をリストアした後、必要に応じて設定しなおしてください。各種設定の仕

方は「初期設定」を参照してください。) 
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I/O仮想化ブレードやI/O仮想化スイッチによるI/O仮想化機構をご利用の場合は、I/O仮想化ブレー

ドのユーザーズガイドも併せてご覧ください。 
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DianaScope設定(EMカード) 
 

DianaScope Managerを使用する場合は、EMカード側でDianaScope Gatewayのユーザパスワード

を以下の手順であらかじめ設定する必要があります。DianaScope Managerでは、サーバ登録時に

認証キーが必要です。ここで設定したユーザパスワードを認証キーに設定してください。また、登録

するサーバのＩＰアドレスには、EMカードの固定IPアドレスを指定してください。(EMカードの固定ＩＰアド

レスについては、「ネットワーク設定(EMカード)」を参照してください。DianaScopeの運用については、

DianaScopeのインストレーションガイドおよびCPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等を参照

してください。) 

 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMINI
STRATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場合は、"Admini

strator"またはアクセス権がADMINISTRATORであるユーザでログインしてください。) 

 

3. CLIよりコマンドを実行して以下の項目を設定する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 
 

― DianaScopeユーザパスワードの設定(DianaScope使用時必須) 

本EMカードが搭載されるブレード収納ユニットのDianaScope Gatewayのユーザパスワード

を設定する。(このユーザパスワードはDianaScope Managerで認証キーとして使用する。) 

パスワードは16文字以内の英数字で設定することができます。(パスワードの初期値は"gu

est"です。) 

 

 SET DSGPASSWORD <パスワード> 

 

 

4. CLIより以下のコマンドを実行して設定項目が反映されていることを確認する。（詳しくは「コマンド
仕様」を参照してください。) 

 

「SHOW DSGPASSWORD」コマンドを実行する。 

 

 

 

「SHOW DSGSTATE」コマンドを実行することでDianaScope Gateway対応が有効であるか確認するこ

とができます。(DianaScope Gateway対応は初期状態で有効です。) DianaScope Gateway対応が

無効である場合は「SET DSGSTATE」コマンドを使用してDianaScope Gateway対応を有効に設定し

直してください。(各コマンドについて、詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 

 

 

  以上で完了です。 

 

 

各種設定(CPUブレード) 
 

CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等を参照してください。 

 

 

スイッチモジュール／スルーカードへのコンソール接続 
 

以下の手順で、EMカードを経由してスイッチモジュール／スルーカードにコンソールを接続すること

ができます。接続後は接続先スイッチモジュールのコンソール仕様によります。(スイッチモジュール

／スルーカードに直接コンソールを接続した場合と同じ仕様です。) 接続後は各種スイッチモジュ

ールのユーザーズガイドを参照して、各種設定を行ってください。 

なお、接続できないまたは接続する必要のないスイッチモジュール／スルーカードもあります。詳しく
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は、各種スイッチモジュール／スルーカードのユーザーズガイドを参照してください。 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIからログインしていることを確認する。(ログインし
ていない場合はログインしてください。) 

 

3. CLIよりコマンドを実行してスイッチモジュールに接続し、各種設定を行う。(接続後の操作につい
て、詳しくは「コマンド仕様」および接続先のスイッチモジュールのユーザーズガイドを参照してく

ださい。) 

 

― スイッチモジュールへのコンソール接続 

 

 CONNECT SWITCH <スイッチモジュール番号> 

 

 

  以上で完了です。 

 

 

スルーカードは、通常コンソール接続を行う必要のないモジュールです。(スルーカードの種類によっ

ては本書とは異なる仕様が記載されている場合があります。その場合は、各種CPUブレードのユー

ザーズガイド・取扱説明書等の記載を優先してください。) 

 

 

 

 

各種設定(スイッチモジュール／スルーカード) 
 

スイッチモジュール／スルーカードのユーザーズガイドを参照してください。 
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動作状態の確認 
 

ブレード収納ユニットおよびブレード収納ユニットに搭載されるモジュールの動作状態を確認します。

動作状態の確認はEMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから行います。 

 

ブレード収納ユニット 
 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのＣＬＩにログインしていることを確認する。(ログインし
ていない場合はログインしてください。) 

 

3. CLIより以下のコマンドを実行する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 
 

― ブレード収納ユニット各種ステータスの確認 

本EMカードが搭載されるブレード収納ユニットの各種ステータスを確認する。 

 

 SHOW ENCLOSURE STATUS 

 

「Failed」の表示がある場合は該当モジュールが適切なスロットに取り付けられていること

を確認してください。適切なスロットに取り付けられている場合は、再起動可能なモジュー

ルは該当モジュールを再起動してください。再起動しても症状が改善されない場合は該

当モジュールを交換してください。 

 

― ブレード収納ユニット搭載モジュールの状態および温度の確認 

本EMカードが搭載されるブレード収納ユニット搭載モジュールの状態および温度を確認

する。 

 

 SHOW ENCLOSURE TEMP 

 

「Failed」の表示がある場合は該当モジュールが適切なスロットに取り付けられていること

を確認してください。適切なスロットに取り付けられている場合は、再起動可能なモジュー

ルは該当モジュールを再起動してください。再起動しても症状が改善されない場合は該

当モジュールを交換してください。 

 

  以上で完了です。 

 

 

FANユニット 
 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのＣＬＩにログインしていることを確認する。(ログインし
ていない場合はログインしてください。) 

 

3. CLIより以下のコマンドを実行する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 
 

― FANユニットの状態の確認 

本EMカードが搭載されるブレード収納ユニットのFANユニットの状態を確認する。 

 

 SHOW ENCLOSURE FAN <FANユニット番号 ¦ ALL> 

 

「Failed」の表示がある場合はFANユニットが適切なスロットに取り付けられていることを確
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認してください。適切なスロットに取り付けられている場合は予備のFANユニットと交換して

ください。 

 

  以上で完了です。 

 

 

電源ユニット 
 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのＣＬＩにログインしていることを確認する。(ログインし
ていない場合はログインしてください。) 

 

3. CLIより以下のコマンドを実行する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 
 

― 電源ユニットの状態の確認 

本EMカードが搭載されるブレード収納ユニットの電源ユニットの状態を確認する。 

 

 SHOW ENCLOSURE POWERSUPPLY <電源ユニット番号 ¦ ALL> 

 

「Failed」の表示がある場合は電源ユニットが適切なスロットに取り付けられていることを確

認してください。適切なスロットに取り付けられている場合は予備の電源ユニットと交換して

ください。 

 

  以上で完了です。 
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EMファームウェアのアップデート 
 

EMカードのファームウェア(EMファームウェア)をアップデートします。EMファームウェアのアップデート

はEMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから行います。 

 

 

 
● EMファームウェアのアップデート中はEMカードに供給しているブレード収納ユニットの

AC電源や無停電電源装置(UPS)等をOFFにしないでください。途中で電源がOFFになる

とアップデートが完全に行われないばかりか、装置が正常に動かなくなるおそれがあり

ます。 

● EMファームウェアのアップデートおよびEMカードの再起動中は、モジュールの取り付け

／取り外しまたは電源のON/OFFをしないでください。途中でモジュールの取り付け／取

り外しまたは電源のON/OFFをするとアップデートが完全に行われないばかりか、装置が

正常に動かなくなるおそれがあります。また、搭載モジュールのIDランプのON/OFF操作

をしないでください。適切にIDランプが点灯・消灯しない場合があります。 

● EMファームウェアのアップデートの際は、必要に応じてConfig情報のバックアップおよび

リストアを行ってください。2台のEMカードを搭載していない場合、Config情報のバックア

ップおよびリストアを行わないと、ブレード収納ユニットの設定内容が消去されます。(な

お、各ユーザのパスワードはバックアップの対象外です。Config情報をリストアした後、

各ユーザのパスワードを設定しなおしてください。また、タイムゾーンもバックアップの対

象外です。Config情報をリストアした後、必要に応じて設定しなおしてください。各種設定

の仕方は「初期設定」を参照してください。) 

● Config情報のリストアの際はブレード収納ユニットに搭載したすべてのCPUブレードの電

源をOFFにしてください。CPUブレードの電源がONのままConfig情報のリストアをすると、

Config情報が正しく設定されないおそれがあります。 

 

 

 

 

NEC 8番街で配布されるEMファームウェアを使用して、本装置のEMカードのファームウェアをアップ

デートすることができます。次のホームページに詳しい説明があります。 

 

『NEC 8番街』：http://nec8.com/ 

 

EMファームウェアのアップデートを行う手順は本書をご覧ください。(ダウンロード時の説明事項およ

びダウンロードしたファイルにドキュメントファイルが添付されている場合は、これらも併せてご確認くだ

さい。) 

http://nec8.com/
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EMファームウェアイメージの設置 
 

アップデートするEMファームウェアのイメージファイル(EMファームウェアイメージ)をあらかじめ設置

する必要があります。EMカードからアクセス可能なtftpサーバ、ftpサーバまたはhttpサーバを準備し、

EMファームウェアイメージを設置してください。 

 

 

 EMファームウェアイメージを設置するサーバにおいて、OSのファイアウォール機能またはファイ
アウォール機能を持ったソフトウェアを使用している場合は、該当するポートが利用可能な設定

であることを確認してください。ftpサーバを利用する場合は、ftpサーバがパッシブモードに設定

されていることを確認してください。 

 EMファームウェアイメージを設置するサーバにおいて、DeploymentManager (DPM)がインストー
ルされている場合、DPMのtftpサーバが既に動作している可能性があります。その場合、他のソ

フトウェアによるtftpサーバは正常に動作しない可能性があります。DPMのtftpサーバは

Windowsサービスとして動作するため、管理ツールの「サービス」から停止をしてください。(DPM

についてはDPMのユーザーズガイドを、OSの操作についてはOSの説明書等を参照してくださ

い。) 

 tftpサーバを利用してConfig情報をバックアップする場合、tftpサーバ上のバックアップ先のフ
ォルダにConfig情報を格納するファイルを作成し、EMカードからアクセスできる適切なアクセス

権をあらかじめ設定する必要があります。(詳しくはtftpサーバソフトウェアの説明書等を参照し

てください。) 
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EMファームウェアのアップデート 
 

 EMファームウェアのアップデートは"Administrator"またはアクセス権が
ADMINISTRATORであるユーザで行ってください。 

 EMファームウェアのアップデートはアクティブEMカードから行ってください。(アク
ティブEMカードについての詳細は「EMカード」(127ページ)を参照してください。) 

 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administrator"またはアクセス権がADMI
NISTRATORであるユーザでログインしていることを確認する。(ログインしていない場合は、"Ad

ministrator"またはアクセス権がADMINISTRATORであるユーザでログインしてください。) 

 

3. CLIより以下のコマンドを実行してEMファームウェアのバージョンを確認する。（詳しくは「コマンド
仕様」を参照してください。) 

アップデートしようとするEMファームウェアと同じバージョンか新しいバージョンのEMファームウ

ェアがすでにインストールされている場合は、アップデートは必要ありません。 

 

― EMファームウェアのバージョンの確認 

本EMカードのバージョンおよびEMファームウェアのバージョンを表示する。 

 

 SHOW VERSION 

 

 

4. 必要に応じて、Config情報をバックアップする。（詳しくは「EMカードの設定確認およびバックア
ップ･リストア」を参照してください。) 

 

 

EMファームウェアのアップデートの際は、必要に応じてConfig情報のバックアップ

およびリストアを行ってください。2台のEMカードを搭載していない場合、Config情

報のバックアップおよびリストアを行わないと、ブレード収納ユニットの設定内容が

消去されます。(なお、各ユーザのパスワードはバックアップの対象外です。Config

情報をリストアした後、各ユーザのパスワードを設定しなおしてください。また、タイ

ムゾーンもバックアップの対象外です。Config情報をリストアした後、必要に応じて

設定しなおしてください。各種設定の仕方は「初期設定」を参照してください。) 
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5. CLIより以下のコマンドを実行してEMファームウェアをアップデートする。（詳しくは「コマンド仕様」
を参照してください。) 

EMファームウェアのアップデート作業にはしばらく時間がかかります。 

 

EMファームウェアのアップデート完了後、EMカードは自動的に再起動されます。 

 

― EMファームウェアのアップデート 

本EMカードのEMファームウェアをアップデートする。 

<URL指定>にはEMファームウェアイメージを設置したURL(tftp、ftp、http)を指定する。 

<URL指定>の例(ユーザホームからのパスを指定)： 

"tftp://<ホスト名（またはIPアドレス）>/<パス>"(tftpの場合) 

"ftp://<ホスト名（またはIPアドレス）>/<パス>"(Anonymous ftpの場合) 

"ftp://<username>:<password>@<ホスト名（またはIPアドレス）>/<パス>"(ftp(ユーザ-

パスワード)の場合) 

"http://<ホスト名（またはIPアドレス）>/<パス>"(httpの場合) 

※ <パス>はEMファームウェアイメージのファイル名を含む。 
(’"’（ダブルクォーテーション）でくくった範囲は大文字/小文字が区別されます。"tftp"、 "ft

p"、 "http"は小文字で入力してください。) 

 

 UPDATE IMAGE <URL指定> 

 

 

6. EMカードが再起動された後で、EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIから"Administr
ator"またはアクセス権がADMINISTRATORかOPERATORであるユーザでログインする。 

 

7. CLIより以下のコマンドを実行して、EMファームウェアのアップデートが反映されていることを確認
する。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 

 

― EMファームウェアのバージョンの確認 

本EMカードのバージョンおよびEMファームウェアのバージョンを表示する。 

 

 SHOW VERSION 

 

以上でEMファームウェアのバージョンアップは完了ですが、必要に応じて以下のConfig情報のリスト

アを行ってください。（詳しくは「EMカードの設定確認およびバックアップ･リストア」を参照してくださ

い。) 

 

 

EMファームウェアのアップデートの際は、必要に応じてConfig情報のバックアップ

およびリストアを行ってください。2台のEMカードを搭載していない場合、Config情

報のバックアップおよびリストアを行わないと、ブレード収納ユニットの設定内容が

消去されます。(なお、各ユーザのパスワードはバックアップの対象外です。Config

情報をリストアした後、各ユーザのパスワードを設定しなおしてください。また、タイ

ムゾーンもバックアップの対象外です。Config情報をリストアした後、必要に応じて

設定しなおしてください。各種設定の仕方は「初期設定」を参照してください。) 
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パスワードリカバリ 
 

EMシリアルコンソールの操作により、"Administrator"のパスワードを初期パスワードに変更し、初期

パスワードをモニタに表示します。(本機能は"Administrator"のパスワードを忘れたときのみご利用く

ださい。) 

 

 

 パスワードリカバリはEMコンソールからは行えません。EMシリアルコンソールから行
ってください。 

 パスワードリカバリはアクティブEMカード(現用系のEMカード)から行ってください。 
 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMカードにEMシリアルコンソールが接続されていることを確認する。(EMシリアルコンソールの接
続は「ケーブルの接続」を参照してください。) 

 

3. EMカードのRESETスイッチを5秒以上押す。(RESETスイッチを押すには、直径約1.0mm、長さ
約30mm以上の金属製のピン(太目のゼムクリップを引き伸ばして代用できる)をEMカード前面に

あるRESETスイッチのホールに指し込んでゆっくりと押し、5秒以上押し続けてください。) 

 

 

2台のEMカードを搭載している場合は、RESETスイッチを押してから2分以内にロ

グインを行ってください。2分以上経過すると、アクティブEMカードとスタンバイEM

カードが自動的に切り替わります。（アクティブEMカード等についての詳細は「EM

カード」(127ページ)を参照してください。) 

 

 

4. EMカードのSTATUSランプがアンバー色に点灯するのを確認して、RESETスイッチを放す。 
(RESETスイッチを放すと、EMカードのSTATUSランプは緑色点灯します。) 

 

5. EMシリアルコンソールのモニタに以下のメッセージが表示されたら、EMシリアルコンソールのキ
ーボードの"L"（エル）のキーを押す。 

 

NEC SIGMABLADE Enclosure Manager booting... 

 

Lost Password or Flash Recovery requested 

Press L for Lost Password Recovery 

Press Z for U-Boot console 

Press any other key to reset 

 

 

6. "Administrator"の初期パスワードがEMシリアルコンソールのモニタに表示されるのでこれを記
録する。 

 

7. ログイン画面が表示されたら、先ほど記録した"Administrator"のパスワードを入力して"Adminis
trator"でログインする。 

 

8. "Administrator"のパスワードを変更する。パスワードの変更の仕方は「初期設定」を参照してく
ださい。 

 

  以上で完了です。 
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モジュールの交換 
 

ブレード収納ユニットに搭載されたスイッチモジュール／スルーカード、CPUブレード、EMカード、FAN

ユニットおよび電源ユニットは、ブレード収納ユニット電源がONの状態(他のCPUブレードおよびスイッ

チモジュール／スルーカードが動作している状態)でも交換することができます。(ただし、モジュール

によって交換可能な条件が異なります。詳しくは各モジュールの項目を確認してください。) また、

モジュールの増設も、交換と同様の手順で行うことができます。(増設の場合、モジュールの取り外し

手順は不要です。) 

 

 
 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死

亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、3ページ以降の説明をご覧

ください。 

 

● 複数のCPUブレード、スイッチモジュール／スルーカード、EMカード、FANユニ

ット、電源ユニット、またはその他モジュールを同時に取り付け/取り外し・交換

しない 

● ブレード収納ユニット内部に手を入れない 
  

 

 

スイッチモジュール／スルーカード 
 

スイッチモジュール／スルーカードを交換します。スイッチモジュール／スルーカードはブレード収納

ユニットの電源がONの状態(他のスロットのCPUブレードおよびスイッチモジュール／スルーカードが

動作している状態)でも交換することができます。(スイッチモジュール／スルーカードのユーザーズ

ガイドも併せてご覧ください。) 

※ スイッチモジュール／スルーカードの種類によっては本書とは異なる操作・手順を必要とする場

合があります。その場合は、各種スイッチモジュール／スルーカードのユーザーズガイドの記載

を優先してください。 

 

 

1. 交換するスイッチモジュール／スルーカードを確認する。 
 

 
● スイッチモジュール／スルーカード交換の際は、交換するスイッチモジュール／スルー

カードを経由した通信は行えません。 

● ブレード収納ユニットの電源がONの状態でスイッチモジュール／スルーカードを交換す

る場合は、すみやかに行ってください。スイッチモジュール／スルーカードを取り外した

ままの状態にしておくと冷却効率が低下するため、スイッチモジュール／スルーカード

またはスイッチモジュールブランクパネルを取り付けてください。 

 

2. 交換するスイッチモジュール／スルーカードに接続されているケーブルをすべて外す。 
 

3. 交換するスイッチモジュールスロットのスイッチモジュール／スルーカードを取り外す。(スイッチ
モジュール／スルーカードの取り外し方は「スイッチモジュール/スルーカードの取り付け」を参

照してください。) 

 

4. 交換するスイッチモジュールスロットにスイッチモジュール／スルーカードを取り付ける。(スイッ
チモジュール／スルーカードの取り付け方は「スイッチモジュール/スルーカードの取り付け」を

参照してください。) 

取り付けたスイッチモジュール／スルーカードの電源は自動的にONになります。 
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モジュールを誤った位置に取り付けたり、電源ユニットやFANユニットの数が不足して

いると自動的に電源ONされない場合があります。各種モジュールが適切な構成であ

ることを確認してください。 

 

5. スイッチモジュール／スルーカードのPOWERランプ、STATUSランプ等が正常であることを確認
する。(POWERランプ、STATUSランプ等の有無、動作はスイッチモジュール／スルーカードに

よって異なります。各スイッチモジュール／スルーカードのユーザーズガイドを参照してくださ

い。) 

 

 

スイッチモジュール／スルーカードに名称を設定している場合、スイッチモジュール／スルーカード

自体に名称が保持されています。スイッチモジュール／スルーカードを交換した後は、必要に応じて

「SET SWITCH NAME」コマンドで再度名称を設定してください。(コマンドについての詳細は、「コマンド

仕様」を参照してください。) 

 

 

  以上で完了です。 

 

 

CPUブレード 
 

CPUブレードを交換します。CPUブレードはブレード収納ユニットの電源がONの状態(他のスロットのCP

Uブレードおよびスイッチモジュール／スルーカードが動作している状態)でも交換することができます。

(CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等も合わせてご覧ください。) 

※ CPUブレードの種類によっては本書とは異なる操作・手順を必要とする場合があります。その場

合は、各種CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書等の記載を優先してください。 

 
 

1. 交換するCPUブレードを確認する。 
 

2. 交換するCPUブレードの電源がOFFであることを確認する。交換するCPUブレードの電源がONの
場合はCPUブレードの電源をOFFにする。(CPUブレードの電源をOFFにする方法は「CPUブレード

の電源ON/OFF」を参照してください。) 
 

 
● CPUブレードの交換の際は、交換の対象となるCPUブレードの電源がOFFになっている

ことを確認してから以下の作業を行ってください。電源がONの状態のCPUブレードを取

り外すと保存されているデータが失われるおそれがあります。 

● ブレード収納ユニットの電源がONの状態でCPUブレードを交換する場合は、すみやかに

行ってください。CPUブレードを取り外したままの状態にしておくと冷却効率が低下する

ため、CPUブレードまたはCPUブレードブランクキットを取り付けてください。 
 

3. 交換するCPUブレードに接続されているケーブルをすべて外す。 
 

4. 交換するCPUブレードを取り外す。（CPUブレードの取り外し方は「CPUブレードの取り付け」を参照
してください。） 

 

5. 交換するCPUモジュールスロットに新しいCPUブレードを取り付ける。 (CPUブレードの取り付け方
は「CPUブレード取り付け」を参照してください。) 

 

6. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

 

7. CPUブレードの電源をONにする。(CPUブレードの電源をONにする方法は「CPUブレードの電源ON
/OFF」を参照してください。) 
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モジュールを誤った位置に取り付けたり、電源ユニットやFANユニットの数が不足して

いると電源がONにできない場合があります。各種モジュールが適切な構成であること

を確認してください。 

 

 

8. CPUブレードのPOWER/STATUSランプ等が正常であることを確認する。(POWER/STATUSラン
プ等の動作はCPUブレードによって異なります。各CPUブレードのユーザーズガイド・取扱説明書

等を参照してください。) 

 

 

  以上で完了です。 

 

 

 

EMカード 
 

EMカードを交換します。EMカードは搭載しているブレード収納ユニットの電源がONの状態でも交換

することができます。 

 

1. 交換するEMカードを確認する。 
 

 
● 1台のEMカードで運用の際はあらかじめConfig情報がバックアップ済みであることを確

認してください。バックアップを行っていない場合は、Config情報をバックアップしてくだ

さい。Config情報のバックアップを行っていないと、ブレード収納ユニットの初期設定が

消去されることがあります。 (なお、各ユーザのパスワードはバックアップの対象外で

す。Config情報をリストアした後、各ユーザのパスワードを設定しなおしてください。バッ

クアップの方法およびパスワードの設定の仕方は「初期設定」を参照してください。) 

● ブレード収納ユニットの電源がONの状態でEMカードを交換する場合は、すみやかに行

ってください。EMカードを取り外したままの状態にしておくと冷却効率が低下するため、

EMカードまたはEMカードブランクパネルを取り付けてください。また、EMカードが1台も

搭載されていない状態ではシステムの障害を検出できません。すみやかに1台以上の

EMカードを取り付けてください。 

● EMカードの再起動中は、モジュールの取り付け／取り外しまたは電源のON/OFFをしな

いでください。途中でモジュールの取り付け／取り外しまたは電源のON/OFFをするとア

ップデートが完全に行われないばかりか、装置が正常に動かなくなるおそれがありま

す。また、搭載モジュールのIDランプのON/OFF操作をしないでください。適切にIDラン

プが点灯・消灯しない場合があります。 

● 2台のEMカードを搭載している場合、EMカードの"Administrator"のパスワードは、2台

のEMカードともアクティブEMカード(現用系のEMカード)のパスワードが自動的に設定さ

れます。(同じパスワードがアクティブEMカード(現用系のEMカード)およびスタンバイEM

カード(待機系のEMカード)に設定されます。したがって、スタンバイEMカードでは、設定

変更を行わなくても、"Administrator"の初期パスワードはEMカードのラベルまたはリリ

ースレバーに取り付けてられているタグラベルの記載とは異なる場合があります。) 2

台のEMカードが搭載されている状態で、EMカードの交換を行った場合は、交換前の状

態におけるアクティブEMカードに設定されていたパスワードが自動的に交換用のEMカ

ードに設定されます。 

 
 

2. 交換するEMカードに接続されているケーブルをすべて外す。 
 

3. 交換するEMカードを取り外す。（「EMカードの取り付け」を参照してください。） 
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4. 交換するEMカードスロットに新しいEMカードを取り付ける。 (「EMカードの取り付け」を参照してく
ださい。) 

取り付けたEMカードの電源は自動的にONになります。 

 

5. 取り付けたEMカードのSTATUSランプが正常(緑色点灯)であることを確認する。取り付けたEMカ
ードがアクティブEMであった場合、EMカードのACTIVEランプがアクティブを示す表示(緑色点

灯)であることを確認する。 

 

6. 必要に応じて、取り付けたEMカードのConfig情報のリストアを行う。（ブレード収納ユニットにEMカ
ードが2台搭載されている場合は自動的にConfig情報が引き継がれます。Config情報のリスト

アについては、初期設定の「EMカードの設定確認およびバックアップ･リストア」を参照してくださ

い。) 

 

  以上で完了です。 

 

Config情報のバックアップ・リストアは"Administrator"またはアクセス権が

ADMINISTRATORであるユーザで行ってください。 

 
 Config情報のバックアップがない場合にはリストアは行えません。「初期設定」を参照して設

定を再度行ってください。 

 ブレード収納ユニットの動作中にEMカードを取り外すと、FANユニットのFANが高速回転した

り、FANランプがアンバー色に点滅する場合がありますが、正常な動作です。 

 
 

また、EMカードスロット1に加えてEMカードスロット2に増設EMカードを搭載している場合、アクティブE

Mカード(現用系のEMカード)で障害が発生すると、自動的にスタンバイEMカード(予備系のEMカード)

がアクティブに切り替わります。 

 

 
● スタンバイEMカードでは多くの機能が制限されています。(詳しくは「コマンド一覧」を参

照してください。) 通常はアクティブEMカードをご使用ください。 

● アクティブEMカードからCLIによりConfig情報の設定を行うと、スタンバイEMカードにも

同じConfig情報が自動的に設定されます。(ただし、アクティブEMカードとスタンバイEM

カードのEMファームウェアのバージョンが異なる場合は、自動的に設定されません。) 

● アクティブEMカードからEMファームウェアのアップデートを行うと、スタンバイEMカード

にも自動的にEMファームウェアのアップデートが行われます。 

 

 

EMカードのアクティブ/スタンバイは、EMカードのACTIVEランプで見分けることができます。EMカード

がアクティブEMであった場合、EMカードのACTIVEランプがアクティブを示す表示(緑色点灯)となりま

す。(詳しくは「各部の名称」を参照してください。) また、以下の手順でEMカードのCLIよりEMカードの

アクティブ/スタンバイを確認することができます。（詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。) 

 

 

1. EMカードの電源がONになっていることを確認する。 
 

2. EMシリアルコンソールまたはEMコンソールのCLIからログインしていることを確認する。(ログインし
ていない場合はログインしてください。) 

 

3. CLIより以下のコマンドを実行してアクティブ/スタンバイを確認する。（詳しくは「コマンド仕様」を
参照してください。) 

 

― EMカードの各種ステータスの確認 



                                               

 129 

本EMカードの各種ステータスを確認する。 

 

 SHOW EM STATUS 

 

  以上で完了です。 
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FANユニット 
 

FANユニットを交換します。FANユニットは搭載しているブレード収納ユニットの電源がONの状態でも

交換することができます。 

 

 
ブレード収納ユニットの電源がONの状態でFANユニットを交換する場合は、すみやかに行

ってください。FANユニットを取り外したままの状態にしておくと冷却効率が低下するため、

FANユニットまたはFANユニットブランクパネルを取り付けてください。 

 

 

1. 交換するFANユニットの位置を確認する。 
 

2. 交換するFANユニットを取り外す。（「FANユニットの取り付け」を参照してください。） 
 

3. 交換するFANスロットにFANユニットを取り付ける。（「FANユニットの取り付け」を参照してくださ
い。） 

 

4. 取り付けたFANユニットのFANランプが緑色点灯することを確認する。 
 

5. 取り付けたFANユニットがEMカードから認識されたことを確認する。（「動作状態の確認」を参照
してください。） 

 

  以上で完了です。 
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電源ユニット 
 

電源ユニットを交換します。電源ユニットは搭載しているブレード収納ユニットの電源がONの状態で

も交換することができます。 
 

1. 交換する電源ユニットの位置を確認する。 
 

2. 冗長構成にしていない場合は、該当するスロットに搭載しているすべてのCPUブレードの電源を
OFFにする。 

 

 
● 冗長構成でない電源ユニットを取り外す場合は，ブレード収納ユニットに搭載されてい

るすべての機器の電源をOFFにしてください。 

● ブレード収納ユニットの電源がONの状態で電源ユニットを交換する場合は、すみやか

に行ってください。電源ユニットを取り外したままの状態にしておくと冷却効率が低下す

るため、電源ユニットまたは電源ユニットブランクパネルを取り付けてください。 

 

3. 交換する電源ユニットを取り外す。（「電源ユニットの取り付け」を参照してください。） 
 

4. 交換する電源スロットに電源ユニットを取り付ける。（「電源ユニットの取り付け」を参照してくださ
い。増設の場合は対応するACインレットに電源コードを取り付け、電源コンセント/タップ・無停

電電源装置(UPS)等に接続してください。電源コードの取り付けについては、「ケーブルの接続」

を参照してください。） 

 

5. 取り付けた電源ユニットの電源ランプが正常(緑色点灯)であり、電源ALARMランプが正常(消
灯)であることを確認する。 

 

6. 取り付けた電源ユニットがEMカードから認識されたことを確認する（「動作状態の確認」を参照
してください。） 

 

  以上で完了です。 
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～ Memo ～ 
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～ Memo ～ 
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コマンド入力仕様 
 

 

CLI起動方法 
 

 

起動方法 
 

SIGMABLADE-H EMファームウェアは、以下のいずれかの手段でEMファームウェアへ接続（ログイン）し、C

LIを起動する形態をとります。 

 

方法1：EMシリアルコンソール経由 

方法2：Telnet経由 

方法3：SSH経由 

 

EMシリアルコンソール経由 
 

EMカードには、外部のPCから操作できることを目的にシリアル(COM)ポートが装備されています。 

PC－EMカード間をシリアルケーブルで接続すると、EMファームウェアのシステムコンソールが表示されま

す。 

 

シリアルケーブル接続パラメータ 

シリアルケーブルは、クロスケーブルを使用してください。 

転送速度 ：115200bps 

データ長 ：8ビット 

パリティ  ：None 

ストップビット ：1ビット 

フロー制御 ：None 

 

EMシリアルコンソールへ接続が成功すると、以下の画面が表示されます。ログインプロンプトより CLI用ユー

ザアカウントでログインすることで、CLIが起動します。あらかじめ登録済のユーザ名および正しいパスワードを

入力すると、CLI画面へログインすることができます。 
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NEC SIGMABLADE Enclosure Manager Version 01.00 

 

1Z34AB7890 login: Administrator 

Password: 

 

 

 

 

 

 

NEC SIGMABLADE Enclosure Manager (01.00) 

 

 

 

Type 'HELP' to display a list of valid commands. 

Type 'HELP <command>' to display detailed information about a specific command. 

Type 'HELP HELP' to display more detailed information about the help system. 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

EMシリアルコンソール接続画面（例） 

 

Telnet/SSH経由 
 

イーサネットを介して接続された外部PC－EMカード間において、TelnetまたはSSHを用いてEMファームウ

ェアへ接続します。 

接続が成功すると、以下の画面が表示されます。 ログインプロンプトよりCLI用ユーザアカウントでログインす

ることで、CLIが起動します。 

 

$ telnet 192.168.1.150 

Trying 192.168.1.150... 

Connected to 192.168.1.150 (192.168.1.150). 

Escape character is '̂]'. 

 

 

NEC SIGMABLADE Enclosure Manager Version 01.00 

 

1Z34AB7890 login: Administrator 

Password: 

 

 

NEC SIGMABLADE Enclosure Manager (01.00) 

 

Type 'HELP' to display a list of valid commands. 

Type 'HELP <command>' to display detailed information about a specific command. 

Type 'HELP HELP' to display more detailed information about the help system. 

 

No entry for terminal type "vt102"; 

using dumb terminal settings. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

EMファームウェア Telnet接続画面（例） 
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コマンド入力方法 
 

基本方針 

EMシリアルコンソールまたはTelnet/SSH経由でログインすることにより、コマンド入力が可能となります。 

コマンド入力方法 

表示されたプロンプトに続いて、本書で規定されたコマンドを入力してください。 

正しいコマンドが入力されると、CLIはコマンドに応じた処理を実行します。 

一行に指定できるコマンドは、同時に一つのみです。複数のコマンドを同時に指定することはできません。 

コマンドによっては、いくつかの引数を指定することができます。コマンドと引数の間には、一つ以上の空白

（ブランク）を挿入する必要があります。 

コマンドフォーマット 

＜コマンド＞ ＜第一引数＞ ＜第二引数＞ … ＜第ｎ引数＞ 

 

コマンド： 

後続の引数に対する動作を指定します。 

 

引数： 

動作に対する目的語を引数として指定します。 

複数の引数が指定可能です。引数には、固定パラメータ、可変パラメータ（IPアドレス、時間などの数

値）、URLが指定可能です。 

 

CLI は、指定されたコマンドに対して先頭行からコマンドをチェックします。一つのコマンド／引数を実行する

条件が成立した時点で、CLI はコマンドを処理します。 

 

数値指定 

10進（0-9）で指定してください。 

 

文字列指定 

表示可能な半角英数字と一部記号（a-zA-Z、0-9、ブランク、’-’（ダッシュ）、’_’（アンダースコア））の

組合せで指定してください。 

必ず一文字目は英字（a-zA-Z）を指定してください。二文字目以降は英数字を指定可能です。 

URL指定の場合は、上記指定に加えて、’@’（アットマーク）、’:’（コロン）、’/’(スラッシュ)、’.’(ドット)も

指定可能です。 

空白を含む文字列を指定する場合は、その文字列の前後を’"’（ダブルクォーテーション）でくくってくだ

さい。 

 

IPアドレス指定 

コマンドの種類により、IPアドレスを指定するものがあります。 

IPアドレスの指定方法を以下に示します。 

 

形式：###.###.###.### 

 

###：10進1～3桁の範囲で指定します。 
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例： "192.168.1.150" 

 

範囲指定 

コマンドの種類により、値の範囲を指定するコマンドがあります。 

値の範囲を指定する場合は、値の範囲を’-’（ハイフン）で接続することで指定可能です。 

値と’-’（ハイフン）の間には、一文字の空白を挿入してください。 

 

例： 1から9の場合 

    "1 - 9" 

 

また、複数の指定を ’, ’ (カンマ)で接続することもできます。 

値と’, ’ (カンマ)の間には、一文字の空白を挿入してください。 

 

例： 1 と 5 を指定する場合 

    "1 , 5" 

 

 

URL指定 

コマンドの種類により、引数にURLの指定を必要とするコマンドがあります。 

URLは、以下のフォーマットに従って指定してください。 

(’"’（ダブルクォーテーション）でくくった範囲は大文字/小文字が区別されます。"http"、"ftp"、"tftp"

は小文字で入力してください。) 

 

http指定   ： "http://<URL>/<パス>" 

ftp指定（Anonymous ftp）  ： "ftp://<URL>/<パス>" 

ftp指定（ユーザ・パスワード） ： "ftp://<username>:<password>@<URL>/<パス>" 

tftp指定   ： "tftp://<URL>/<パス>" 

※ <パス>はファイル名を含む。 

 

CPUブレード番号指定 

※ 複数のブレードスロットを占有するブレードでは、占有するスロットの内、最も小さい番号を指定してくだ

さい。(搭載するモジュールの種類によっては上記とは異なる指定の場合があります。その場合は、

各種モジュールについての記載または各種モジュールのユーザーズガイドの記載を優先してくださ

い。) 

 

プロンプト 

CLI のプロンプト仕様を以下に示します。 

 

"[ブレード収納ユニット名]([ログインユーザ名]) >△ " 

 

説明："["、"]" でくくられた中には、そこに記載している情報が格納されることを意味します。 

"△" は、空白（ブランク）を示します。 

 

EMカード名：2つのEMカードスロットの個々のEMカードを識別するための名称。 

ブレード収納ユニット名：ブレード収納ユニットにつけられた名称。 

ログインユーザ名：EMカードにログインしたユーザアカウント名。 
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例： ブレード収納ユニット名 "Prototype" において、ユーザ "Administrator" でログインした場合のプロ

ンプト。 

 

Prototype(Administrator)> 

EMファームウェア CLIプロンプト書式(例) 

キー入力操作 

プロンプト表示状態におけるキー入力操作について記載します。 

通常のキー入力において、バックスペースキーによる入力データのクリアが可能です。 

キー入力を支援するため、以下に示す機能を実現しています。 

カーソルキー操作による、入力中のコマンドラインの編集機能（コマンドラインの行頭・行末への自由な移

動）をサポートします。 

過去に入力したコマンドを容易に再実行できるように、ヒストリー機能をサポートします。なお、ヒストリー機

能は、同一セッション内でのみ有効です。すなわち、一旦CLIを終了するまたは EMファームウェアを電源

OFF・再起動すると、過去の履歴は消失します。 
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ユーザアカウント管理 
 

概要 

SIGMABLADE-H EMファームウェア CLIでは、CLIを使用するユーザのアクセス範囲を管理します。 

ユーザアクセス範囲を管理するため、EMファームウェアでは"ユーザアカウント"管理機能をサポートしま

す。 

既定ユーザ 

既定ユーザとは、ユーザ管理情報の初期状態で使用可能なユーザを意味します。 

SIGMABLADE-Hでは、以下のユーザが設定されています。 

 

既定ユーザ一覧 

ユーザ名 説明 

Administrator Administratorユーザ 

 

ユーザアカウント 

システムの稼動環境、ユーザ要求に応じて、複数のユーザが作成可能です。 

作成可能なユーザ数には上限があります。 

アカウントの作成方法については、後述する「ユーザ管理コマンド」を参照してください。 

アクセス権 

上記作成したユーザに対してアクセス範囲を制御する "アクセス権" を設定することができます。 

アクセス権は、その権限の大きさにより以下の3種類をサポートします。 

 

指定可能なアクセス権一覧 

アクセス権 説明 

ADMINISTRATOR システム管理者 

OPERATOR システム運用者 

USER 一般ユーザ 

 

本CLIは多くのコマンドをサポートしますが、コマンドの種類によって特定のユーザのみしか操作できない操作

制限を設けています。 

Administrator 

EMファームウェア CLIでは、初期状態でシステム保守・運用管理を可能とするため、下記に示す規定ユー

ザを準備しています。 

既定ユーザ 

ユーザ名 ："Administrator" 

アクセス権 ："ADMINISTRATOR"  

パスワード : 下記参照 

用途  ：システムの保守・運用管理 
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パスワード： 

"Administrator"のパスワードは、EMカードごとに異なる値が設定されています。 

パスワードの初期値は、"パスワードリカバリ"と呼ぶ方法でEMファームウェアを起動することで、EMフ

ァームウェア起動時にEMファームウェアのEMシリアルコンソールにのみ表示されます。 

 

パスワードリカバリの方法は、「パスワードリカバリ」(124ページ)を参照してください。 
 

CLI追加ユーザ 

CLIコマンドにより、ユーザの追加・削除が可能です。 

追加ユーザは、そのユーザのアクセス範囲に応じてアクセス権(ADMINISTRATOR or OPERATOR or USE

R)を与えることが可能です。 

追加可能なユーザ数には制限があります。 

追加可能ユーザ数 Max 30 ユーザ ※ (工場出荷時に設定されるAdministratorを含む) 

 

ユーザ名 

ユーザ名として使用可能な文字列は、半角英数字と一部記号（a-zA-Z、0-9、ブランク、’-’（ダッ

シュ）、’_’（アンダースコア）） です。 

必ず一文字目は英字（a-zA-Z）を指定してください。二文字目以降は英数字が指定可能です。 

ユーザ名の長さは、1文字以上、13文字以内にしてください。 

 

同時接続 

CLIでは、同時接続可能なセッション数が定められています。 

セッション数の最大値は17 (1+16)です。 

１セッション ：EMシリアルコンソールからの操作 

16セッション ：CPUブレード台数 
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コマンド一覧 
 

 

コマンド一覧 
 

SIGMABLADE-H EMファームウェアでサポートするCLIコマンドの一覧を下表に示します。 

 

「アクセス権」の意味 

    A： Administrator による操作が可能であることを意味する。 

    O： Operator による操作が可能であることを意味する。 

    U： User による操作が可能であることを意味する。 

 

「EMカードのアクティブ/スタンバイ」の意味 

    A：アクティブEM（現用系）からの設定が可能であることを意味する。 

    S：スタンバイEM（待機系）からの設定が可能であることを意味する。 

 

「バックアップ対象」の意味  

    ○：Config情報でのバックアップ対象であることを意味する。 

    －：Config情報でのバックアップ対象でないことを意味する。 

 

「備考」の補足  

    文末に"*"があるものは、Config情報のリストア後に必要な操作を意味する。 

 

 

※ 本書ではEXPRESSSCOPEエンジンをBMC(Baseboard Management Controller)と記載します。 

※ CPUブレード管理コマンドおよびスイッチモジュール管理コマンドには、一部のモジュールで対応してない場

合があります。(各モジュールのユーザーズガイド等を参照してください。) 

 

SIGMABLADE-H EMファームウェア CLIコマンド一覧 

コマンド アクセス

権 

説明 初期値 EMカードの 

アクティブ/ 

スタンバイ 

バック

アップ

対象 

備考 

一般コマンド 

CLEAR SCREEN A/O/U 画面をクリアする。 N/A A/S －  

EXIT A/O/U CLI を終了する。 N/A A/S －  

HELP A/O/U helpメッセージを表示する。 N/A A/S －  

HISTORY A/O/U コマンド入力履歴を表示する。 N/A A/S －  

LOGOUT A/O/U CLI を終了する。 N/A A/S －  

QUIT A/O/U CLI を終了する。 N/A A/S －  

ラック管理コマンド 

SET RACK NAME  A/O EMカードが搭載されるラックの名称

を設定する。 32文字以内。 

"" 

（未設定） 

A ○  

SHOW RACK 

NAME 

A/O/U 設定したラックの名称を表示する。 N/A A/S －  

SET RACK UID A/O ラックユニークIDを設定する。16文

字以内。 

"" 

（未設定） 

A ○  

SHOW RACK UID A/O/U 設定したラックユニークIDを表示す

る。 

N/A A/S －  
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コマンド アクセス

権 

説明 初期値 EMカードの 

アクティブ/ 

スタンバイ 

バック

アップ

対象 

備考 

SHOW TOPOLOGY A/O/U 同一ラック内で複数のブレード収納

ユニットが搭載されている場合、ブレ

ード収納ユニットの接続状況を表示

する。 

N/A A/S －  

ユーザ管理コマンド 

ADD USER A ユーザを追加する。 登録可能な最

大ユーザ数は30人とする。 

システムで既定されたユーザ(Admin

istrator)は、重複して登録することは

できない。 

Administrator A ○ "Admini

strator

"を含め

て30ユ

ー ザ ま

で登録

が可能 

ASSIGN [SERVER ¦ 

SWITCH] 

A 指定したユーザに対して、CPUブレ

ードまたはスイッチモジュールへのア

クセス権を設定する。 

N/A A ○  

ASSIGN EM A 指定したユーザに対して、EMカード

へのアクセス権を設定する。 

N/A A ○  

DISABLE USER A 指定したユーザアカウントを使用不

可能に設定する。 

初期登録ユー

ザについては、

すべてEnable

設定 

A ○  

ENABLE USER A 指定したユーザアカウントを使用可

能に設定する。 

初期登録ユー

ザについては、

すべてEnable

設定 

A －  

REMOVE USER A 指定したユーザアカウントを削除す

る。 

N/A A －  

SET PASSWORD A/O/U 自分自身のパスワードを設定する。

パスワードは3～8文字の範囲で設

定可能とする。 

N/A A －  

SET USER 

CONTACT 

A 指定したユーザにおいて、コンタクト

先を登録する。コンタクト先の文字数

は32文字までとする。 

"" 

（未設定） 

A ○  

SET USER 

FULLNAME  

A/O 指定したユーザにおいて、フルネー

ムを登録する。フルネームの文字数

は32文字までとする。 

"Administrator

": 

 Full name: Sy

stem Administ

rator 

A ○  

SET USER 

PASSWORD  

A 指定したユーザにおいて、パスワード

を設定する。パスワードは3～8文字

の範囲で設定可能とする。本コマンド

を使用できるのは、ADMINISTRATO

Rの権限をもつユーザのみである。 

N/A A －  

SET USER ACCESS  A 指定したユーザにおいて、アクセス

権を設定する。 

アクセス権："ADMINISTRATOR"、"

OPERATOR"、"USER" 

本コマンドを使用できるのは、ADMINI

STRATORの権限をもつユーザのみ

である。 

Administrator: 

"Admin" 

A ○  

SHOW USER  A/O/U EMファームウェアに登録されている

ユーザ一覧を表示する。 

N/A A/S －  

UNASSIGN 

[SERVER ¦ 

SWITCH] 

A 指定したユーザに対して、CPUブレ

ードまたはスイッチモジュールへのア

クセス権を解除する。 

N/A A －  

UNASSIGN EM A 指定したユーザに対して、EMカード

へのアクセス権を解除する。 

N/A A －  

システム管理コマンド 

CLEAR SWITCH  

SESSION 

A/O スイッチモジュールにEMカード経由

でシリアル接続しているユーザのセッ

ションを強制的に中断する。 

N/A A －  
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コマンド アクセス

権 

説明 初期値 EMカードの 

アクティブ/ 

スタンバイ 

バック

アップ

対象 

備考 

PING A/O/U 指定したIPアドレス or サーバ名に

対してPING（ICMP Echoコマンド）を

発行する。 

N/A A/S －  

SET FACTORY A EMファームウェアが保持する各種設

定を初期状態へ復旧する。 

本コマンドを使用できるのは、ADMINI

STRATORの権限をもつユーザのみ

である。 

N/A A/S －  

筐体ネットワーク管理コマンド 

ADD NETWORK 

DNS 

A/O DNSサーバを設定する。2つまで登

録可能とする。 

N/A A ○  

ADD TRUSTED 

HOST 

A/O EMファームウェアへのアクセスを許

可するIPアドレスを指定する。最大5

つまで登録可能とする。 

N/A A ○  

ADD SNMP 

TRAPRECEIVER  

A/O SNMPトラップの通知先を指定する。

最大3つまで登録可能とする。 

N/A A ○  

DISABLE HTTPS A/O EMファームウェアのWebコンソール

機能をDisableに設定する。 

Enable A ○ 使用しな

い 。 (保

守専用) 

DISABLE TRUSTED 

HOST 

A/O EMファームウェアへのネットワークア

クセス制限機能をDisableに設定す

る。 

Disable A ○  

DISABLE NTP A/O EMファームウェアのNTP機能をDisa

bleに設定する。 

Disable A ○  

DISABLE 

SECURESH 

A/O EMファームウェアへのSSH接続をDis

ableに設定する。 

Enable A ○  

DISABLE SNMP A/O EMファームウェアのSNMP機能をDis

ableに設定する。 

Enable A ○  

DISABLE SNMP 

TRAPACK 

A/O EMファームウェアのSNMP TrapAck

機能をDisableに設定する。 

Disable A ○  

DISABLE TELNET A/O EMファームウェアへのTelnet接続機

能をDisableに設定する。 

Enable A ○  

ENABLE HTTPS A/O EMファームウェアのWebコンソール

機能をEnableに設定する。 

Enable A ○ 使用しな

い 。 (保

守専用) 

ENABLE TRUSTED 

HOST 

A/O EMファームウェアへのネットワークア

クセス制限機能をEnableに設定す

る。 

Disable A ○  

ENABLE NTP A/O EMファームウェアのNTP機能をEnabl

eに設定する。 

Disable A ○  

ENABLE 

SECURESH 

A/O EMファームウェアへのSSH接続をEn

ableに設定する。 

Enable A ○  

ENABLE SNMP A/O EMファームウェアのSNMP機能をEna

bleに設定する。 

Enable A ○  

ENABLE SNMP 

TRAPACK 

A/O EMファームウェアのSNMP TrapAck

機能をEnableに設定する。 

Disable A ○  

ENABLE TELNET A/O EMファームウェアへのTelnet接続機

能をEnableに設定する。 

Enable A ○  

REMOVE 

NETWORK DNS 

A/O 登録済のDNSサーバを削除する。 N/A A －  

REMOVE TRUSTED 

HOST 

A/O コマンド"ADD TRUSTED HOST"で

設定したIPアドレスを削除する。 

N/A A －  

REMOVE SNMP 

TRAPRECEIVER 

A/O 登録済のSNMPトラップ通知先を削

除する。 

N/A A －  

SET NETWORK 

ADDRESSRANGE 

A/O EMカード、CPUブレード、スイッチモジ

ュールのIPアドレスを設定する。 

「コマンド仕様」 

参照 

A ○  

SET NETWORK 

DOMAIN 

A/O ドメイン名を設定する。ドメイン名は、

最大64字までの文字列で指定す

る。 

"" 

（未設定） 

A ○  

SET NETWORK 

GATEWAY 

A/O EMカード、CPUブレード、スイッチモジ

ュールのGatewayアドレスを設定す

る。 

"0.0.0.0" A ○  
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コマンド アクセス

権 

説明 初期値 EMカードの 

アクティブ/ 

スタンバイ 

バック

アップ

対象 

備考 

SET NETWORK 

NTP POLL 

A/O NTPの更新間隔を指定する。 

単位：秒。 設定値の範囲：60～99

99 

"720" A ○  

SET NETWORK 

NTP PRIMARY 

A/O Primary NTPサーバのIPアドレスを設

定する。 

"0.0.0.0" A ○  

SET NETWORK 

NTP SECONDARY 

A/O Secondary NTPサーバのIPアドレス

を設定する。 

"0.0.0.0" A ○  

SET SNMP 

COMMUNITY READ 

A/O Read動作を許可するSNMPコミュニ

ティ名を設定する。 

コミュニティ名は、最大32字までの

文字列で指定する。 

"public" A ○  

SET SNMP 

COMMUNITY 

WRITE 

A/O Read/Write動作を許可するSNMPコ

ミュニティ名を設定する。 

コミュニティ名は、最大32字までの

文字列で指定する。 

"public" A ○  

SET SNMP 

COMMUNITY  

TRAP 

A/O Trap動作を許可するSNMPコミュニ

ティ名を設定する。 

コミュニティ名は、最大32字までの

文字列で指定する。 

"public" A ○  

SET SNMP 

CONTACT  

A/O SNMPで返却する、コンタクト名称を

設定する。 

コンタクト名は、最大64字までの文

字列で指定する。 

"unknown" A ○  

SET SNMP 

LOCATION  

A/O SNMPで返却する、ロケーション情報

を設定する。 

ロケーション情報は、最大64字まで

の文字列で指定する。 

"unknown" A ○  

SET SNMP 

LOCATION 

ENCLOSURE 

A/O SNMPで返却する、ラック内のブレー

ド収納ユニット搭載位置情報を設定

する。 

位置情報は、単位Unit(10進数字)

で指定する。 

"0" A ○  

SET SNMP 

RACKHEIGHT 

A/O SNMPで返却する、ラックの高さ情報

を設定する。 

高さ情報は、単位Unit(10進数字)で

指定する。 

"0" A ○  

SET SNMP 

TRAPACKPORT  

A/O SNMP Tarp Ackで受信するポート

番号を指定する。 

ポート番号は、10進数字で指定す

る。 

"5002" A ○ 初 期 値

のままで

ESMPRO

/Server

Manager

利 用 可

能 

SHOW NETWORK A/O/U ネットワークの設定状態を表示する。 

 

表示項目： 

IPアドレス、 

サブネットマスク、 

Gateway 

DNSサーバアドレス（Primary、Secon

dary） 

EMカードのMACアドレス,  

Webサーバ設定値 （Enable/Disabl

e） 

SNMP設定値 （Enable/Disable） 

SSH設定値 （Enable/Disable） 

Telnet設定値 （Enable/Disable） 

NTP設定値 （Enable/Disable） 

TRUSTED HOST設定値 （Enable/D

isable） 

NTPサーバアドレス 

NTPサーバ更新間隔 

N/A A/S －  
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コマンド アクセス

権 

説明 初期値 EMカードの 

アクティブ/ 

スタンバイ 

バック

アップ

対象 

備考 

SHOW SNMP A/O/U SNMPの設定状態を表示する。 

 

表示項目： 

システム名 

ロケーション情報 

コンタクト先名称 

コミュニティ名（Read/Write/Trap） 

トラップ通知先 

TrapACK設定値（Enable/Disable） 

N/A A/S －  

TRAPTEST A/O テスト用のSNMPトラップを発行する。 N/A A/S －  

筐体管理コマンド 

DOWNLOAD 

CONFIG  

A 引数で指定したURLからEMファーム

ウェアのConfig情報をダウンロード

し、設定を反映する。 

更新後、更新した設定を適用するた

めにEMファームウェアは自動リブート

する。 

N/A A －  

FORCE TAKEOVER A EMカードを2台搭載している場合、ア

クティブEMとスタンバイEMを強制的

に切り替える。 

N/A A/S －  

RESTART EM A EMファームウェアを再起動する。 N/A A/S －  

SET AUTOLOGOUT A/O/U CLIを操作しない状態で放置した場

合に、自動的にCLIを終了する時間

を指定する。 

60分 A/S － 当該CLI

セッショ

ン内での

み有効。 

SET DATE A/O EMファームウェアに対して日時情報

を設定する。 

設定フォーマット： 

MMDDhhmm{{CC}YY} {TZ} 

N/A A/S － 時 刻 は

手 動 で

再 設 定

す る こ

と。* 

SET DISPLAY 

EVENT 

A/O/U 特定のイベントが発生したことをCLIコ

ンソール上に表示する、イベント表示

機能の有効/無効を設定する。 

"OFF" 

（無効） 

A/S － 当該CLI

セッショ

ン内での

み有効。 

SET ENCLOSURE 

ASSET TAG 

A/O ブレード収納ユニットの資産番号を

設定する。 

"" 

（未設定） 

A ○  

SET ENCLOSURE 

MACHINE SERIAL 
A/O ブレード収納ユニットの号機番号を

設定する。 
（工場設定値）

または""（未設

定） 

A ○  

SET ENCLOSURE 

NAME 

A/O ブレード収納ユニット名を設定する。 ブレード収納ユ

ニットシリアル

番号 

A ○  

SET ENCLOSURE 

UID 

A/O ブレード収納ユニットのIDランプを点

灯・消灯する。 

N/A A －  

SET POWER 

POLICY 

A/O 電源制御のポリシーを設定する。 PERFORMANC

E(性能優先モ

ード) 

A ○  

SET POWER 

REDUNDANCY 

A/O 電源の冗長モードを設定する。 POWERSUPPL

Y 

(個別電源冗長

モード(N+1冗

長)) 

A ○  

SET TIMEZONE A/O EMファームウェアに対してタイムゾー

ンを指定する。 

"JST" A － タイムゾ

ー ン は

手 動 で

再 設 定

す る こ

と。* 

SHOW  ALL A/O/U 筐体内の全構成情報を表示する。 N/A A/S －  

SHOW 

AUTOLOGOUT 

A/O/U CLIを操作しない状態で放置した場

合に、自動的にCLIが終了する時間

を表示する。 

N/A A/S －  
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コマンド アクセス

権 

説明 初期値 EMカードの 

アクティブ/ 

スタンバイ 

バック

アップ

対象 

備考 

SHOW CONFIG A EMファームウェアに設定されている

Config設定情報を、CLIコマンド形式

で表示する。 

N/A A －  

SHOW DATE A/O/U EMファームウェアの日時情報・タイ

ムゾーン設定を表示する。 

N/A 

(タイムゾーン: 

"JST") 

A/S －  

SHOW DISPLAY 

EVENT 

A/O/U "SET DISPLAY EVENT"コマンドの

設定状況を表示する。 

N/A A/S －  

SHOW 

ENCLOSURE FAN 

A/O/U ブレード収納ユニットに搭載されるFA

Nユニットの情報を表示する。 

 

表示項目： 

ステータス 

冗長状態 

回転数 

パーツ番号 

N/A A ―  

SHOW 

ENCLOSURE INFO 

A/O/U ブレード収納ユニットの情報を表示

する。 

 

表示項目： 

ブレード収納ユニット名 

ブレード収納ユニット形式 

EMファームウェアのバージョン 

EMカードのバージョン 

ブレード収納ユニットのパーツ番号 

シリアル番号 

資産番号 

EMカードのMACアドレス 

N/A A/S －  

SHOW 

ENCLOSURE 

POWERSUPPLY 

A/O/U ブレード収納ユニットに搭載される電

源ユニットの情報を表示する。 

 

表示項目： 

電源ユニットのステータス 

AC入力状態 

供給容量 

入力電圧レンジ 

入力周波数レンジ 

パーツ番号 

シリアル番号 

リビジョン 

省電力状態 

N/A A －  

SHOW 

ENCLOSURE 

STATUS 

A/O/U ブレード収納ユニットのステータスを

表示する。 

 

表示項目： 

稼動状態 

IDランプ状態 

電源ステータス・容量 

N/A A －  

SHOW 

ENCLOSURE TEMP 

A/O/U ブレード収納ユニットの温度を表示

する。 

 

表示項目： 

ステータス(OK, warm, degraded, o

r failed) 

温度（摂氏、華氏）  

N/A A －  
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コマンド アクセス

権 

説明 初期値 EMカードの 

アクティブ/ 

スタンバイ 

バック

アップ

対象 

備考 

SHOW POWER A/O/U 電源関連の設定情報を表示する。 

 

表示項目： 

電源冗長モード 

供給可能電力量 

割り当て電力量 

省電力状態 

電力天井制御状態 

N/A A －  

SHOW VERSION A/O/U EMカード/EMファームウェア のバー

ジョンを表示する。 

N/A A/S －  

UPDATE IMAGE A EMファームウェアをアップデートす

る。 

指定したURL（ｈｔｔｐ、ftp、tftp）からE

Mファームウェアイメージをダウンロー

ドし、自動的に更新する。 

更新後、更新したイメージを適用す

るためにEMファームウェアは自動リ

ブートする。 

N/A A －  

UPLOAD CONFIG A 引数で指定したURLへEMファームウ

ェアのConfig情報をアップロードす

る。 

N/A A －  

SET POWER 

SAVINGS 

A/O 余剰電源が存在するときに 電源ユ

ニットの電源をOFFする。電力が不

足する場合はOFF状態の電源ユニ

ットをONする。 

"OFF" 

（無効） 

A ○  

SET POWER LIMIT A/O ブレード収納ユニット内で利用できる

電力の上限を設定する。 

"OFF" 

（無効） 

A ○  

CPUブレード管理コマンド 

POWEROFF 

SERVER  

A/O 指定したCPUブレードのDC電源を切

断（OFF）する。 

N/A A －  

POWERON 

SERVER  

A/O 指定したCPUブレードのDC電源を投

入（ON）する。 

N/A A －  

REBOOT SERVER A/O 指定したCPUブレードを再起動(RES

ET)する。 

N/A A －  

SET SERVER UID A/O/U 指定したCPUブレードのIDランプボタ

ンを点灯・消灯する。 

N/A A －  

SHOW SERVER 

INFO 

A/O/U 指定したCPUブレードの情報を表示

する。 

 

表示項目： 

ブレードタイプ 

ブレード名称 

パーツ番号 

シリアル番号 

LANのMACアドレス 

CPUブレード BMCのIPアドレス 

N/A A －  

SHOW SERVER 

LIST 

A/O/U 指定されたCPUブレードの情報を表

示する。 

 

表示項目: 

CPUブレード名称 

CPUブレード BMCのIPアドレス 

Health状態 

電源状態(ON/OFF/Degrade) 

IDランプ状態(ON/OFF) 

N/A A －  

SHOW SERVER 

PORT MAP 

A/O/U 指定されたCPUブレードのポートマッ

ピング情報を表示する。 

N/A A －  
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コマンド アクセス

権 

説明 初期値 EMカードの 

アクティブ/ 

スタンバイ 

バック

アップ

対象 

備考 

SHOW SERVER 

STATUS 

A/O/U CPUブレードの稼動ステータスを表

示する。 

 

表示項目: 

電源状態(OK or OFF) 

使用電力量 

稼動ステータス（OK, CPU failure, 

or power module failure)  

IDランプ状態 

N/A A －  

SET SERVER 

POWERONDELAY 

A ブレードの電源投入遅延時間を設

定する。 

"0" 

(遅延機能の無

効を意味する) 

A ○ CPUブレ

ードの場

合のみ、

設 定 値

が有効と

なる。 

SHOW SERVER 

POWERONDELAY 

A/O/U ブレードの電源投入遅延時間の設

定値を表示する。 

N/A A －  

スイッチモジュール管理コマンド 

CONNECT SWITCH A/O/U 指定したスイッチモジュールのシリア

ルコンソールへ接続する。 

N/A A －  

POWEROFF 

SWITCH 

A/O 指定したスイッチモジュールのDC電

源を切断（OFF）する。 

N/A A －  

POWERON SWITCH A/O 指定したスイッチモジュールのDC電

源を投入（ON）する。 

N/A A －  

RESTART SWITCH A/O 指定したスイッチモジュールを再起

動する。 

N/A A －  

SET SWITCH 

NAME 

A/O 指定したスイッチモジュールに名称

をつける。 

(スイッチモジュ

ールに依存) 

A －  

SET SWITCH UID A/O/U 指定したスイッチモジュールのIDラン

プを点灯・消灯する。 

N/A A －  

SHOW SWITCH 

INFO 

A/O/U 指定したスイッチモジュールの情報

を表示する。 

 

表示項目： 

スイッチモジュールタイプ 

製造者名 

製品名 

製品パーツ番号 

製品バージョン 

製品シリアル番号 

N/A A －  

SHOW SWITCH 

LIST 

A/O/U 搭載されているスイッチモジュール

の一覧を表示する。 

N/A A －  

SHOW SWITCH 

PORT MAP 

A/O/U 指定されたスイッチモジュールのポ

ートマッピング情報（E-Keying情報）

を表示する。 

N/A A －  

SHOW SWITCH 

STATUS 

A/O/U スイッチモジュールの稼動ステータ

スを表示する。 

 

表示項目： 

IDランプ状態 

稼動ステータス 

N/A A －  

EM管理コマンド 

SET EM NAME A/O EMカードに固有名称を設定する。 EM-(EMカード

のMACアドレス) 

A/S ○  

SET EM UID A/O/U EMカードのIDランプを点灯・消灯す

る。 

N/A A/S －  

SHOW EM INFO A/O/U EMカード自身の情報を表示する。 N/A A/S －  

SHOW EM STATUS A/O/U EMカード自身の状態情報を表示す

る。 

N/A A/S －  
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コマンド アクセス

権 

説明 初期値 EMカードの 

アクティブ/ 

スタンバイ 

バック

アップ

対象 

備考 

SET EM 

LANGUAGE 

A/O EMカードの言語タイプを設定する。 "JAPANESE" A ○ SNMP T

rapのメ

ッセージ

切り替え

等 で 参

照する。 

DianaScope制御コマンド 

SET 

DSGPASSWORD 

A/O DianaScope Gatewayのユーザパス

ワードを設定する。 

"guest" A ○ DianaSc

ope Ma

nagerで

認 証 キ

ー に 使

用する。 

SHOW 

DSGPASSWORD 

A/O DianaScope Gatewayのユーザパス

ワードを表示する。 

N/A A/S －  

SET DSGSTATE A/O DianaScope Gatewayのステータス

（Enable/Disable）を設定する。 

"1" 

（Enable） 

A ○  

SHOW DSGSTATE A/O DianaScope Gatewayのステータス

（Enable/Disable）を表示する。 

N/A A/S －  

※ 「表示項目」は表示される主要な項目を記載したものです。 
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コマンド仕様 
 

名称 
 

概要 

コマンドの概要を記載します。 

※ 「表示項目」は表示される主要な項目を記載したものです。 

 

コマンド名 

CLIコマンドプロンプトで指定するコマンドを記載します。 

第一引数 

コマンドに与える引数を指定します。 

規定値を記載する場合は、当該文字列・数値を "（ダブルクォーテーション）でくくっています。 

可変値を記載する場合は、当該文字列・数値を "＜"、"＞" でくくっています。 

第二引数..第ｎ引数 

複数の引数をとる場合、引数の数だけ記載します。 

実行例 

実行例を記載します。 

初期値 

設定・変更するコマンドについては、設定値の初期値（デフォルト値）を記載します。 

補足 

操作上、特に注意すべき点があれば記載します。 
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一般コマンド 
 

 

CLI画面クリア 
 

概要 

CLI画面をクリアする。 

画面をクリアした後に、CLIプロンプトを表示する。 

コマンド名 

CLEAR SCREEN 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

CLI終了 
 

概要 

CLIを終了する。 

EMシリアルコンソール経由でログインした場合は、ログインセッションを終了してログインプロンプトに戻る。 

Telnet/SSH 経由でログインした場合は、CLIを終了した後に当該ログインセッションを切断する。 

コマンド名 

EXIT ／ LOGOUT ／QUIT 

何れかのコマンドを指定することでCLIを終了する。 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

ヘルプメッセージ表示 
 

概要 

CLIコマンドのヘルプメッセージを表示する 

コマンド名 

HELP 

引数 

＜HELPで表示させたい個別のコマンド名＞ 

個々のコマンドの仕様により、引数としてサブコマンドを指定することを可能とする。 
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実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> help 

 

ADD ASSIGN CLEAR CONNECT DISABLE DOWNLOAD ENABLE EXIT FORCE HELP HISTORY LOGOUT 

PING POWEROFF POWERON QUIT REBOOT REMOVE RESTART SET SHOW SLEEP TRAPTEST 

UNASSIGN UPDATE UPLOAD 

 

1Z34AB7890(Administrator)> help help 

 

HELP {<command>}: Show Help messages for <command> or list the top level 

commands if no arguments are provided. Arguments listed in square brackets [ ] 

and separated by the pipe symbol ¦ are mutually exclusive choices. Arguments 

listed in braces {} are optional arguments and can be omitted. Fields listed in 

angle brackets <> should be replaced with the value indicated. 

 

1Z34AB7890(Administrator)> help show 

 

SHOW [ ALL ¦ AUTOLOGOUT ¦ CONFIG ¦ DATE ¦ DISPLAY EVENT(S) ¦ ENCLOSURE ¦ SWITCH 

¦ NETWORK ¦ EM ¦ POWER ¦ RACK NAME ¦ SERVER ¦ SNMP ¦ TOPOLOGY ¦ USER ] 

 

1Z34AB7890(Administrator)> help show server 

 

SHOW SERVER [ INFO ¦ LIST ¦ STATUS ¦ PORT MAP ] 

 

1Z34AB7890(Administrator)> help show server info 

 

SHOW SERVER INFO [ ALL ¦ <slot number> {[ , ¦ - ] <slot number>}]: Displays a 

brief description of Blade in the specified blade or range of blades. 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

HELPコマンド実行例 

初期値 

補足 

 

 

コマンド入力履歴の表示 
 

概要 

CLI画面で入力したコマンドの履歴を表示する。 

コマンド名 

HISTORY 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> history 

    1  poweroff 

    2  poweron 

    3  show 

    4  reboot 

    5  set server 

    6  set server uid 

    7  show server info 

    8  show server info all 

    9  conenct 
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   10  connect 

   11  help 

   12  history 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

HISTORYコマンド実行例 

初期値 

補足 
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ラック管理コマンド 
 

 

ラック名の設定 
 

概要 

EMカードが搭載されるラックの名称を設定する。 

コマンド名 

SET RACK NAME 

引数 

＜ラック名＞ 

32文字以内の半角英数字と一部記号で指定する。 

注意 

＜ラック名＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set rack name Prototype 

 

Changed rack name to "Prototype". 

 

ラック名設定コマンド実行例 

初期値 

""  （未設定） 

補足 

"SET"、"RACK"、"NAME" の間は、一文字以上の空白（ブランク）を挿入する。 

以降のコマンドについても同様に、複数の文字列から成立されるコマンドについては、一文字以上の空白（ブ

ランク）を挿入する。 

 

 

ラック名の表示 
 

概要 

設定したラックの名称を表示する。 

コマンド名 

SHOW RACK NAME 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show rack name 

 

Rack Name: Prototype 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ラック名表示コマンド実行例 

初期値 
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補足 

"SHOW"、"RACK"、"NAME" の間は、一文字以上の空白（ブランク）を挿入する。 

 

 

ラックユニークIDの設定 
 

概要 

EMカードが搭載されるラックを一意に識別するためのユニークIDを設定する。 

コマンド名 

SET RACK UID 

引数 

＜ラックユニークID＞ 

16文字以内の半角英数字と一部記号で指定する。 

注意 

＜ラックユニークID＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

実行例 

初期値 

""  （未設定） 

補足 

"SET"、"RACK"、"UID" の間は、一文字以上の空白（ブランク）を挿入する。 

以降のコマンドについても同様に、複数の文字列から成立されるコマンドについては、一文字以上の空白（ブ

ランク）を挿入する。 

 

 

ラックユニークIDの表示 
 

概要 

設定したラックユニークIDを表示する。 

コマンド名 

SHOW RACK UID 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

補足 

"SHOW"、"RACK"、"UID" の間は、一文字以上の空白（ブランク）を挿入する。 

 

 

同一ラック内のブレード収納ユニットの接続状態の表示 
 

概要 

同一ラック内で複数のブレード収納ユニットが搭載されている場合、ブレード収納ユニットの接続状況を表

示する。 

コマンド名 
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SHOW TOPOLOGY 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

補足 
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ユーザ管理コマンド 
 

 

ユーザの追加 
 

概要 

本システムを操作・管理するユーザを追加する。 

登録可能な最大ユーザ数は30ユーザ※とする。 

コマンド名 

ADD USER 

第一引数 

＜ユーザ名＞ 

ユーザ名を 13 文字以内で指定する。 

注意 

＜ユーザ名＞として使用可能な文字列は、半角英数字と一部記号（a-zA-Z、0-9、ブランク、’-’

（ダッシュ）、’_’（アンダースコア）） とする。 

必ず一文字目は英字（a-zA-Z）を指定する。二文字目以降は英数字を指定とする。 

＜ユーザ名＞の長さは、1文字以上、13文字以内とする。 

＜ユーザ名＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"ADMINISTRATOR"、"OPERATOR"、"USER" などを意味する。 

第二引数 

＜パスワード＞（省略可能） 

パスワードを 3－8文字 の英数字(一文字目は英字に限る)で指定する。 

パスワードを省略した場合、パスワードの入力を促すメッセージを表示して、パスワード入力待ちとなる。 

注意 

＜パスワード＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> add user test 

 

New Password: **** 

Confirm     : **** 

User "test" created. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ユーザ追加コマンド実行例 

初期値 

 

 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

 

 

 

ユーザのアサイン(CPUブレード/スイッチモジュール用) 
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概要 

指定したユーザに対して、CPUブレード、スイッチモジュールに対するアクセス権限を設定する。 

コマンド名 

ASSIGN 

第一引数 

"SERVER" ¦ "SWITCH" 

第二引数 

＜スロット番号＞ ¦ ＜スロット番号＞ - ＜スロット番号＞ ¦ ＜スロット番号> , <スロット番号＞ ¦ "ALL" 

 

＜スロット番号＞と＜スロット番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する場合、’-’(ハイフン)ま

たは’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

 

スロット番号： 

CPUブレードの場合は、CPUブレード番号を意味する。 

同様に、スイッチモジュールの場合はモジュール番号を指定する。 

第三引数 

＜登録済のユーザ名＞ 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> assign server 1 test 

 

test has been granted access to the valid requested bay(s)  

1Z34AB7890(Administrator)> 

ユーザアサインコマンド(CPUブレード/スイッチモジュール用)実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

 

 

ユーザのアサイン(EMカード用) 
 

概要 

指定したユーザに対してEMカードへのアクセス権限を設定する。 

コマンド名 

ASSIGN 

第一引数 

 "EM" 

第二引数 

＜登録済のユーザ名＞ 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> assign em test 

 

test has been granted access to the EM. 

1Z34AB7890(Administrator)>  

 

ユーザアサインコマンド(EMカード用)実行例 
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初期値 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

 

 

登録ユーザの無効化 
 

概要 

指定したユーザアカウントを使用不可能に設定する。 

コマンド名 

DISABLE USER 

引数 

＜登録済のユーザ名＞ 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> disable user test 

 

User "test" has been disabled. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ユーザ無効化コマンド実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

 

 

無効ユーザの有効化 
 

概要 

指定したユーザアカウントを使用可能に設定する。 

コマンド名 

ENABLE USER 

引数 

＜登録済のユーザ名＞ 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> enable user test 

 

User "test" has been enabled. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ユーザ有効化コマンド実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

 

 

ユーザの削除 
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概要 

指定したユーザアカウントを削除する。 

コマンド名 

REMOVE USER 

引数 

＜登録済のユーザ名＞ ¦ "ALL" 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> remove user test 

 

User "test" removed. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ユーザ削除コマンド実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

 

 

パスワードの設定 
 

概要 

CLIにログインしているユーザ自身のパスワードを設定する。 

コマンド名 

SET PASSWORD 

引数 

＜パスワード＞（省略可能） 

パスワードを 3～8文字の英数字(一文字目は英字に限る)で指定する。 

パスワードを省略した場合、パスワードの入力を促すメッセージを表示して、パスワード入力待ちとなる。 

注意 

＜パスワード＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"ADMINISTRATOR"、"OPERATOR"、"USER" などを意味する。 

 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set password abcd 

 

Changed password for the "Administrator" user account. 

1Z34AB7890(Administrator)> set password 

 

New Password: ******** 

Confirm     : ******** 

Changed password for the "Administrator" user account.  

1Z34AB7890(Administrator)> 

パスワード設定コマンド実行例 

初期値 

補足 
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ユーザコンタクト先の登録 
 

概要 

指定したユーザにおいて、コンタクト先を登録する。 

コマンド名 

SET USER CONTACT 

第一引数 

＜ユーザ名＞（省略可能） 

ユーザ名を省略した場合は、CLIにログインしているユーザ自身が対象となる。 

第二引数 

＜コンタクト先情報＞ 

コンタクト先の文字数は３２文字までとする。 

注意 

＜コンタクト先情報＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

 

＜コンタクト先情報＞として ’"’(ダブルクォーテーション)でくくり、その中に文字列を指定しない場合

は、現在設定中のコンタクト先情報がクリアされる。 

例： ’SET USER CONTACT ""’ 

実行例 

初期値 

なし 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

 

 

ユーザ正式名の設定 
 

概要 

指定したユーザにおいて、フルネームを設定する。 

コマンド名 

SET USER FULLNAME 

第一引数 

＜ユーザ名＞（省略可能） 

ユーザ名を省略した場合は、CLIにログインしているユーザ自身が対象となる。 

第二引数 

＜フルネーム＞ 

フルネームの文字数は32文字までとする。 

注意 

＜フルネーム＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

 

＜フルネーム＞として ’"’(ダブルクォーテーション)でくくり、その中に文字列を指定しない場合は、

現在設定中のフルネームがクリアされる。 
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例： ’SET USER FULLNAME ""’ 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set user fullname sample SampleUser 

 

Full name has been updated for the "sample" user account. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ユーザ正式名設定コマンド実行例 

初期値 

なし 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORおよびOPERATORの権限をもつユーザのみである。 

 

 

パスワードの設定 
 

概要 

引数で指定したユーザのパスワードを設定する。 

コマンド名 

SET USER PASSWORD 

第1引数 

＜ユーザ名＞(省略不可) 

第2引数 

＜パスワード＞（省略可能） 

パスワードを 3～8文字 の英数字(一文字目は英字に限る)で指定する。 

パスワードを省略した場合、パスワードの入力を促すメッセージを表示して、パスワード入力待ちとなる。 

注意 

＜パスワード＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"ADMINISTRATOR"、"OPERATOR"、"USER" などを意味する。 

実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

 

 

アクセス権の設定 
 

概要 

引数で指定したユーザにおいて、アクセス権を設定する。 

コマンド名 

SET USER ACCESS 

第1引数 

＜ユーザ名＞(省略不可) 

第2引数 

＜アクセス権＞ 
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"ADMINISTRATOR" or "OPERATOR" or "USER" 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set user access sample OPERATOR 

 

"sample" has been given operator level privileges. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ユーザアクセス権設定コマンド実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

 

 

登録ユーザの表示 
 

概要 

登録済のユーザの一覧を表示する。 

表示項目 

ユーザの正式名称 

ユーザのコンタクト先 

ユーザの属性（アクセス権） 

コマンド名 

SHOW USER 

引数 

＜ユーザ名＞ or "LIST"（全ユーザ表示） 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show user list 

 

                                      Privilege   Acct. 

 User Name      Full Name             Level       Status 

 -------------  --------------------  ----------  --------- 

Administrator  System Administrator  Admin       Enabled 

sample         SampleUser            User        Enabled 

1Z34AB7890(Administrator)> show user sample 

 

User "sample" Information: 

        Full name: SampleUser 

        Contact Info: TokyoJapan 

        User Rights: User 

        Account Status: Enabled 

 Blade Slot Access List: 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

 Switch Module Slot Access List: 1 2 3 4 5 6 7 8 

        EM Access: Yes 

1Z34AB7890(Administrator)> 

登録ユーザ表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

 

 

ユーザのアサインの解除(CPUブレード/スイッチモジュール用) 
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概要 

指定したユーザに対して、CPUブレード、スイッチモジュールに対するアクセス権限の設定を解除する。 

コマンド名 

UNASSIGN 

第一引数 

"SERVER" ¦ "SWITCH" 

第二引数 

＜スロット番号＞ ¦ ＜スロット番号＞ - ＜スロット番号＞ ¦ ＜スロット番号> , <スロット番号＞ ¦ "ALL" 

 

スロット番号： 

CPUブレードの場合はCPUブレード番号を意味する。 

スイッチモジュールの場合はモジュール番号を指定する。 

 

第三引数 

＜登録済のユーザ名＞ 

実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

 

 

ユーザのアサインの解除(EMカード用) 
 

概要 

指定したユーザに対してEMカードへのアクセス権限の設定を解除する。 

コマンド名 

UNASSIGN 

第一引数 

 "EM" 

第二引数 

＜登録済のユーザ名＞ 

実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 
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システム管理コマンド 
 

 

スイッチモジュールのEMシリアルコンソール接続の強制切断 
 

概要 

スイッチモジュールにEMカード経由でシリアル接続しているユーザのセッションを強制的に中断する。 

コマンド名 

CLEAR SWITCH SESSION 

引数 

＜スイッチモジュール番号 ＞ 

1～8 の範囲 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

PING 
 

概要 

指定したIPアドレス or サーバ名に対してPING（ICMP Echo コマンド）を発行する。 

コマンド名 

PING 

第一引数 

＜PING を発行する回数＞（省略可能） 

省略時は、"3" が指定される。 

第二引数 

＜IPアドレス＞ or ＜サーバ名＞ 

"サーバ名" は、DNSを登録しているときに指定可能である。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> ping 192.168.1.68 

PING 192.168.1.68 (192.168.1.68): 56 data bytes 

64 bytes from 192.168.1.68: icmp_seq=0 ttl=64 time=0.3 ms 

64 bytes from 192.168.1.68: icmp_seq=1 ttl=64 time=0.3 ms 

64 bytes from 192.168.1.68: icmp_seq=2 ttl=64 time=0.3 ms 

64 bytes from 192.168.1.68: icmp_seq=3 ttl=64 time=0.3 ms 

 

--- 192.168.1.68 ping statistics --- 

4 packets transmitted, 4 packets received, 0% packet loss 

round-trip min/avg/max = 0.3/0.3/0.3 ms 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

PINGコマンド実行例 

初期値 

補足 



                                               

 166 

 

 

Config情報の初期化(初期値へ戻す) 
 

概要 

EMファームウェアが保持する各種設定を初期状態へ復旧する。 

コマンド名 

SET FACTORY 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set factory 

 

Entering anything other than 'YES' will result in the command not executing. 

 

All existing settings will be lost when this operation is run 

and the Enclosure Manager will restart. 

 

Are you sure you want to restore factory defaults? yes 

 

Attempting to restore factory defaults.  This operation may take some time. 

 

Restoring factory default settings. 

Enclosure Manager will now restart. 

Config設定初期化コマンド実行例 

初期値 

初期値一覧を下表に示す。 

 

Config情報の初期値一覧 

項目 初期値 補足 

ブレード収納ユニット名 ブレード収納ユニットのシリアル番号  

ラック名 ""  

EMカード名 EM-(EMカードのMACアドレス) EMカード自身の名称 

タイムゾーン "JST"  

EM言語タイプ設定 "JAPANESE" SNMP Trapメッセージ

の言語切り替えなどで

参照する。 

ネットワーク有効無効設定   

SSH Enable  

Telnet Enable  

SNMP Enable  

NTP Disable  

TRUSTED HOST Disable  

Web Enable  

EMカード IPアドレス "192.168.1.8"  

CPUブレード IPアドレス "192.168.1.12" Slot#1から連続したアド

レスが割り当てられる。 

スイッチモジュール IPアドレス "192.168.1.28" 同上 

ネットマスク "255.255.255.0"  
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項目 初期値 補足 

デフォルトゲートウェイ "0.0.0.0"  

DNS1 "0.0.0.0"  

DNS2 "0.0.0.0"  

NTP1 (Primary) "0.0.0.0"  

NTP2 (Secondary) "0.0.0.0"  

NTPポーリング間隔（秒） 720 設定値の範囲： 

0(無効)、60～9999 

接続可能なIPアドレス（5件) "0.0.0.0"  

初期登録ユーザ設定 "Administrator" ユーザの各種設定を含

む。Administratorのパ

スワードの初期値は EM

カードごとに異なる。(EM

カードのラベルまたはリリ

ースレバーに取り付けて

られているタグラベルに

記載) 

SNMP設定   

Get用コミュニティ名 "public"  

Get/Set用コミュニティ名 "public"  

Trap用コミュニティ名 "public"  

ロケーション "unknown"  

コンタクト先 "unknown"  

トラップ通報先 "" 未設定 

TrapAck設定 Disable  

TrapAckポート番号 "5002"  

DianaScope Gateway 設定   

DSGユーザパスワード "guest"  

DSGステータス "1" 1:Enable 

CPUブレード設定 

CPUブレード遅延時間 

(スロット個別設定) 

"0" 遅延機能の無効を意

味する 

筐体管理コマンド 

電源制御ポリシー 性能優先モード  

電源冗長モード 個別電源冗長モード(N+1冗長)  

余剰電源 ON/OFF制御 OFF(無効)  

電力天井制御 OFF(無効)  

 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

画面の指示に従って"YES"の文字を入力すること。 
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筐体ネットワークコマンド 
 

DNSサーバの登録 
 

概要 

DNSを設定する。 

２つまで登録可能とする。 

コマンド名 

ADD NETWORK DNS 

引数 

＜IPアドレス＞ 

実行例 

初期値  

補足 

DNSの設定変更は、EMカードの再起動後に反映されます。 

 

 

IPアクセスを許可するアドレスの登録 
 

概要 

EMファームウェアへのアクセスを許可するIPアドレスを指定する。 

最大5つまで登録可能とする。 

コマンド名 

ADD TRUSTED HOST 

引数 

＜IPアドレス＞ 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

SNMPトラップ通知先の登録 
 

概要 

SNMPトラップの通知先を指定する。 

最大3つまで登録可能とする。 

コマンド名 

ADD SNMP TRAPRECEIVER 

第一引数 

＜IPアドレス＞ 

第二引数 

＜コミュニティ名＞ （省略可能） 

最大32字までの文字列で指定する。 
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省略した場合は、デフォルトのコミュニティ名が設定される。 

注意 

＜コミュニティ名＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> add snmp trapreceiver 192.168.1.2 

 

192.168.1.2 was added as a Trap Receiver. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

SNMPトラップ通知先の登録コマンド実行例 

初期値 

なし（未登録） 

補足 

 

 

ネットワークアクセス許可の無効化 
 

概要 

EMファームウェアへのネットワークアクセス制限機能をDisableに設定する。 

コマンド名 

DISABLE TRUSTED HOST 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

Disable 

補足 

 

 

NTP機能の無効化 
 

概要 

EMファームウェアのNTP機能をDisableに設定する。 

コマンド名 

DISABLE NTP 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

Disable 

補足 

 

 

SSH接続機能の無効化 
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概要 

EMファームウェアへのSSH接続をDisableに設定する。 

コマンド名 

DISABLE SECURESH 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

Enable 

補足 

画面の指示に従って"YES"の文字を入力すること。 

 

 

SNMP機能の無効化 
 

概要 

EMファームウェアのSNMP機能をDisableに設定する。 

コマンド名 

DISABLE SNMP 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

Enable 

補足 

 

 

SNMP TrapAck機能の無効化 
 

概要 

EMファームウェアのSNMP TrapAck機能(SNMP Trapに対するAckを待つ機能)をDisableに設定する。 

コマンド名 

DISABLE SNMP TRAPACK 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

Disable 

補足 

 

 

Telnet接続機能の無効化 
 

概要 
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EMファームウェアへのTelnet接続機能をDisableに設定する。 

コマンド名 

DISABLE TELNET 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

Enable 

補足 

画面の指示に従って"YES"の文字を入力すること。 

 

 

ネットワークアクセス許可の有効化 
 

概要 

EMファームウェアへのネットワークアクセス制限機能をEnableに設定する。 

コマンド名 

ENABLE TRUSTED HOST 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

Disable 

補足 

 

 

NTP機能の有効化 
 

概要 

EMファームウェアのNTP機能をEnableに設定する。 

コマンド名 

ENABLE NTP 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

Disable 

補足 

NTP機能は、後述する各種NTP設定を行った後に有効に切り替えることができる。 

 

 

SSH接続機能の有効化 
 

概要 



                                               

 172 

EMファームウェアへのSSH接続をEnableに設定する。 

コマンド名 

ENABLE SECURESH 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

Enable 

補足 

 

 

SNMP機能の有効化 
 

概要 

EMファームウェアのSNMP機能をEnableに設定する。 

コマンド名 

ENABLE SNMP 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

Enable 

補足 

 

 

SNMP TrapAck機能の有効化 
 

概要 

EMファームウェアのSNMP TrapAck機能(SNMP Trapに対するAckを待つ機能)をEnableに設定する。 

コマンド名 

ENABLE SNMP TRAPACK 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

Disable 

補足 

TRAPRECEIVER で設定するトラップ通知先は、ESMPRO/ServerManager などのようにTrapack 機能に

対応している必要がある。 

対応していない通知先を登録した状態で TrapAck 機能を有効にした場合、同じトラップが複数回発行さ

れる。 

 

Telnet接続機能の有効化 
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概要 

EMファームウェアへのTelnet接続機能をEnableに設定する。 

コマンド名 

ENABLE TELNET 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

Enable 

補足 

 

 

登録済みのDNSサーバの削除 
 

概要 

登録済みのDNSサーバを削除する。 

コマンド名 

REMOVE NETWORK DNS 

引数 

＜IPアドレス＞ 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

登録済みのIPアクセス接続許可リストの削除 
 

概要 

コマンド"ADD TRUSTED HOST"で設定したIPアドレスを削除する。 

コマンド名 

REMOVE TRUSTED HOST 

引数 

＜IPアドレス＞ 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

登録済みのSNMPトラップ通知先の削除 
 

概要 

登録済みのSNMPトラップ通知先を削除する。 

コマンド名 

REMOVE SNMP TRAPRECEIVER 
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引数 

＜IPアドレス＞ 

実行例 

初期値 

なし（未登録） 

補足 

 

 

IPアドレスの設定 
 

概要 

EMカード、CPUブレード、スイッチモジュールのIPアドレスを設定する。 

CPUブレード、スイッチモジュールのIPアドレスは、スロット1番のアドレスを意味する。スロット2番以降には、連

続したアドレスが設定される。 

コマンド名 

SET NETWORK ADDRESSRANGE 

第一引数 

＜EMカード IPアドレス＞ 

第二引数 

＜CPUブレード/スイッチモジュール開始IPアドレス＞ 

第三引数 

＜サブネットマスク＞ 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set network addressrange 192.168.1.150 192.168.1.200 255.255.255.0 

 

Setting IP address 192.168.1.150 & netmask 255.255.255.0 for Enclosure Manager. 

Setting IP address 192.168.1.200 for CPU Blade and Switch Module. 

Setting netmask 255.255.255.0 for CPU Blade and Switch Module. 

 

Network Address settings successfully updated. 

These setting changes will take effect immediately. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

IPアドレスの設定コマンド実行例 

初期値 

開始IPアドレス 

EMカード   : "192.168.1.8" 

CPUブレード/スイッチモジュール : "192.168.1.12" 

サブネットマスク 

"255.255.255.0" 

 

補足 

EMカード、CPUブレード、スイッチモジュールに対して以下のIPアドレスを割り当てることはできない。 

*.*.*.0. *.*.*.255 (* は任意) 

設定方法の詳細は、「ネットワーク設定(EMカード)」(106ページ)を参照して下さい。 
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ドメイン名の設定 
 

概要 

ドメイン名を設定する。 

コマンド名 

SET NETWORK DOMAIN 

引数 

＜ドメイン名＞ 

最大64字までの文字列で指定する。 

注意 

＜ドメイン名＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

 

実行例 

初期値 

""（ブランク) 

補足 

 

 

デフォルトゲートウェイの設定 
 

概要 

外部ネットワークのゲートウェイアドレスを設定する。 

コマンド名 

SET NETWORK GATEWAY 

引数 

＜IPアドレス＞ 

実行例 

初期値 

"0.0.0.0" 

補足 

デフォルトゲートウェイの設定変更は、EMカードの再起動後に反映されます。 

 

 

NTPの更新間隔の設定 
 

概要 

NTPの更新間隔を指定する。 

コマンド名 

SET NETWORK NTP POLL 

引数 

＜更新間隔＞ 

単位：秒 

設定可能な範囲：60～9999 
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実行例 

初期値 

720秒 

補足 

 

 

Primary NTPサーバのIPアドレスの設定 
 

概要 

Primary NTPサーバのIPアドレスを設定する。 

コマンド名 

SET NETWORK NTP PRIMARY 

引数 

＜IPアドレス＞ 

実行例 

初期値 

"0.0.0.0" 

補足 

 

 

Secondary NTPサーバのIPアドレスの設定 
 

概要 

Secondary NTPサーバのIPアドレスを設定する。 

コマンド名 

SET NETWORK NTP SECONDARY 

引数 

＜IPアドレス＞ 

実行例 

初期値 

"0.0.0.0" 

補足 

 

 

Get動作を許可するSNMPコミュニティ名の設定 
 

概要 

Get動作を許可するSNMPコミュニティ名を設定する。 

コマンド名 

SET SNMP COMMUNITY READ 

引数 

＜コミュニティ名＞ 

最大32字までの文字列で指定する。 
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注意 

＜コミュニティ名＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

 

＜コミュニティ名＞として ’"’ （ダブルクォーテーション）でくくり、その中に文字列を指定しない場合

は、現在設定中のコミュニティ名がクリアされる。 

例： ’SET SNMP COMMUNITY READ ""’ 

実行例 

初期値 

"public" 

補足 

本コマンドは、Get動作に対するコミュニティ名を設定する。 

次項に記載する "Get/Set動作を許可する SNMPコミュニティ名の設定"コマンドにおいて、本コマンドと異

なるコミュニティ名を指定した場合、いずれのコミュニティ名からもGet動作が動作することに注意すること。 

 

 

Get/Set動作を許可するSNMPコミュニティ名の設定 
 

概要 

Get/Set 動作を許可するSNMPコミュニティ名を設定する。 

コマンド名 

SET SNMP COMMUNITY WRITE 

引数 

＜コミュニティ名＞ 

最大32字までの文字列で指定する。 

注意 

＜コミュニティ名＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

 

＜コミュニティ名＞として ’"’ （ダブルクォーテーション）でくくり、その中に文字列を指定しない場合

は、現在設定中のコミュニティ名がクリアされる。 

例： ’SET SNMP COMMUNITY WRITE ""’ 

実行例 

初期値 

"public" 

補足 

本コマンドは、Get/Set 動作の両動作に対するコミュニティ名を設定する。 

前項に記載した "Get 動作を許可する SNMPコミュニティ名の設定" コマンドにおいて、本コマンドと異なる

コミュニティ名を指定した場合、いずれのコミュニティ名からもGet動作が動作することに注意すること。 

 

 

Trap動作を許可するSNMPコミュニティ名の設定 
 

概要 

Trap 動作を許可するSNMPコミュニティ名を設定する。 

コマンド名 
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SET SNMP COMMUNITY TRAP 

引数 

＜コミュニティ名＞ 

最大32字までの文字列で指定する。 

注意 

＜コミュニティ名＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

 

＜コミュニティ名＞として ’"’ （ダブルクォーテーション）でくくり、その中に文字列を指定しない場合

は、現在設定中のコミュニティ名がクリアされる。 

例： ’SET SNMP COMMUNITY TRAP ""’ 

実行例 

初期値 

"public" 

補足 

 

 

SNMPコンタクト先の設定 
 

概要 

SNMPで返却する、コンタクト先を設定する。 

コマンド名 

SET SNMP CONTACT 

引数 

＜コンタクト先＞ 

最大64字までの文字列で指定する。 

注意 

＜コンタクト先＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

 

＜コンタクト先＞として ’"’ （ダブルクォーテーション）でくくり、その中に文字列を指定しない場合は、

現在設定中のコンタクト先がクリアされる。 

例： ’SET SNMP CONTACT ""’ 

実行例 

初期値 

"unknown" 

補足 

 

 

SNMPロケーションの設定 
 

概要 

SNMPで返却する、ロケーション情報を設定する。 

コマンド名 

SET SNMP LOCATION 
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引数 

＜ロケーション＞ 

最大64字までの文字列で指定する。 

注意 

＜ロケーション＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

 

＜ロケーション＞として ’"’ （ダブルクォーテーション）でくくり、その中に文字列を指定しない場合は、

現在設定中のロケーションがクリアされる。 

例： ’SET SNMP LOCATION ""’ 

実行例 

初期値 

"unknown" 

補足 

 

 

ラック内のブレード収納ユニット搭載位置の設定 

 

概要 

SNMPで返却する、ラック内のブレード収納ユニット位置情報を設定する。 

コマンド名 

SET SNMP LOCATION ENCLOSURE 

引数 

＜EIA UNIT数＞ 

10進数字で指定する。 

範囲：0～255 

実行例 

初期値 

"0" 

補足 

 

 

ラックの高さ情報の設定 
 

概要 

SNMPで返却する、ラックの高さ情報を設定する。 

コマンド名 

SET SNMP RACKHEIGHT 

引数 

＜EIA UNIT数＞ 

10進数字で指定する。 

範囲：0～255 

実行例 
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初期値 

"0" 

補足 

 

 

 

SNMP TrapAckポート番号の設定 
 

概要 

SNMP TrapAckをEnableにした際に、Ackを受信するポート番号を設定する。 

コマンド名 

SET SNMP TRAPACKPORT 

引数 

10進の数字で指定する。 

実行例 

初期値 

"5002" 

補足 

 

 

ネットワーク設定の表示 
 

概要 

ネットワーク設定を表示する。 

表示項目 

IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ 

ドメイン名 

DNSサーバアドレス（Primary、Secondary） 

EMカードのMACアドレス 

Webサーバ設定値（Enable/Disable） 

SNMP設定値（Enable/Disable） 

SSH設定値（Enable/Disable） 

Telnet設定値（Enable/Disable） 

TRUSTED HOST設定値（Enable/Disable） 

TRUSTED HOSTとして登録したIPアドレス 

NTP設定値（Enable/Disable） 

NTPサーバアドレス（Primary、Secondary） 

NTPサーバへのポーリング間隔 

コマンド名 

SHOW NETWORK 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show network 
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Enclosure Manager Network Settings: 

 EM IP Address (Active)  : 192.168.12.4 

 EM IP Address (Standby) : 192.168.12.5 

 EM IP Address (Slot#1)  : 192.168.12.6 

 EM IP Address (Slot#2)  : 192.168.12.7 

 CPU IP Address          : 192.168.1.12 - 192.168.1.27 

 SWM IP Address          : 192.168.1.28 - 192.168.1.35 

 Netmask                 : 255.255.0.0 

 Gateway Address         : 0.0.0.0 

 Domain name             : 

 Primary DNS             : 0.0.0.0 

 Secondary DNS           : 0.0.0.0 

 EM MAC Address          : 00:10:04:01:00:77 

 

Enclosure Manager Protocol Status: 

 Web (HTTP/HTTPS): Enabled 

 SNMP            : Enabled 

 SecureSH        : Enabled 

 Telnet          : Enabled 

 Trusted Hosts   : Disabled 

 NTP             : Disabled 

  Primary NTP server  : Not Set 

  Secondary NTP server: Not Set 

  Server Poll-Interval: 720 seconds 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ネットワーク設定表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

 

 

SNMP設定の表示 
 

概要 

SNMP設定を表示する。 

表示項目 

システム名 

ロケーション情報 

コンタクト先名称 

コミュニティ名（Read/Write/Trap） 

トラップ通知先 

TrapAck設定値（TrapAck機能の有効・無効設定） 

ラックの高さ(U) 

ラック内のブレード収納ユニットの搭載位置(U) 

コマンド名 

SHOW SNMP 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show snmp 

 

SNMP Configuration: 
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 Status               : Enabled 

 System Name          : 1Z34AB7890 

 System Location      : unknown 

 System Contact       : unknown 

 Read Community Name  : public 

 Write Community Name : public 

 Default Trap Community Name:            public 

 Trap Receiver IP Address: 192.168.1.14  (default trap community name is used) 

                           192.168.1.40  (default trap community name is used) 

                           192.168.1.73  (default trap community name is used) 

 Trap ack port number : 5002 

 Trap ack             : DISABLE 

 Rack Height(U)       : 33 

 Enclosure Location(U): 0 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

SNMP設定表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

 

 

SNMPトラップテスト 
 

概要 

テスト用のSNMPトラップを発行する。 

コマンド名 

TRAPTEST 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを実行するには、事前に SNMPトラップ通知先（SNMP TRAPRECEIVER）を登録しておく必要があ

る。 
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筐体管理コマンド 
 

 

Config設定のダウンロード(リストア) 
 

概要 

引数で指定したURLからEMファームウェアのConfig情報をダウンロードし、設定を反映する。 

設定変更が正常終了すると、設定を反映させるために EMファームウェアは自動的にリブートする。 

コマンド名 

DOWNLOAD CONFIG 

引数 

＜URL指定＞ 

実行例 

Configファイル格納先の例 

IPアドレス:192.168.1.68 

パス:/home/sigmablade/config2.txt(フルパスを指定してください) 

1Z34AB7890(Administrator)> download config ftp://[user]:[pass]@192.168.1.68/home/sigmablade/c

onfig2.txt 

 

Entering anything other than 'YES' will result in the command not executing. 

 

Are you sure you want to download the Enclosure Manager's configuration? yes 

 

NEC SIGMABLADE Enclosure Manager (00.40) 

 

#Script Generated by Administrator 

 

 

#Generated on: Mon Jul 31 22:48:44 2006 

 

 

 

 

#Set Enclosure Information 

 

 

SET ENCLOSURE ASSET TAG "tag" 

 

 

Asset tag changed. 

 

 

             ＜省略＞ 

 

SET EM NAME "EM-001004010077" 

 

Enclosure Manager name changed to EM-001004010077. 

 

Exit 

 

Script completed. 
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Restarting the Enclosure Manager in 10 seconds. 

Enclosure Manager is rebooting. 

Please stand by... 

Restarting system. 

Config設定ダウンロードコマンド実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

画面の指示に従って"YES"の文字を入力すること。 

 

 

アクティブEMの切り替え指示 
 

概要 

EMカードを2台搭載している場合、アクティブEMとスタンバイEMを強制的に切り替える。 

コマンド名 

FORCE TAKEOVER 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

補足 

画面の指示に従って"YES"の文字を入力すること。 

 

 

EMファームウェアの再起動 
 

概要 

EMファームウェアを再起動する。 

コマンド名 

RESTART EM 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

画面の指示に従って"YES"の文字を入力すること。 

EMカードの再起動中は、モジュールの取り付け／取り外しまたは電源のON/OFFをしないこと。(途中でモジ

ュールの取り付け／取り外しまたは電源の ON/OFFをするとアップデートが完全に行われないばかりか、装

置が正常に動かなくなるおそれがあります。) また、搭載モジュールのIDランプのON/OFF操作をしないこと。

(適切にIDランプが点灯・消灯しない場合があります。) 
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CLI自動終了機能の設定 
 

概要 

CLIを操作しない状態で放置した場合に、自動的にCLIが終了するまでの時間を指定する。 

コマンド名 

SET AUTOLOGOUT 

引数 

＜ログアウト時間＞ 

10進の数字で指定する。 範囲：0～60 単位：分 

0指定の場合は、CLI自動終了機能が無効となる。 

実行例 

初期値 

60分 

 

補足 

本コマンドは、CLI実行中のセッションでのみ設定が有効となる。 

 

 

 

日時設定 
 

概要 

EMの日時情報を設定する。 

コマンド名 

SET DATE 

第一引数 

＜日付＞ 

形式 

"MMDDhhmm{{CC}YY} " 

    MM ：月を指定する。 

    DD ：日を指定する。 

    hh ：時間（Hour）を指定する。 

    mm ：分を指定する。 

    CCYY ：西暦を指定する。 

第二引数 

＜タイムゾーン＞（省略可能） 

Timezone：タイムゾーンを指定する。 省略時は、現在のタイムゾーンが使用される。 

実行例 

初期値 

タイムゾーン設定："JST" 

補足 

設定可能なタイムゾーンは「付録」を参照のこと。 
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イベント表示機能の設定 
 

概要 

特定のイベントが発生した際にCLIコンソールに表示する、イベント表示機能の有効／無効を設定する。 

表示イベント一覧 

 

ブレード収納ユニットステータス変更 

スイッチモジュールステータス変更 

スイッチモジュールリセット 

スイッチモジュール挿入 

スイッチモジュール抜去 

スイッチモジュール温度変更 

ユーザアカウント Disable※ 

ユーザアカウント削除※ 

ログイン中のユーザに対するアクセス権の変更発生※ 

ブレード収納ユニット名変更 

冷却ステータス変更 

FANステータス変更 

FANユニット挿入 

FANユニット抜去 

温度ステータス変更 

電源ユニットステータス変更 

電源ユニット挿入 

電源ユニット抜去 

電源冗長モード変更 

CPUブレードステータス変更 

CPUブレード温度変更 

CPUブレード挿入 

CPUブレード抜去 

EMリブート 

EMカード挿入 

EMカード抜去 

EMカードのTAKEOVER 

※ このイベントが発生すると、CLIが終了してログイン中のユーザアカウントは強制的にログアウトさせられ

る。 

 

コマンド名 

SET DISPLAY EVENT 

引数 

"ON" ¦ "OFF" 

実行例 

初期値 

"OFF" 

補足 
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本コマンドによるイベント表示のON/OFF設定は、ログイン中のCLIコンソールにのみ適用される。 

CLIコンソールをログアウトすると、設定した内容は無効となる。 

CLIコンソールにログインする際は、本イベント表示機能の初期状態はOFFである。 

 

 

ブレード収納ユニットの資産番号の設定 
 

概要 

ブレード収納ユニットの資産番号を設定する。 

コマンド名 

SET ENCLOSURE ASSET TAG 

引数 

＜資産番号＞ 

最大32字までの文字列で指定する。 

注意 

＜資産番号＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

 

＜資産番号＞として ’"’ （ダブルクォーテーション）でくくり、その中に文字列を指定しない場合は、

現在設定中の資産番号がクリアされる。 

例： ’ SET ENCLOSURE ASSET TAG ""’ 

実行例 

初期値 

""（ブランク） 

補足 

 

 

ブレード収納ユニットのマシン号機番号の設定 
 

概要 

ブレード収納ユニットのマシン号機番号を設定する。 

コマンド名 

SET ENCLOSURE MACHINE SERIAL 

引数 

＜マシン号機番号＞ 

本コマンドは、ブレード収納ユニットを識別する『マシン号機番号』の設定値を変更するコマンドです。 

使用する必要はございません。万一設定を変更された場合は、弊社営業までお問い合わせ下さい。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set enclosure machine serial F67890K6Y12345 

 
Machine serial number changed to F67890K6Y12345. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ブレード収納ユニットのマシン号機番号の設定コマンド実行例 

初期値 
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(工場設定値)または""（ブランク） 

補足 

実際には工場で採番された文字列のみが指定可能である。 

 

ブレード収納ユニット名の設定 
 

概要 

ブレード収納ユニットの名称を設定する。 

コマンド名 

SET ENCLOSURE NAME 

引数 

＜筐体名＞ 

最大32字までの文字列で指定する。 

注意 

＜筐体名＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

実行例 

初期値 

"ブレード収納ユニットシリアル番号" に一致する。 

補足 

 

 

ブレード収納ユニットのIDランプの設定 
 

概要 

ブレード収納ユニットに配置されるIDランプを点灯・消灯する 

コマンド名 

SET ENCLOSURE UID 

引数 

"ON" ¦ "OFF" 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set enclosure uid on 

 

Enclosure's Unit Identification is ON 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ブレード収納ユニットIDランプ操作コマンド実行例 

初期値 

補足 

 

 

電源制御ポリシーの設定 
 

概要 
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電力制御のポリシーを設定する。 

コマンド名 

SET POWER POLICY 

引数 

[ PERFORMANCE ¦ REDUNDANCY ] 

PERFORMANCE：性能優先モード（冗長が維持できない状態においても、電力使用を優先する） 

REDUNDANCY：冗長維持モード（電力の冗長を維持する） 

実行例 

初期値 

性能優先モード 

補足 

電源制御ポリシーおよび電源冗長モードは、以下の組合せに設定できません。 

電源制御ポリシー：性能優先モード(PERFORMANCE) 

電源冗長モード：AC二重化モード(AC) 

 

 

電源冗長モードの設定 
 

概要 

電力の冗長モードを設定する。 

コマンド名 

SET POWER REDUNDANCY 

引数 

[ AC ¦ POWERSUPPLY ] 

AC：AC二重化モード(N+N冗長) 

POWERSUPPLY：個別電源冗長モード(N+1冗長) 

実行例 

初期値 

個別電源冗長モード 

補足 

電源制御ポリシーおよび電源冗長モードは、以下の組合せに設定できません。 

電源制御ポリシー：性能優先モード(PERFORMANCE) 

電源冗長モード：AC二重化モード(AC) 

 

 

タイムゾーンの設定 
 

概要 

EMファームウェアに対してタイムゾーンを指定する。 

コマンド名 

SET TIMEZONE 

引数 

＜タイムゾーン＞ 
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実行例 

初期値 

タイムゾーン設定："JST" 

補足 

指定可能なタイムゾーンについては、「付録」に記載する。 

本コマンドラインでは、タイムゾーン設定の追加等に対応するため、引数で指定された＜タイムゾーン＞のチ

ェックの妥当性を検証しない。 

本コマンドを用いてタイムゾーンを設定する者は、正しい設定値を設定するように注意すること。 

 

 

ブレード収納ユニット内の全構成情報の表示 
 

概要 

以下のコマンドを順次実行した結果を表示する。(以下のコマンド実行結果以外の情報も表示されます。) 

SHOW DATE 

SHOW VERSION 

SHOW RACK NAME 

SHOW RACK UID 

SHOW ENCLOSURE INFO 

SHOW ENCLOSURE STATUS 

SHOW SERVER LIST 

SHOW SERVER INFO ALL 

SHOW SERVER STATUS ALL 

SHOW SERVER PORT MAP ALL 

SHOW SWITCH LIST 

SHOW SWITCH INFO ALL 

SHOW SWITCH STATUS ALL 

SHOW SWITCH PORT MAP ALL 

SHOW ENCLOSURE TEMP 

SHOW ENCLOSURE FAN ALL 

SHOW ENCLOSURE POWERSUPPLY ALL 

SHOW POWER 

SHOW NETWORK 

SHOW SNMP 

SHOW USER LIST 

SHOW EM INFO 

SHOW EM STATUS 

SHOW TOPOLOGY 

コマンド名 

SHOW ALL 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

CLI自動終了機能の設定表示 
 

概要 



                                               

 191 

CLIを操作しないで状態で放置した場合に、自動的にCLIが終了するまでの時間設定を表示する。 

コマンド名 

SHOW AUTOLOGOUT 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

Config設定情報のCLIコマンド形式による表示 
 

概要 

EMファームウェアに設定されているConfig設定情報を、CLIコマンド形式で表示する。 

コマンド名 

SHOW CONFIG 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> 

#Script Generated by root 

#Generated on: Fri Nov 24 18:07:42 2006 

 

 

#Set Enclosure Information 

SET ENCLOSURE ASSET TAG "test_Asset_Tag" 

SET ENCLOSURE NAME "USE62619LD" 

SET RACK NAME "2222" 

SET ENCLOSURE MACHINE SERIAL "test1234567890" 

SET RACK UID "test" 

SET DSGPASSWORD "guest" 

SET DSGSTATUS "1" 

 

 

#Set Network Information 

#NOTE: Setting your network information through a script while 

#      remotely accessing the server could drop your connection. 

#      If your connection is dropped this script may not execute to conclusion. 

SET NETWORK ADDRESSRANGE 192.168.12.120 192.168.12.124 255.255.0.0 

SET NETWORK GATEWAY 0.0.0.0 

ADD NETWORK DNS 0.0.0.0 

ADD NETWORK DNS 0.0.0.0 

 

 

#Configure Protocols 

ENABLE HTTPS 

ENABLE SECURESH 

ENABLE TELNET 

 

#Configure Trusted Hosts 

#REMOVE TRUSTED HOST ALL 

DISABLE TRUSTED HOST 
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#Configure NTP 

SET NETWORK NTP PRIMARY 0.0.0.0 

SET NETWORK NTP SECONDARY 0.0.0.0 

SET NETWORK NTP POLL 720 

DISABLE NTP 

 

 

#Set SNMP Information 

SET SNMP CONTACT "unknown" 

SET SNMP LOCATION "unknown" 

SET SNMP COMMUNITY READ "public" 

SET SNMP COMMUNITY WRITE "public" 

SET SNMP COMMUNITY TRAP "public" 

SET SNMP RACKHEIGHT 0 

SET SNMP LOCATION ENCLOSURE 123 

SET SNMP TRAPACKPORT 5002 

ENABLE SNMP TRAPACK 

ADD SNMP TRAPRECEIVER 192.168.1.15 

ENABLE SNMP 

 

#Uncomment following line to remove all user accounts currently in the system 

#REMOVE USERS ALL 

 

 

#Set Enclosure Manager Information 

SET EM NAME "USE62619LD" 

SET EM LANGUAGE JAPANESE 

 

 

#Set Power Information 

SET POWER REDUNDANCY POWERSUPPLY 

SET POWER POLICY PERFORMANCE 

 

 

#Other Settings. 

SET ENCLOSURE FAN LIMIT 0 

 

 

#End of Script 

Exit 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

Config設定情報表示実行例 

初期値 

補足 

 

 

日時表示 
 

概要 

EMファームウェアの日時情報・タイムゾーン設定を表示する。 

コマンド名 

SHOW DATE 
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引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show date 

 

        Date: 2006-07-03T22:59:59+09:00 Time Zone: JST 

1Z34AB7890(Administrator)> 

日時表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

 

 

イベント表示機能の設定状態表示 
 

概要 

特定のイベントが発生した際に CLIコンソールに表示するイベント表示機能の有効／無効の設定状態を表

示する。 

コマンド名 

SHOW DISPLAY EVENT 

引数 

なし 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

FANユニット情報の表示 
 

概要 

搭載されるFANユニットの情報を表示する。 

表示項目 

ステータス 

冗長状態 

回転数 

パーツ番号 

コマンド名 

SHOW ENCLOSURE FAN 

引数 

＜FANユニット番号＞ ¦ "ALL" 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show enclosure fan all 

 

Fan #10 information: 

        Status           : OK 

        Speed            : 30 percent of Maximum speed 

        Maximum speed    : 18000 
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        Minimum speed    : 10 

        Power consumed   : 10 

        Product SKU P/N  : 412140-B21 

        Version          : 2.7 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Location             OK 

                Device Failure       OK 

                Device Degraded      OK 

 

Fan #9 information: 

        Status           : OK 

        Speed            : 30 percent of Maximum speed 

        Maximum speed    : 18000 

        Minimum speed    : 10 

        Power consumed   : 16 

        Product SKU P/N  : 412140-B21 

        Version          : 2.7 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Location             OK 

                Device Failure       OK 

                Device Degraded      OK 

 

Fan #8 information: 

        Status           : Fan Unit Empty 

 

Fan #7 information: 

        Status           : OK 

        Speed            : 30 percent of Maximum speed 

        Maximum speed    : 18000 

        Minimum speed    : 10 

        Power consumed   : 14 

        Product SKU P/N  : 412140-B21 

        Version          : 2.7 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Location             OK 

                Device Failure       OK 

                Device Degraded      OK 

 

Fan #6 information: 

        Status           : OK 

        Speed            : 30 percent of Maximum speed 

        Maximum speed    : 18000 

        Minimum speed    : 10 

        Power consumed   : 15 

        Product SKU P/N  : 412140-B21 

        Version          : 2.7 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Location             OK 

                Device Failure       OK 

                Device Degraded      OK 

 

Fan #5 information: 

        Status           : OK 

        Speed            : 30 percent of Maximum speed 

        Maximum speed    : 18000 
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        Minimum speed    : 10 

        Power consumed   : 14 

        Product SKU P/N  : 412140-B21 

        Version          : 2.7 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Location             OK 

                Device Failure       OK 

                Device Degraded      OK 

 

Fan #4 information: 

        Status           : OK 

        Speed            : 30 percent of Maximum speed 

        Maximum speed    : 18000 

        Minimum speed    : 10 

        Power consumed   : 15 

        Product SKU P/N  : 412140-B21 

        Version          : 2.7 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Location             OK 

                Device Failure       OK 

                Device Degraded      OK 

 

Fan #3 information: 

        Status           : Fan Unit Empty 

 

Fan #2 information: 

        Status           : OK 

        Speed            : 30 percent of Maximum speed 

        Maximum speed    : 18000 

        Minimum speed    : 10 

        Power consumed   : 17 

        Product SKU P/N  : 412140-B21 

        Version          : 2.7 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Location             OK 

                Device Failure       OK 

                Device Degraded      OK 

 

Fan #1 information: 

        Status           : OK 

        Speed            : 30 percent of Maximum speed 

        Maximum speed    : 18000 

        Minimum speed    : 10 

        Power consumed   : 12 

        Product SKU P/N  : 412140-B21 

        Version          : 2.7 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Location             OK 

                Device Failure       OK 

                Device Degraded      OK 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

FANユニット情報表示コマンド実行例 

初期値 
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補足 

 

 

ブレード収納ユニット情報の表示 
 

概要 

ブレード収納ユニット情報を表示する。 

表示項目 

ブレード収納ユニット名 

ブレード収納ユニット形式 

EMファームウェアバージョン 

EMカードバージョン 

ブレード収納ユニットパーツ番号 

シリアル番号 

資産番号 

EMカードのMACアドレス 

など 

コマンド名 

SHOW ENCLOSURE INFO 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show enclosure info 

 

Enclosure Information: 

        Enclosure Name    : 1Z34AB7890 

        Enclosure Type    : SIGMABLADE-H Enclosure 

        EM HW Version     : 1.00 

        EM FW Version     : 01.00 

        Product P/N       : 412152-B21 

        Product S/N       : 1Z34AB7890 

        UUID              : 091Z34AB7890 

        Asset Tag         : 

        Chassis Spare P/N : 412152-B21 

        PDU Part Number   : 000000-000 

        Machine S/N         : F67890K6Y12345 

 

        Enclosure Manager Tray Information: 

                Type      : SIGMABLADE-H EM Tray 

                Board P/N : 416000-001 

                Board S/N : 12345678901234 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ブレード収納ユニット情報表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

 

 

電源ユニット情報の表示 
 

概要 
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ブレード収納ユニットに搭載される電源ユニットの情報を表示する。 

表示項目 

電源ユニットのステータス 

AC入力状態 

供給容量 

パーツ番号 

シリアル番号 

省電力状態 

コマンド名 

SHOW ENCLOSURE POWERSUPPLY 

引数 

＜電源ユニット番号＞ ¦ "ALL" 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)>  show enclosure powersupply all 

 

Power Unit Information and Status 

 

Power Unit #6 Information: 

        Status               : OK 

        AC Input Status      : OK 

        Capacity             : 2250 Watts 

        Current Power Output : 0 Watts (POWER SAVING) 

        Product S/N          : 5A22B0AHLTA0A7 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Device Failure       OK 

                AC Cord              OK 

 

Power Unit #5 Information: 

        Status               : OK 

        AC Input Status      : OK 

        Capacity             : 2250 Watts 

        Current Power Output : 126 Watts 

        Product S/N          : 5A22B0AHLTA0A4 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Device Failure       OK 

                AC Cord              OK 

 

Power Unit #4 Information: 

        Status               : Power Unit Slot Empty 

 

Power Unit #3 Information: 

        Status               : Power Unit Slot Empty 

 

Power Unit #2 Information: 

        Status               : OK 

        AC Input Status      : OK 

        Capacity             : 2250 Watts 

        Current Power Output : 126 Watts 

        Product S/N          : 5A22B0AHLTA05N 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Device Failure       OK 

                AC Cord              OK 
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Power Unit #1 Information: 

        Status               : OK 

        AC Input Status      : OK 

        Capacity             : 2250 Watts 

        Current Power Output : 126 Watts 

        Product S/N          : 5A22B0AHLTA066 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Device Failure       OK 

                AC Cord              OK 

 

1Z34AB7890(Administrator)>  

電源ユニット情報表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

Diagnostic Status について 

Internal Data FRU情報の正当性。OK：正常、Failed：異常（チェックサムエラー等） 

Device Failure 故障状態。OK：正常動作。Failed：故障、Not Performed：チェック未実施 

AC Cord  ACケーブル接続状態。OK：正常、Failed：異常 

 

省電力状態について 

省電力状態の電源ユニットは、項目 " Current Power Output "  が "0 Watts (POWER SAVING)" 

として表示される。 

 

 

ブレード収納ユニットステータスの表示 
 

概要 

ブレード収納ユニットステータスを表示する。 

表示項目 

稼動状態 

IDランプ状態 

電源ステータス・容量 

コマンド名 

SHOW ENCLOSURE STATUS 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show enclosure status 

 

Enclosure: 

        Status : OK 

        ID LED : Off 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

 

Enclosure Manager: 

        Status: OK 



                                               

 199 

 

Power Subsystem: 

        Status                : OK 

        Redundancy            : Power Supply Redundant 

        Total Capacity        : 9000 Watts 

        Redundant Capacity    : 2250 Watts 

        InputPower            : 782 VA 

 

Cooling Subsystem: 

        Status                  : OK 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ブレード収納ユニットステータス表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

Diagnostic Status について 

Internal Data FRU情報の正当性。OK：正常、Failed：異常（チェックサムエラー等） 

Redundancy 冗長状態。OK：冗長、Failed：非冗長、Not Performed：チェック未実施 

 

 

ブレード収納ユニット温度の表示 
 

概要 

ブレード収納ユニット温度を表示する。 

コマンド名 

SHOW ENCLOSURE TEMP 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show enclosure temp 

 

Locale                    Status      Temp    Caution   Critical 

------------------------- ------    --------  -------   -------- 

Enclosure                 OK        30C/ 86F    ---       --- 

Enclosure Manager       1 OK        30C/ 86F    75C       80C 

Blade Slot              1 ---        0C/ 32F    ---       --- 

Blade Slot              8 ---        0C/ 32F    ---       --- 

Blade Slot              9 ---        0C/ 32F    ---       --- 

Blade Slot             16 ---        0C/ 32F    ---       --- 

Switch Module           3 OK          ----      ---       --- 

Switch Module           4 OK          ----      ---       --- 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

ブレード収納ユニット温度表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

 

 

電源関連の設定情報の表示 
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概要 

電源関連の設定情報を表示する。 

－電源冗長モード(個別電源冗長モード(N+1冗長)/AC二重化モード(N+N冗長)) 

－電源制御ポリシー(性能優先モード/冗長維持モード) 

－電源容量 

－余剰電源のON/OFF制御状態 

－電力天井制御状態 

コマンド名 

SHOW POWER 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show power 

Redundancy Configuration: Power Supply Redundant 

 

Power Policy Configuration: REDUNDANCY 

Dynamic Power Savings     : Off 

Limit DC Output           :  4500 W 

 

Capacity:                       6750 W 

Redundant Capacity:             2250 W 

Redundant Power:                4500 W 

Power Allocated:                1060 W 

Consumed Power:                  559 VA 

Maximum Consumable Power:       5472 VA 

1Z34AB7890(Administrator)> 

電源関連の設定情報表示コマンド実行例 

初期値 

電源冗長モード：個別電源冗長モード(N+1冗長) 

電源制御ポリシー： 性能優先モード 

余剰電源のON/OFF制御:OFF(無効) 

電力天井制御：OFF(無効) 

補足 

 

 

EMカード/EMファームウェア バージョン表示 
 

概要 

EMカード/EMファームウェア のバージョンを表示する。 

コマンド名 

SHOW VERSION 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show version 
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        Enclosure Manager Hardware Version: 1.00 

        Enclosure Manager Firmware Version: 00.30 alpha2 (2006.07.03 22:07:33) 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

EMカード/EMファームウェアバージョン表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

 

 

EMファームウェアアップデート 
 

概要 

EMファームウェアをアップデートする。 

指定した URL（ｈｔｔｐ、ftp、tftp）から EMファームウェアイメージをダウンロードし、自動的に更新する。 更新

後、更新したイメージを適用するためにEMファームウェアは自動リブートする。 

コマンド名 

UPDATE IMAGE 

引数 

＜URL指定＞ 

実行例 

ファームウェアイメージ設置先の例 

IPアドレス:192.168.1.68 

パス:/emfw0010.img (サーバ側で指定したディレクトリからの相対パスを指定してください) 

1Z34AB7890(Administrator)> update image tftp://192.168.1.68/emfw0010.img 

 

Entering anything other than 'YES' will result in the command not executing. 

 

Are you sure you want to update the Enclosure Manager's firmware? YES 

 

Downloading image from tftp://192.168.1.68/emfw0010.img... 

Verifying signature...successful! 

 

The flash process begins in 10 seconds. 

Flashing.100% 

New firmware image flashed. 

Enclosure Manager is rebooting. 

Please Standby... 

Restarting system. 

NEC SIGMABLADE Enclosure Manager booting... 

EMファームウェアアップデートコマンド実行例 

初期値 

補足 

画面の指示に従って"YES"の文字を入力すること。 

 

 

Config設定のアップロード(バックアップ) 
 

概要 

ftp://192.168.1.68/emfw0010.img
ftp://192.168.1.68/emfw0010.img...
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引数で指定したURLへEMファームウェアのConfig情報をアップロードする。 

コマンド名 

UPLOAD CONFIG 

引数 

＜URL指定＞ 

実行例 

Configファイル格納先の例 

IPアドレス:192.168.1.68 

パス:/config2.txt(サーバ側で指定したディレクトリからの相対パスを指定してください) 

1Z34AB7890(Administrator)> upload config ftp://[user account]:[password]@192.168.1.68/config.

txt 

 

Successfully uploaded the configuration script. 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

Config設定アップロードコマンド実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを使用できるのは、ADMINISTRATORの権限をもつユーザのみである。 

 

 

余剰電源 ON/OFF制御 
 

概要 

ブレード収納ユニットに搭載されるブレード・スイッチモジュール・その他装置の消費電力に対して電源ユニ

ットが供給する電力に余裕がある場合、電源ユニットをOFFすることで省電力を実現する。 

コマンド名 

・SET POWER SAVINGS 

引数 

“ON” ¦ “OFF” 

ON： 余剰電源 ON/OFF 制御機能を有効にする。 

OFF：余剰電源 ON/OFF 制御機能を無効にする。 

実行例 （実機から採取） 

1Z34AB7890(Administrator)> set power savings on 

Power Settings were updated to: 

Redundancy Configuration   : Power Supply Redundant 

 

Power Policy Configuration : REDUNDANCY 

Dynamic Power Savings      : On 

Limit DC Output            : Not Set 

 

Capacity                   : 11250 W 

Redundant Capacity         :  2250 W 

Redundant Power            :  9000 W 

Power Allocated            :  1289 W 

Consumed Power             :   219 VA 

Maximum Consumable Power   : 10944 VA 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 



                                               

 203 

余剰電源 ON/OFF制御コマンド実行例 

初期値 

"OFF" （無効） 

補足 

本機能は、コマンドを投入して正常終了した時点から有効となる。 

 

 

電力天井制御 
 

概要 

ブレード収納ユニット内で利用できる電力の上限値を設定する。 

本設定が有効な場合、EMファームウエアは 構成されている電源ユニットおよび電源制御のモード／ポリシ

ーからくる制限に加えて、引数で指定されたワット数以上の電力を確保しないように動作する。 

コマンド名 

SET POWER LIMIT 

引数 

最大電力値（ワット数）  ¦  “OFF” 

指定可能なDC電力値： 1500～ 99999 

OFF：電力天井制御機能を無効にする。 

設定できる最小値は 1500 ワットである。"OFF"を指定した場合は上限値はなくなり、構成されている電源

ユニットおよび電源制御のモード／ポリシーからくる制限に基づいて EMファームウエア は 電力を確保す

る。 

最大電力値として実際にブレード収納ユニットに搭載される電源ユニットが供給する以上の値を設定した場

合、搭載される電源ユニットの出力値に基づいた制御が行われる。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set power limit 2000 

Power Settings were updated to: 

Redundancy Configuration   : Power Supply Redundant 

 

Power Policy Configuration : REDUNDANCY 

Dynamic Power Savings      : Off 

Limit DC Output            :  2000 W 

 

Capacity                   : 11250 W 

Redundant Capacity         :  2250 W 

Redundant Power            :  9000 W 

Power Allocated            :  1289 W 

Consumed Power             :   189 VA 

Maximum Consumable Power   : 10944 VA 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

電力天井制御コマンド実行例 

初期値 

"OFF" （無効） 

補足 

本機能は、コマンドを投入して正常終了した時点から有効となる。 
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CPUブレード管理コマンド 
 

 

CPUブレードの電源OFF 
 

概要 

指定したCPUブレードのDC電源を切断（OFF）する。 

コマンド名 

POWEROFF SERVER 

第一引数 

＜CPUブレード番号＞ ¦ ＜CPUブレード番号＞ - ＜CPUブレード番号＞ ¦ ＜CPUブレード番号> , <CPU

ブレード番号＞ ¦ "ALL" 

 

＜CPUブレード番号＞と＜CPUブレード番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する場合、’-’(ハ

イフン)または’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

第二引数 

"FORCE"（省略可能） 

"FORCE"を選択すると、強制的に電源をOFFする。(CPUブレードの電源スイッチを、既定の秒数(CPUブレ

ードの種類により異なる)以上押した場合と同様の動作をします。) 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

CPUブレードの電源ON 
 

概要 

指定したCPUブレードのDC電源を投入（ON）する。 

コマンド名 

POWERON SERVER 

第一引数 

＜CPUブレード番号＞ ¦ ＜CPUブレード番号＞ - ＜CPUブレード番号＞ ¦ ＜CPUブレード番号> , <CPU

ブレード番号＞ ¦ "ALL" 

 

＜CPUブレード番号＞と＜CPUブレード番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する場合、’-’(ハ

イフン)または’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

実行例 

初期値 

補足 

本コマンドを実行してもブレードのDC電源が投入されない場合は、SHOW SERVER POWERONDELAYコマ

ンドを実行してブレード電源投入遅延時間の設定を確認してください。 
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CPUブレードの再起動 
 

概要 

指定したCPUブレードを再起動(RESET)する。 

コマンド名 

REBOOT SERVER 

第一引数 

＜CPUブレード番号＞ ¦ ＜CPUブレード番号＞ - ＜CPUブレード番号＞ ¦ ＜CPUブレード番号> , <CPU

ブレード番号＞ ¦ "ALL" 

 

＜CPUブレード番号＞と＜CPUブレード番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する場合、’-’(ハ

イフン)または’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

実行例 

初期値 

補足 

画面の指示に従って"YES"の文字を入力すること。 

「REBOOT SERVER」コマンドは、CPUブレードの RESETスイッチを押した場合と同じ動作をする。（Windows 

Server 2003またはWindows Server 2003 x64 Editionsをご利用の場合、再起動後に「原因不明のシャ

ットダウンまたは再起動です。」と表示されますが正常な動作です。） 

 

CPUブレードのIDランプの制御 
 

概要 

指定したCPUブレードのIDランプボタンを点灯・消灯する。 

コマンド名 

SET SERVER UID 

第一引数 

＜CPUブレード番号＞ 

第二引数 

"ON" ¦ "OFF" 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

CPUブレード情報の表示 
 

概要 

指定したCPUブレードの情報を表示する。 

表示項目 

ブレードタイプ 

ブレード名称 

ブレード形状 

パーツ番号 
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シリアル番号 

LANのMACアドレス 

CPUブレード BMCのIPアドレス 

ブレード用メザニンカード情報 

コマンド名 

SHOW SERVER INFO 

引数 

＜CPUブレード番号＞ ¦ ＜CPUブレード番号＞ - ＜CPUブレード番号＞ ¦ ＜CPUブレード番号> , <CPU

ブレード番号＞ ¦ "ALL" 

 

＜CPUブレード番号＞と＜CPUブレード番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する場合、’-’(ハ

イフン)または’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show server info all 

 

Blade #16 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #15 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed: 

 

Blade #14 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed: 

 

Blade #13 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #12 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #11 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #10 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #9 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #8 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #7 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #6 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #5 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #4 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #3 Information: 
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        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #2 Information: 

        Blade Type: No Blade Installed 

 

Blade #1 Information: 

        Product Name     : Express5800/120Bb-6 

 

        Blade Name       : R1-EE-06 

        Product P/N      : [N8400-029] 

        Chassis S/N      : FD 

        Blade Type       : CPU Blade 

        Blade Size       : Half-height, single-wide (HHSW) 

 

Management Processor Information: 

        Firmware Version : 00.16 

        IP Address       : 192.168.12.13 

        MAC Address      : 00:30:13:38:0D:01 

 

Mezzanine Card Information: 

        Installable Mezzanine Card Number: 2 

 

Mezzanine Card #1 Information: 

        [No Mezzanine Card Installed] 

 

Mezzanine Card #2 Information: 

        [No Mezzanine Card Installed] 

1Z34AB7890(Administrator)> 

CPUブレード情報表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

本コマンドで表示されるブレード名称はOSから設定されるコンピュータの名称。(OSで設定されていない場

合は、代わりに製品名を表示します。) 

 

 

CPUブレード情報の一覧表示 
 

概要 

指定されたCPUブレードの情報を一覧表示する。 

表示項目 

ブレード名称 

ブレードタイプ 

CPUブレード BMCの IPアドレス 

稼動ステータス 

IDランプ状態 

 

コマンド名 

SHOW SERVER LIST 

引数 

なし 

実行例 
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1Z34AB7890(Administrator)> show server list 

 

Slot Blade Name                    Type IP Address      Status   Pwr UID 

---- ----------------------------- ---- --------------- -------- --- --- 

   1 R2-EE-15                      CPU  192.168.1.178   OK       On  Off 

   2 [Absent] 

   3 [Absent] 

   4 [Absent] 

   5 [Absent] 

   6 [Absent] 

   7 [Absent] 

   8 [Absent] 

   9 R2-EE-16                      CPU  192.168.1.188   OK       On  Off 

  10 [Absent] 

  11 [Absent] 

  12 [Absent] 

  13 [Absent] 

  14 [Absent] 

  15 [Absent] 

  16 [Absent] 

Totals: 2 server blades installed, 2 powered on. 

1Z34AB7890(Administrator)>  

CPUブレード情報表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

本コマンドで表示されるブレード名称はOSから設定されるコンピュータの名称。(OSで設定されていない場

合は、代わりに製品名を表示します。) 

 

 

CPUブレードポートマップ情報(E-Keying情報)の表示 
 

概要 

指定されたCPUブレードのポートマッピング情報（E-Keying情報）を表示する。 

コマンド名 

SHOW SERVER PORT MAP 

引数 

＜CPUブレード番号＞ ¦ ＜CPUブレード番号＞ - ＜CPUブレード番号＞ ¦ ＜CPUブレード番号> , <CPU

ブレード番号＞ ¦ "ALL" 

 

＜CPUブレード番号＞と＜CPUブレード番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する場合、’-’(ハ

イフン)または’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

CPUブレードステータスの表示 
 

概要 
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CPUブレードの稼動ステータスを表示する。 

表示項目 

電源状態 (On or Off or Unknown)  

使用電力量 

稼動ステータス（OK, CPU failure, or power module failure)  

IDランプ状態 

コマンド名 

SHOW SERVER STATUS 

引数 

＜CPUブレード番号＞ ¦ ＜CPUブレード番号＞ - ＜CPUブレード番号＞ ¦ ＜CPUブレード番号> , <CPU

ブレード番号＞ ¦ "ALL" 

 

＜CPUブレード番号＞と＜CPUブレード番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する場合、’-’(ハ

イフン)または’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show server status 1 

 

Blade #1 Status: 

        Power                : Off 

        Current Wattage used : 0 

        Health               : OK 

        ID LED               : Off 

        BMC-EM Communication : OK 

        E-FUSE Status        : OK 

        Diagnostic Status: 

                Internal Data        OK 

                Management Processor OK 

                I/O Configuration    OK 

                Power                Not Performed 

                Cooling              Not Performed 

                Location             Not Performed 

                Device Failure       OK 

                Device Degraded      OK 

1Z34AB7890(Administrator)>  

CPUブレードステータス表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

Diagnostic Status について 

Internal Data  FRU情報の正当性。OK：正常、Failed：異常（チェックサムエラー等） 

Management Processor BMCFWの状態。OK：正常、Failed：異常 

I/O Configuration  E-Keying状態。OK：E-Keying成功、Failed：E-Keying失敗あり 

Power   Power。OK：電力状態正常、Failed：電力状態異常 

Cooling   冷却状態。OK：クーリングOK、Failed：クーリング異常、 

                         Not Performed：チェック未実施 

Location   搭載位置状態。OK：搭載位置OK、Failed：搭載位置異常 

Device Failure  故障状態。OK：正常動作。Failed：故障、Not Performed：チェック未実施 

Device Degraded  デグレード状態。 OK：正常動作、Failed：デグレード発生、 

                         Not Performed：チェック未実施 
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CPUブレード電源投入遅延時間の設定 
 

概要 

CPUブレードの電源投入を許可するまでの時間を設定する。 

本機能は主にFCディスクを使用したSANブートを行う際、FCディスクの起動がブレードの起動よりも遅い場

合に使用する。 

CPUブレードのAC Link機能を設定した上で、FCディスクの起動時間以上の遅延時間を設定することによ

り、AC投入後のCPUブレードの電源ONをFCディスクの起動よりも遅らせることが出来る。 

コマンド名 

SET SERVER POWERONDELAY 

第一引数 

＜ブレード番号＞ ¦ ＜ブレード番号＞-＜ブレード番号＞¦  ＜ブレード番号＞,＜ブレード番号＞  ¦   

“ALL”  

第二引数 

遅延時間 （秒単位） 

0 ～ 86400 

“0” を指定した場合は、遅延機能が無効であることを意味する。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set server powerondelay 1 864 

 

Blade 1's PowerOnDelayTime changed to 864 

1Z34AB7890(Administrator)>  

CPUブレード電源投入遅延時間設定コマンド実行例 

初期値 

0 （遅延機能無効） 

補足 

NX7700i/5010B-4 に対して本コマンドを適用する場合は、以下に注意すること。 

本機能に加えてNX7700i/5010B-4のAC Link機能を使って電源投入を実施すると、 

NX7700i/5010B-4 のヘルスステータスが異常状態となる場合があります。この状態 

は電源が入れば消えますので、電源ONまでは無視して頂きます様にお願いします。 

 

CPUブレード電源投入遅延時間の表示 
 

概要 

CPUブレードの電源投入を許可するまでの設定時間を表示する。 

コマンド名 

SHOW SERVER POWERONDELAY 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show server powerondelay 

 

Enclosure Manager Uptime = 1173 (sec) 
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Slot Blade Name                       Delay (sec) 

---- -------------------------------- ----------- 

   1 R2-EE-03                                 864 

   2 [Subsumed]                                 0 

   3 [Absent]                                   0 

   4 [Absent]                                   0 

   5 [Absent]                                   0 

   6 [Absent]                                   0 

   7 [Absent]                                   0 

   8 [Absent]                                   0 

   9 Virtual I/O Blade                          0 

  10 [Absent]                                   0 

  11 [Express5800/120Bb-6]                      0 

  12 [Absent]                                   0 

  13 [Absent]                                   0 

  14 [Absent]                                   0 

  15 [Absent]                                   0 

  16 [Express5800/120Bb-d6]                     0 

 

1Z34AB7890(Administrator)>  

CPUブレード電源投入遅延時間設定表示コマンド実行例 

初期値 

補足 
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スイッチモジュール管理コマンド 
 

 

スイッチモジュールのEMシリアルコンソール接続 
 

概要 

指定したスイッチモジュールのシリアルコンソールへ接続する。 

コマンド名 

CONNECT SWITCH 

引数 

＜スイッチモジュール番号＞ 

実行例 

1Z34AB789012(Administrator)> connect switch 4 

 

NOTICE: This pass-thru connection to the integrated I/O console 

is provided for convenience and does not supply additional access 

control. For security reasons, use the password features of the 

integrated switch. 

 

Connecting to integrated switch 4 at 9600,N81... 

Escape character is '<Ctrl>_' 

 

Press [Enter] to display the switch console: 

 

 

Fabric OS (WH040001120) 

 

 

WH040001120 console login: 

スイッチモジュール シリアルコンソール接続コマンド実行例 

 

―CONNECT SWITCHコマンド メニュー操作 

CONNECT SWITCHコマンドは、以下に示す操作をサポートしている。 

 

CONNECT SWITCHコマンドサポート機能： 

スイッチモジュール シリアルコンソールを中断してEMコンソールへ復帰する。 

スイッチモジュール シリアルコンソール接続に関する設定を変更する。 

スイッチモジュール シリアルコンソールのシリアル回線上にBreakキーを送出する。 

 

 

―メニュー起動方法 

スイッチモジュール シリアルコンソール接続中に、キーボードから以下のキー操作を実行するとメニュー

画面が起動する。 

日本語キーボードの場合：<CTRL>+<SHIFT>+’-’(ハイフン)キーを同時に押下する。 

英語キーボードの場合：<CTRL>+<SHIFT>+’_’(アンダーバー)キーを同時に押下する。 

 

キー操作が成功すると、以下に示すように"Command:"から始まるメニューが表示される。 
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WH040001120 console login: 

------------------------------------------------------------------------------ 

Command: D)isconnect, C)hange settings, send B)reak, E)xit command mode > 

スイッチモジュール シリアルコンソール操作メニュー 

 

 

―シリアルコンソール接続設定変更 

上述したメニューにおいて、’C’キーを投入すると、設定変更メニューを表示する。 

設定変更メニューでは、以下の設定を変更できる。 

 

現在接続中のセッションに対する設定（エスケープキャラクター使用抑止）。 

シリアルコンソール接続設定（ボーレート、フロー制御） 

 

------------------------------------------------------------------------------ 

Command: D)isconnect, C)hange settings, send B)reak, E)xit command mode > C 

Change settings for: L)ocal Session, R)emote Port [Switch Mo], E)xit L 

Change Local: D)isable Escape Character, E)xit > 

現在接続中のセッションに関する操作メニュー 

 

"D)isable Escape Character"を実行すると、現在操作中のシリアルコンソールにおいて、エスケープキャ

ラクターの使用を抑止する。(本設定を行うと、エスケープキャラクター操作を必要とする操作メニューの

起動もできなくなりますので、ご注意ください。) 

 

使用抑止の解除： 

前述した"操作メニューの起動"のキー操作を、連続して１２回実行すると抑止が解除される。 

 

------------------------------------------------------------------------------ 

Command: D)isconnect, C)hange settings, send B)reak, E)xit command mode > C 

Change settings for: L)ocal Session, R)emote Port [Switch Mo], E)xit R 

Settings: B)audrate; flow control: N)one H)ardware S)oftware; E)xit > B 

Baud: A)1200 B)2400 C)4800 D)9600 F)19200 G)38400 H)57600 I)115200; E)xit > 

シリアルコンソール接続設定メニュー 

 

本メニューでは、ボーレート、フロー制御の設定を変更できる。 

 

ボーレート：1200bps、2400bps、4800bps、9600bps、19200bps、 

38400bps、57600bps、115200bps 

 

注意：EMファームウェアは上記のボーレート設定をサポートしていますが、接続対象のスイッチモジュール

で使用可能なボーレートを設定してください。(スイッチモジュールで使用可能なボーレート設定は、接

続対象のスイッチモジュールのユーザーズガイドを参照してください。) 

 

フロー制御：None、Hardware（CTS/RTS）、Software（Xon/Xoff） 
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注意：フロー制御設定は、接続対象のスイッチモジュールのユーザーズガイドを参照してください。 

 

 

―Break キー送出 

 

シリアルコンソール操作が乱れた場合は、Breakキーを送出することで復旧できる場合があります。Break

キーを送出しても復旧できない場合は、"D)isconnect"を実行して一旦シリアルコンソール接続を中断して

から、再度接続してください。 

 

------------------------------------------------------------------------------ 

Command: D)isconnect, C)hange settings, send B)reak, E)xit command mode > B 

Sending BREAK... 

現在接続中のセッションに関する操作メニュー 

 

 

―シリアルソール接続中断 

"D)isconnect"を実行すると、現在操作中のシリアルコンソール接続を切断する。 

 

WH040001120 console login: 

------------------------------------------------------------------------------ 

Command: D)isconnect, C)hange settings, send B)reak, E)xit command mode > D 

------------------------------------------------------------------------------ 

 

1Z34AB789012(Administrator)> 

現在接続中のセッションに関する操作メニュー 

 

初期値 

補足 

接続できないまたは接続する必要のないスイッチモジュール／スルーカードもある。(詳しくは、各種スイッチ

モジュール／スルーカードのユーザーズガイドを参照してください。) 

スルーカードは、通常コンソール接続を行う必要のないモジュールです。(スルーカードの種類によっては本

書とは異なる仕様が記載されている場合があります。その場合は、各種CPUブレードのユーザーズガイド・取

扱説明書等の記載を優先してください。) 

 

 

スイッチモジュールの電源OFF 
 

概要 

指定したスイッチモジュールのDC電源を切断（OFF）する。 

コマンド名 

POWEROFF SWITCH 

引数 

＜スイッチモジュール番号＞ ¦ ＜スイッチモジュール番号＞ - ＜スイッチモジュール番号＞ ¦ ＜スイッ

チモジュール番号> , <スイッチモジュール番号＞ ¦ "ALL" 
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＜スイッチモジュール番号＞と＜スイッチモジュール番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する

場合、’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> poweroff switch 1 

 

Powering off switch module 1. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

スイッチモジュール電源OFFコマンド実行例 

初期値 

補足 

接続できないまたは接続する必要のないスイッチモジュール／スルーカードもあります。詳しくは、各種スイ

ッチモジュール／スルーカードのユーザーズガイドを参照してください。 

 

 

スイッチモジュールの電源ON 
 

概要 

指定したスイッチモジュールのDC電源を投入（ON）する。 

コマンド名 

POWERON SWITCH 

引数 

＜スイッチモジュール番号＞ ¦ ＜スイッチモジュール番号＞ - ＜スイッチモジュール番号＞ ¦ ＜スイッ

チモジュール番号> , <スイッチモジュール番号＞ ¦ "ALL" 

 

＜スイッチモジュール番号＞と＜スイッチモジュール番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する

場合、’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> poweron switch 1 

 

Powering on switch module 1. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

スイッチモジュール電源ONコマンド実行例 

初期値 

補足 

 

 

スイッチモジュールの再起動 
 

概要 

指定したスイッチモジュールを再起動する。 

コマンド名 

RESTART SWITCH 

引数 
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＜スイッチモジュール番号＞ 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> restart switch 4 

 

Entering anything other than 'YES' will result in the command not executing. 

 

Are you sure you want to restart the Switch Module? YES 

 

Resetting Switch Module in slot 4. 

 

1Z34AB7890(Administrator)> 

スイッチモジュール再起動コマンド実行例 

初期値 

補足 

画面の指示に従って"YES"の文字を入力すること。 

 

 

スイッチモジュールのUser Assigned Nameの設定 
 

概要 

指定したスイッチモジュールに固有の名称をつける。 

コマンド名 

SET SWITCH NAME 

第一引数 

＜スイッチモジュール番号＞ 

第二引数 

<User Assigned NAME> 

 32文字以内の半角英数字と一部記号で指定する。  

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set switch name 1 Switch1 

 

Changed the user assigned name for Switch Module #1 to "Switch1". 

1Z34AB7890(Administrator)> 

スイッチモジュール ユーザアサイン名設定コマンド実行例 

初期値 

(スイッチモジュールに依存) 

補足 

 

 

スイッチモジュールのIDランプの制御 
 

概要 

指定したスイッチモジュールのIDランプ ボタンを点灯・消灯する。 

コマンド名 

SET SWITCH UID 

第一引数 
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＜スイッチモジュール番号＞ 

第二引数 

"ON" ¦ "OFF" 

実行例 

初期値 

補足 

 

 

スイッチモジュール情報の表示 
 

概要 

指定したスイッチモジュールの情報を表示する。 

表示項目 

スイッチモジュールタイプ 

製造者名 

製品名 

製品パーツ番号 

製品バージョン 

製品シリアル番号 

IPアドレス 

ファームウェアバージョン 

など 

コマンド名 

SHOW SWITCH INFO 

引数 

＜スイッチモジュール番号＞ ¦ ＜スイッチモジュール番号＞ - ＜スイッチモジュール番号＞ ¦ ＜スイ

ッチモジュール番号> , <スイッチモジュール番号＞ ¦ "ALL" 

 

＜スイッチモジュール番号＞と＜スイッチモジュール番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する

場合、’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show switch info 5 

 

5. <Single> NEC 4Gb Fibre Channel Pass-thru Module for SIGMABLADE-H 

        URL:[N/A] 

        P/N:406740-B21   S/N:1A567B9EF2   SerPortRoute:N/A EthPortRoute:N/A 

        Name:Switch5                      IP:N/A 

        PrtDis:PowerOn   TmpSen:Present   JS2Conn:Absent   EthExtIf:Absent 

        EthEMIf:Absent   Baud:9600bps     SerExtIf:Present SerEMIf:Absent 

        ISMIC FW Ver:01.02        Internal FW Ver:Not Available 

1Z34AB7890(Administrator)>  

スイッチモジュール情報表示実行例 

初期値 

補足 

SerPortRouteおよびEthPortRouteについて 

(SerPortRoute: 内部シリアルインタフェースの方向、EthPortRoute：内部Etherインタフェースの方向) 
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EM  本インタフェースが EMカードの内部インタフェースに接続 

Ext  本インタフェースがスイッチモジュールの外部インタフェースに接続 

N/A  本インタフェースは未サポート 

 

 

 

スイッチモジュール一覧の表示 
 

概要 

搭載されているスイッチモジュールの一覧を表示する。 

表示項目 

スイッチモジュールタイプ 

製造者名 

電源状態 

Health状態 

IDランプ状態 

コマンド名 

SHOW SWITCH LIST 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show switch list 

 

Slot Switch Type       Manufacturer         Power Health    UID 

---- ----------------- -------------------- ----- --------- --- 

   1 [Absent] 

   2 [Absent] 

   3 Ethernet          NEC                  Off   OK        Off 

   4 [Absent] 

   5 Fibre Channel     NEC                  On    OK        Off 

   6 [Absent] 

   7 [Absent] 

   8 [Absent] 

Totals: 2 switch modules installed, 1 powered on. 

1Z34AB7890(Administrator)>  

スイッチモジュール一覧表示実行例 

初期値 

補足 

 

 

スイッチモジュール マップ情報(E-Keying情報)の表示 
 

概要 

指定されたスイッチモジュールのポートマッピング情報（E-Keying情報）を表示する。 

コマンド名 

SHOW SWITCH PORT MAP 

引数 
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＜スイッチモジュール番号＞ ¦ ＜スイッチモジュール番号＞ - ＜スイッチモジュール番号＞ ¦ ＜スイ

ッチモジュール番号> , <スイッチモジュール番号＞ ¦ "ALL" 

 

＜スイッチモジュール番号＞と＜スイッチモジュール番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する

場合、’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

実行例 

> show switch port map all 

      

        Status     Size       Technology Product Name 

        ------     ----       ---------- ------------ 

     8: <absent> 

      

     7: <absent> 

      

     6: <absent> 

      

     5: OK         Single     PCIe       Virtual I/O Switch 

         Port      1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14 15 16  

         Status                            OK OK                    

         Blade                             9  10                    

         Mezz/Nic                          2  2                     

         Port                              1  1                     

                                            

     4: <absent> 

      

     3: <absent> 

      

     2: <absent> 

      

     1: OK         Single     Ethernet   1Gb Intelligent L2 Switch 

         Port      1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14 15 16  

         Status                               OK                    

         Blade                                10                    

         Mezz/Nic                             NI                    

         Port                                 1                     

 

1Z34AB7890(Administrator)>  

スイッチモジュール ポートマップ情報(E-Keying情報)表示コマンド実行例 

初期値 

補足 

Port※1  スイッチモジュールのポート番号 

Status スイッチモジュールの当該ポートの状態。OK：正常(E-Keyingがマッチ)、Mismatch：

異常(E-Keyingがミスマッチ)、No Connect：正常(スイッチモジュールとブレード用メ

ザニンカード間に接続がない) 

Blade  スイッチモジュールの当該ポートに接続されているCPUブレード番号 

Mezz/Nic スイッチモジュールの当該ポートに接続されているブレード用メザニンカード番号また

は標準スロット(LAN専用)に対応した番号 

Port※2 スイッチモジュールの当該ポートに接続されているブレード用メザニンカードのポート

番号 

 

※1 「Status」の上側に表示される「Port」 
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※2 「Mezz/Nic」の下側に表示される「Port」 

 

 

スイッチモジュール ステータスの表示 
 

概要 

スイッチモジュールの稼動ステータスを表示する。 

表示項目 

稼動状態 

温度状態 

スイッチモジュール上のCPU状態 

STATUSランプ状態 

IDランプ状態 

電源状態 

スイッチモジュールの消費電力（最大消費電力） 

スイッチモジュールの消費電力（待機時消費電力） 

E-FUSE状態 

コマンド名 

SHOW SWITCH STATUS 

引数 

＜スイッチモジュール番号＞ ¦ ＜スイッチモジュール番号＞ - ＜スイッチモジュール番号＞ ¦ ＜スイ

ッチモジュール番号> , <スイッチモジュール番号＞ ¦ "ALL" 

 

＜スイッチモジュール番号＞と＜スイッチモジュール番号＞を’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)で連結する

場合、’-’(ハイフン)または’,’(カンマ)の前後にスペースを挿入すること。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show switch status 3 

 

Switch Module #3 Information: 

 Status        : OK 

 Thermal       : OK 

 CPU Fault     : OK 

 Health LED    : OK 

 ID LED        : Off 

 Powered       : On 

 Power On Watts  : 48 

 Power Off Watts : 5 

 E-FUSE Status : OK 

 Diagnostic Status: 

  Internal Data        Not Performed 

  Management Processor OK 

  Thermal Warning      OK 

  Thermal Danger       OK 

  I/O Configuration    OK 

  Power                Not Performed 

  Device Failure       OK 

  Device Degraded      OK 

1Z34AB7890(Administrator)>  

スイッチモジュールステータス表示実行例 
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初期値 

補足 

Diagnostic Status について 

Internal Data  FRU情報の正当性。OK：正常、Failed：異常（チェックサムエラー等） 

Management Processor スイッチモジュール上の管理プロセッサ状態。OK：正常、Failed：異常 

Thermal Warning  温度警告状態。OK：正常温度、Failed：警告温度、 

                         Not Performed：チェック未実施 

Thermal Danger  温度異常状態。OK：正常温度、Failed：異常温度、 

                         Not Performed：チェック未実施 

I/O Configuration  E-Keying状態。OK：E-Keying成功、Failed：E-Keying失敗あり 

Power   Power。OK：電力状態正常、Failed：電力状態異常、 

                         Not Performed：チェック未実施 

Device Failure  故障状態。OK：正常動作。Failed：故障、Not Performed：チェック未実施 

Device Degraded  デグレード状態。OK：正常動作、Failed：デグレード発生、 

                         Not Performed：チェック未実施 
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EM管理コマンド 
 

 

EMカード固有名の設定 
 

概要 

EMカードに固有名称を設定する。 

コマンド名 

SET EM <スロット番号> NAME < EMカード名> 

第一引数 

＜スロット番号＞（省略可能） 

ブレード収納ユニットに搭載される最大2台のEMカードのうち、当該EMカードのスロット番号を指定する。 

指定可能な範囲：1、2 

本引数を省略した場合は、現在ログイン中のEMカードに対する指定となる。 

第二引数 

＜EMカード名＞ 

32文字以内の半角英数字と一部記号で指定する。 

注意 

＜EMカード名＞には、各種予約語は指定できない。 

予約語とは、"SET"、"ADD"、"RACK" など、コマンドラインの中で定義している用語を意味する。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set em name EM1 

 

Enclosure Manager name changed to EM1. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

EMカード名変更例 

初期値 

EM-(EMカードのMACアドレス) 

(例) EM-001004010077 

補足 

 

 

EMカードのIDランプ操作 
 

概要 

EMカードのIDランプを点灯・消灯する。 

コマンド名 

SET EM UID 

第一引数 

＜スロット番号＞（省略可能） 

ブレード収納ユニットに搭載される最大2台のEMカードのうち、当該EMカードのスロット番号を指定する。 

指定可能な範囲：1、2 
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本引数を省略した場合は、現在ログイン中のEMカードに対する指定となる。 

第二引数 

"ON" ¦ "OFF" 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set em uid 1 ON 

 

Enclosure Manager UID is On. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

EMカードIDランプ操作例 

初期値 

補足 

 

 

EMカード情報の表示 
 

概要 

EMカードの情報を表示する。 

コマンド名 

SHOW EM INFO 

引数 

＜スロット番号＞ ¦ "ALL" （省略可能） 

ブレード収納ユニットに搭載される最大2台のEMカードのうち、当該EMカードのスロット番号を指定する。 

指定可能な範囲：1、2 

本引数を省略した場合は、現在ログイン中のEMカードに対する指定となる。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show em info all 

 

NEC Enclosure Manager #2 information: 

        Product Name  : SIGMABLADE-H EM Card 

        Product P/N   : 253280-001 

        Product S/N   : 12345678901234 

        UUID          : 0912345678901234 

        Manufacturer  : NEC 

        EM HW Version : 1.00 

        EM FW Version : 01.50 

 

 

NEC Enclosure Manager #1 information: 

        Product Name  : SIGMABLADE-H EM Card 

        Product P/N   : 407296-001 

        Product S/N   : 12345678901234 

        UUID          : 0912345678901234 

        Manufacturer  : NEC 

        EM HW Version : 1.00 

        EM FW Version : 01.50 

EM-001004010077(Administrator)> 

EMカード情報表示例 

初期値 

補足 
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EMカード ステータスの表示 
 

概要 

EMカードのステータスを表示する。 

表示項目 

EMカード名称 

アクティブ/スタンバイ 

IDランプ状態 

EMカード状態 

EM言語タイプ 

 

コマンド名 

SHOW EM STATUS 

引数 

＜スロット番号＞  ¦ "ALL" （省略可能） 

ブレード収納ユニットに搭載される最大2台のEMカードのうち、当該EMカードのスロット番号を指定する。 

指定可能な範囲：1、2 

本引数を省略した場合は、現在ログイン中のEMカードに対する指定となる。 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show em status all 

 

NEC Enclosure Manager #2 Status: 

        Name     : EM-0016355E5C2E 

        Role     : Standby 

        UID      : Off 

        Status   : OK 

        Language : JAPANESE 

 

 

NEC Enclosure Manager #1 Status: 

        Name     : EM-0016355E5C10-1 

        Role     : Active 

        UID      : Off 

        Status   : OK 

        Language : JAPANESE 

 

Redundancy status : NORMAL 

1Z34AB7890(Administrator)> 

EMカード ステータス情報表示例 

初期値 

補足 

Redundancy status について 

NORMAL   EMカードが正常に二重化された状態である。 

NOT LINK UP  もう1台のEMカードとのリンクが不成立である。 

DEGRADED もう1台のEMカードとの通信が切断された。または、2台のEMカード間での

設定情報の同期に失敗した。または、2台のEMカード間でのEMファームウ
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ェアのバージョンが異なる。 

FAILED もう1台のEMカードとの通信に致命的エラーが発生した。または、もう1台

のEMカードでEMファームウェアのアップデートに失敗した。 

UNKNOWN  もう1台のEMカードの状態を取得できない。 

NOT REDUNDANT  EMカードが二重化された状態ではない。 

 

 

EMカード言語タイプ設定 
 

概要 

EMカードが使用する言語タイプを設定する。 

言語タイプは、SNMPトラップにおいて使用される通報メッセージの日本語／英語切り替えなどで使用される。

(EM CLIのメッセージ出力等が指定した言語タイプで表示されるわけではない。) 

コマンド名 

SET EM LANGUAGE 

引数 

＜言語タイプ＞ 

指定可能なタイプ： 

"JAPANESE" 

"ENGLISH" 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set em language ENGLISH 

 

Enclosure Manager language type changed to ENGLISH. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

EMカード言語タイプ設定表示例 

初期値 

"JAPANESE" 

補足 

設定した言語タイプは、"SHOW EM STATUS"コマンドで参照可能である。 

 

 

 

 

Diana Scope制御コマンド 
 

 

DianaScopeユーザパスワード設定 

 

DianaScope Gatewayのユーザパスワードを設定する。 

(このユーザパスワードはDianaScope Managerで認証キーとして使用する。) 

 

コマンド名 

SET DSGPASSWORD 
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引数 

＜パスワード＞ 

最大16字までの文字列で指定する。 

 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set dsgpassword guest1 

 

Changed DSG password. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

DianaScopeユーザパスワード設定例 

初期値 

 ”guest” 

補足 

DianaScope Managerでは、サーバ(EMカード)登録時に認証キーとしてここで設定したユーザパスワードの

入力が必要となる。SET DSGPASSWORDを使用して設定した値(設定していない場合は初期値”guest”)

をDianaScope Managerで認証キーに設定すること。 

 

 

DianaScopeユーザパスワード表示 
 

概要 

DianaScope Gatewayのユーザパスワードを表示する。 

(このユーザパスワードはDianaScope Managerで認証キーとして使用する。) 

 

コマンド名 

SHOW DSGPASSWORD 

引数 

なし 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show dsgpassword 

 

DSG Password:            guest 

1Z34AB7890(Administrator)> 

DianaScopeユーザパスワード表示例 

初期値 

補足 

 

 

DSGステータス設定 

 

概要 

DianaScope Gateway（DSG）のステータスを設定する。 

コマンド名 

SET DSGSTATE 
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引数 

”1"(Enable)、"0"(Disable) 

 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> set dsgstate 0 

 

Changed DSG State. 

1Z34AB7890(Administrator)> 

DSGステータス設定例 

初期値 

”1"(Enable) 

補足 

DianaScope Managerによる監視を行わない場合、"SET DSGSTATE 0"を実行すること。これによりDSG

ステータスをDisableに変更することで、DianaScope Managerから発行されるコマンドに応答しないように設

定が可能である。 

DianaScope Managerによる監視を再開するときは、"SET DSGSTATE 1”を実行すること。これによりDS

GステータスをEnableに変更することで、DianaScope Gatewayの再初期化処理が実行され、DianaScope

 Managerから発行されるコマンドに応答可能となる。 

 

 

 

DSGステータス表示 

 

概要 

DianaScope Gateway（DSG）のステータスを表示する。 

コマンド名 

SHOW DSGSTATE 

引数 

実行例 

1Z34AB7890(Administrator)> show dsgstate 

 

DSG Status:0 

1Z34AB7890(Administrator)> 

DSGステータス表示例 

コマンド実行により表示される数字は以下の意味。 

”1"(Enable)、"0"(Disable) 

 

初期値 

補足 
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Config情報管理 
 

 

概要 
 

オペレータ・保守員は、本CLIコマンドを用いて各種Config設定※を更新可能とする。 

※Config設定 

ブレード収納ユニット情報 

ユーザアカウント情報 

ネットワーク設定情報 

SNMP設定情報 

その他 

EMカードの故障または交換により、設定済のConfig情報が紛失する状況が発生する。 これに対応するた

め、SIGMABLADE-H EMファームウェアでは、Config情報のバックアップ／リストア手段を提供する。 

 

 

Config情報のバックアップ 
 

Config情報のバックアップ手段は、CLIコマンドとして提供する。 

CLIコマンド： UPLOAD CONFIG  コマンド参照 

オペレータ・保守員は、システムの現調が完了した際に、必ず忘れずにCLIコマンドを実行して Config情報

をバックアップすること。 

 

 

Config情報のリストア 
 

Config情報のリストア手段は、CLIコマンドとして提供する。 

CLIコマンド： DOWNLOAD CONFIG  コマンド参照 

オペレータ・保守員は、Config情報紛失時または保守部品に交換した際には、必ず忘れずにCLIコマンドを

実行してConfig情報をリストアすること。 

Config情報を正常にリストアすると、EMファームウェアはリストアした情報に基づいて動作するために再起動

する。 

Config情報を正しくリストアするため、オペレータ・保守員は、搭載しているすべてのCPUブレードが停止して

いる状態で、リストアを実行すること。 
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付録 
 

 

タイムゾーン 
 

タイムゾーンとして、以下のパラメータを指定可能とする。 

 

CET, CST6CDT, EET, EST, EST5EDT, GB, GMT, HST, JST, MET, MST, MST7MDT, NZ, PRC, PST8PDT, UC

T, UTC 
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ESMPRO/ServerManager, ServerAgent 
 

ESMPRO/ServerManager, ServerAgentは、サーバシステムの安定稼動と、効率的なシステム運

用を目的としたサーバ管理ソフトウェアです。ESMPRO/ServerManagerをEMコンソールまたはLANコ

ンソールにインストールすることにより、CPUブレード等のサーバの構成情報・稼働状況を監視します。

ESMPRO/ServerAgentをCPUブレード等のサーバにインストールすることにより、サーバ障害情報を

迅速に管理コンソールに通知します。ここではEMカードの機能に限定して、注意点のみを記載しま

す。ESMPRO/ServerManager, ServerAgentのインストール、設定および運用方法等はESMPRO/S

erverManager, ServerAgentのインストレーションガイドおよびCPUブレードのユーザーズガイド・取扱

説明書等を参照してください。 

ESMPRO/ServerManagerおよびESMPRO/ServerAgentは、CPUブレードにEXPRESSBUILDERが添

付される場合はEXPRESSBUILDERからご利用いただけます。 

※ CPUブレードの種類によっては、EXPRESSBUILDERが添付されません。この場合は、CPUブレード

に添付される「ご使用にあたって」等のドキュメントを参照してください。 

 
 

 

 

 

● トラップ コミュニティ名の設定 
 

SNMPサービスを利用する場合、ESMPRO/ServerManagerのコミュニティ名と、EMカードのCLIから

「SET SNMP COMMUNITY TRAP」コマンドで設定したコミュニティ名を一致させる必要があります。

設定方法について、詳しくは「初期設定」およびESMPRO/ServerManagerのインストレーションガイ

ドを参照してください。 
 

 

● ESMPRO/ServerManagerのIPアドレスの設定 
 

SNMP TrapをESMPRO/ServerManagerに通知するには、CLIの「ADD SNMP TRAPRECEIVER」コマ

ンドによりESMPRO/ServerManagerの稼動するEMコンソールまたはLANコンソールのIPアドレスを指

定する必要があります。詳しくは「コマンドラインインタフェース(CLI) (EMカード)」および「コマンド仕

様」を参照してください。 
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DianaScope Manager, Agent 
 

DianaScopeは、サーバをリモート管理することにより運用管理コスト削減を可能とするソフトウェアで

す。 

DianaScopeは主に、管理用PC(「DianaScopeサーバ」と呼びます)上で動作する「DianaScope Mana

ger」と、管理対象サーバ上で動作する「DianaScope Agent」で構成されています。(管理用PCはE

Mコンソールと兼用可能です。) また、DianaScope Managerはブレード収納ユニットに搭載したEMカ

ードと通信し、情報収集・搭載モジュールの監視等を行うことができます。詳しくは、DianaScopeのイ

ンストール、設定および運用方法等はDianaScopeのインストレーションマニュアルおよびCPUブレード

のユーザーズガイド・取扱説明書等を参照してください。 

DianaScope ManagerおよびDianaScope Agentは下記のホームページにて配布しております。こち

らのサイトからダウンロードしてご利用ください。(あらかじめ「インストール手順」の記載内容を確認した

上でご利用願います。) 

 

http://www.nec.co.jp/products/DianaScope/download_d.html 

 
 

※ ダウンロードするDianaScope ManagerおよびDianaScope Agentのバージョンが、それぞれ下記

のバージョン以降であることを確認してください。 

 

DianaScope Manager(Ver. 1.09.00) 

DianaScope Agent 

   - Windows版(Ver. 2.04.01) 

   - Linux版(Ver. 2.04.01) 

 
 

● DianaScope Gatewayのユーザパスワードの設定 
 

DianaScope Managerでは、サーバ登録時に認証キーの入力が必要です。EMカードのCLIから「SET 

DSGPASSWORD」コマンドにより、あらかじめ設定したDianaScope Gatewayのユーザパスワードを入

力してください。（詳しくは「初期設定」、「コマンド仕様」およびDianaScopeのインストレーションマニ

ュアルを参照してください。） 
 

 

● DianaScope Gatewayのステータス設定 
 

DianaScope Managerによる監視を行う場合は、DianaScope Gatewayのステータス（有効/無効）

が有効に設定されている必要があります。（初期設定は"有効"です。DianaScope Gatewayのステ

ータス設定状態は、EMカードのCLIから「SHOW DSGSTATE」コマンドにより確認することができます。

詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。） 

 

 

● EMカードのIPアドレスの設定 
 

DianaScopeをご利用の場合は、<フローティングIP(アクティブEM)のIPアドレス>の最後の数値を、4

の倍数に指定(例えば、192.168.1.4や192.168.1.8)する必要があります。(EMカードのIPアドレスの

設定は、EMカードのCLIから「SET NETWORK ADDRESSRANGE」コマンドにより確認することができま

す。詳しくは「コマンド仕様」を参照してください。） 

 

http://www.nec.co.jp/products/DianaScope/download_d.html
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異常時の処置 
 

本章ではブレード収納ユニットを中心に異常が発生した場合の一般的な解決策について説明してい

ます。(CPUブレードや各種モジュール、周辺機器のユーザーズガイド、説明書等も併せてご覧くださ

い。モジュールの種類によっては、本記載とは異なる仕様のものもあります。その場合は、ご利用の

モジュールのユーザーズガイド、説明書等の記載を優先してください。) 

 

電源 
電源をONにしても、CPUブレードのPOWERランプが緑色に点灯しない。 

・ 無停電電源装置(UPS)等の電源制御装置のスイッチが入っているかを確認してください。 

・ 分電盤のスイッチが入っているかを確認してください。 

・ ブレード収納ユニットに電源ケーブルが確実に接続されているかを確認してください。 

・ ブレード収納ユニットの電源ケーブルが電源コンセント/タップに確実に接続されているかを確認し

てください。 

・ 電源コンセント/タップのケーブルが無停電電源装置(UPS)に確実に搭載されているかを確認してく

ださい。 

・ 電源ユニットがブレード収納ユニットに確実に搭載されているかを確認してください。 

・ ブレード収納ユニットに搭載されている電源ユニットの台数が適切かを確認してください。 

・ ブレード収納ユニットに設定されている電源の冗長モードが適切かを確認してください。 

・ CPUブレードがブレード収納ユニットに確実に搭載されているかを確認してください。 

・ DC電力上限値に達していないかを確認してください。 

・ 電源投入遅延時間が適切に設定されているかを確認してください。 

 

ネットワークを介したリモートパワーオンが機能しない。（Wake on LANが機能しない。） 

・ 強制電源OFF（CPUブレードのPOWERスイッチを4秒以上押し続けて、CPUブレードを強制的に電源

OFF にする機能）を行っていませんか? 

・ 強制電源OFF後はWake on LANは機能しません。一旦CPUブレードを起動した後、通常のシャット

ダウン処理を行うか、ACスイッチのOFF→ONを行ってください。ただし、ACスイッチのOFFを行う際に

は、他のCPUブレードが運用中でないことを確認した上で行ってください。 

尚、BIOS/EFI画面の状態で正常にDC OFFした場合もこのケースに相当します。 

・ AC電源ON直後にMagic Packetを送信していませんか? 

・ AC電源がCPUブレードに供給され始めてから1分程待ってください。1分以内にWake on LANによ

る起動をした場合、CPUブレードの電源がONにならない場合があります。（AC電源供給直後から、

CPUブレード上のBMCの初期化に1分程の時間がかかります。） 
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入出力 
コンソール画面に何も表示されない。 

・ コンソールの電源が入っているかを確認してください。 

・ ソフトウェアによって画面が抑止されていないかを確認してください。(マウスを動かす、Shift キー 

を押下する等。) 

・ コンソールの輝度が最小になっていないか確認してください。 

・ LANコンソールの場合、LANコネクタにコンソール端末が正しく接続されているかを確認してくださ

い。 

・ ローカルコンソールの場合、ご利用のCPUブレードがローカルコンソールをサポートしているかを確認

してください。 

・ ローカルコンソールの場合、CPUブレードのSUVコネクタにビデオモニタが正しく接続されているかを

確認してください。 

 

コンソールへの入力ができない。 

・ LANコンソールの場合、コンソール端末にキーボード、マウスが正しく接続されているかを確認してく

ださい。 

・ ローカルコンソールの場合、ご利用のCPUブレードがローカルコンソールをサポートしているかを確認

してください。 

・ ローカルコンソールの場合、CPUブレードのSUVコネクタにキーボード、マウスが正しく接続されている

かを確認してください。 

・ CLI 操作中に入力シーケンスが乱れて正常に入力できない場合は、端末エミュレータ用ソフトウェ

アを再起動するか、一旦 CLI を終了させてから再度接続してください。 

 

リモートメディア(DVD-ROMドライブ、FDD等)の接続が突然切断される。 

・ ネットワークの負荷状況等によっては、本現象が稀に発生する場合があります。「リモートメディア」

ウィンドウに「予期せぬエラー」とエラー表示されますので、EXPRESSSCOPEエンジンの起動画面

(Web画面)を一度閉じてから再接続してください。 

・ CPUブレードにOSをインストールする場合、特に負荷が高くなるため、本現象が発生する頻度が高

くなります。OSインストールは、SUVケーブルに接続したDVD-ROMドライブを使用する方法、または

Linuxネットワークサーバを使用する方法(Linuxのみ。詳細はLinux OS添付のマニュアルを参照して

ください。) のいずれかを推奨します。 

 
 

 

以上の確認・操作を行っても本製品が正常に動作しない場合、本製品が故障して

いることが考えられます。本製品を購入された販売店または保守サービス会社に

ご連絡ください。 
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～ Memo ～ 
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廃 棄 
 

装置の廃棄、回収又はリサイクル時は事前に当社営業にご連絡願います。 
 

 

第三者への譲渡について 
 

本装置または、本装置に添付されているものを第三者に譲渡(または売却)するときは、次の注意を

守ってください。 
 

● 本体について 

本装置を第三者へ譲渡(または売却)する場合には、本書を一緒にお渡しください。 
 

● 添付のソフトウェアについて 
 

本装置に添付のソフトウェアを第三者に譲渡(売却)する場合には、以下の条件を満たす必要

があります。 

 

－ 添付されているすべてのものを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこと 
 

－ 各ソフトウェアに添付されている『ソフトウェアのご使用条件』の譲渡、移転に関する条件を 

   満たすこと 
 

－ 譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、インストールした装置から削除した 

   後、譲渡すること 

 

 

 

仕 様 
 

モデル   ブレード収納ユニット(SIGMABLADE-H) 

型番   N8405-024A/034A 

許容搭載 

 CPUブレード  最大16台 

電源ユニット 

 電圧   AC200 - 240V ±10％ 

 周波数   50/60 Hz ±1Hz 

 インレット   2(最大6) 

FAN   4(最大8) 

サイズ(W×D×H)   485mm×820mm×445mm(10U)(突起物を含む) 

最大消費電力  10415W(最大構成時) 

質量   67kg(ブレード収納ユニット(SIGMABLADE-H)単体) 

～209kg(最大構成時*1) 

動作環境   温度: 10～35℃ 

    湿度: 20～80％(ただし結露なきこと) 

 
※ N8405-024/034も上記仕様が適用されます。 

*1 最大値(Express5800/140Ba-10およびその他オプションを搭載した場合)です。 

 



                                               

 236 

 

高調波準用品 
 

本装置は高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 準用品です。 

：JIS C 61000-3-2 準用品とは、日本工業規格「電磁両立性－第3-2部：限度値－高調波電流発生限 

 度値(１相当たりの入力電流が  20A以下の機器)」に準用し、商用電力系統の高調波環境目標レベル 

 を考慮して設計・製造した製品です。 

 

電源の瞬時電圧低下対策について 
 

本装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対

策としては、交流無停電電源装置(UPS)等を使用されることをお勧めします。 
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 お客様へ：本製品の販売元、営業等に事故発生時の緊急連絡先の記入をご依頼下さい。 
 
 緊急連絡先                     
 TEL：                       

  FAX：                       
  所在地：                                           
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N8405-024A/034A 

ブレード収納ユニット(SIGMABLADE-H) 

ユーザーズガイド 

2008 年 04月 10版 

日 本 電 気 株 式 会 社 

東京都港区芝五丁目7 番1 号 

TEL(03)3454-1111 (大代表) 

本書は再生紙を使用しています。 
 

 

 

乱丁・落丁はお取り替えします。 

© NEC Corporation 2006-2008, © Hewlett-Packard Development Company, L.P. 2006 
日本電気株式会社の許可なく複製・改変などを行うことはできません。 
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